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序章　ブランド制服女子中学生とのおつきあい



「あっ、あのっ」

　木陰から、たたっ、と、ブレザー服を着た中学生ぐらいの女の子が走り出てきた。

「絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるさん、ですよねっ。羽衣はごろも学園高等部のっ」

　顔を真っ赤にして瞳ひとみをうるませている。きちんと肩口で切りそろえられた髪に、赤いカチューシャがよく似合っている。純情そうな、可愛かわいらしい顔だちだ。

「は、はい。そうですけど」

「ごめんなさい、急に声をおかけして。あの、ちょっとだけお時間、いいでしょうかっ」

「あ、うん。時間なら全然……」

　学校の始業時間にはまだ余裕がある。今日は天気が良くて気持ちがいいので、いつもより早くアパートを出たのだ。

　木々が並ぶ運河沿いの遊歩道だ。ここ、マリナフロント55は、水路が多い街なのだ。

　朝の木こ漏もれ日びがあざやかに地面をいろどり、初夏の陽光に、運河の水みな面もが輝いている。

「がんばれ愛裡あいり！」

「ファイト！」

　少し離れて、同じブレザーの制服を着た女の子が二人、声援を送っていた。

（こ、これはもしかすると……告白？　遠くから見つめていたけれど、勇気を出しました、みたいな？）

　震えている女の子――愛裡あいりを前に、譲ゆずるまで緊張してきた。

　やがて愛裡は意を決したように、真っ赤に染まった顔をあげた。

「絹ヶ瀬きぬがせ譲さんっ。私と、おつきあいしてくださいっ。お願いしますっ」

　ぬぅおおおおおおおおおおっ！

　と、譲はさすがに声に出して叫んだりはしなかった。

　クラスに一人、何かというと叫んだり吠ほえたりして大暴れする女子がいるが、譲はそういうタイプではない。

　だが心の中では、新記録を出したスポーツ選手のようなガッツポーズだ！

　人生にはモテ期というものがあるそうだが、本日ただ今この瞬間をもって、譲はそのフェイズに突入したのかもしれない！

　愛裡が着ているのは、この街にある、なんとかというお嬢さん学校の中等部の制服だ。

　ライトブルーのブレザー。胸には赤いリボンタイ。ベージュのベストと、チェックのプリーツスカート。ピンクのワンポイントが入った白いソックス。黒のエナメル靴。

　確か、有名なデザイナーがディレクションしたブランド制服だと聞いている。

　身だしなみも髪形もきちんとしていて、見るからにお行儀のいい優等生という印象だ。

　譲にとっては、はっきり言って、超絶的にウルトラに最大級に好みのタイプだった。

　――ちなみに苦手なタイプは、巨大な剣を振りかざしてうぎゃあおおおぬおおぐわああああぁぁなどと絶叫しながら襲いかかってくる女の子である。

　こんな可愛かわいらしい女子中学生から、「おつきあいしてください」と言われるなんて！

　緊張のせいか少し滑かつ舌ぜつが悪く、「おつきあい」が「のつきあい」みたいに聞こえたが、そこがまた愛らしかった。

　……でも、返事はどうしよう？

　もちろん簡単に拒絶なんかできるわけがない。

　譲だって健康な高校一年生だ。普通に彼女がほしい。

　とはいえ――別な女の子の顔が浮かんだ。さっきから頭にちらちらしている、凶暴でやかましくて物騒なクラスメートの女子だ。

「あの……やっぱりご迷惑、でしょうか……」

　愛裡は雨の中の仔こイヌのように震えながら、涙を浮かべている。

「いやっ。ご迷惑なんてそんなことないよ！」

　全力でぶんぶん手を振った。そうだ。まずは、ちゃんとお礼を言わなければ。

「ただ、ちょっとびっくりしちゃって。――どうもありがとう。そんなふうに思ってもらえて、嬉うれしいです」

　とたん、ぱあああっ、と愛裡あいりの表情が明るくなった。

「それじゃあ、お返事はイエスなんでしょうかっ」

「うーん、ええと、まあ……」

　もうちょっとお互いによく知り合ってから、とか無難なことを言おうとして――。

　ぎくっと舌の根がこわばった。

　愛裡の制服の胸に輝いているブローチ。

　二つの白い宝石が並んでいるそれは……ハウルじゃないのか？

　身につけると身体能力や耐久力、回復力が高まる、不思議な宝石、ハウル。

　譲ゆずるが訊たずねる前に、愛裡は、はじけるような笑顔で叫んだ。

「ありがとうございますっ。起動ドライブ！」

「はぁあっ？」

　愛裡のハウルが、びかびかびかっ、と輝きを発した。

　と同時に、ブレザーの制服に、古代呪じゆ術じゆつの呪じゆ文もんのような異様な紋様が、輝きながら浮かびあがり、炸さく裂れつした白い光こう芒ぼうが、愛裡の身体からだを覆おおった。

　光が消えると――。

　愛裡は月光精霊ニンフアーの姿になっていた。

　制服の形は派手になり、色合いもより明るくカラフルに変わっている。

　そして手には、トゲつきの、大きな金属製の棍こん棒ぼう！

　昔話の鬼が持っているような、見るからに凶悪そうな武器だ。

「挑戦を受けてくださってありがとうございますっ。もし断られたらどうしようって、ずーっとどきどきしてたんです。でも、勇気を出してよかったですっ」

「ちょ、ちょっと待った。きみ、月光精霊だったの？」

「はいっ。白縫しらぬい学院中等部、二年三組、白縫学院チームのメンバーですっ」

「白縫学院チーム!?」

　真っ黒なトゲつき棍棒をかまえて、じわじわと愛裡は間合いを詰めてくる。この遊歩道は車道から一段低くなっていて、往来する車からはバトルが見えない。

「でもきみ、私とおつきあいしてください、って言ったじゃないか！」

「はいっ、言いました。私とどつきあいしてくださいって」

「どつきあい……？」

“〝のつきあい”〟と聞こえたのは、“〝おつきあい”〟じゃなく“〝どつきあい”〟だったのか。

　――絹ヶ瀬きぬがせ譲さんっ。私と、どつきあいしてください、お願いしますっ。

　なーるほど。

　って、そんなのアリか！

　愛裡あいりは、ぎゅぎゅっとしごくように、黒光りするトゲつき棍こん棒ぼうを握り直した。

「私、打撃系のバトルが得意なんです。だから、ぜひ絹ヶ瀬きぬがせさんとも、どつきあってみたいって思って。挑戦を受けてくださって、嬉うれしいですっ。てやぁあ――っ！」

　そして、鋭い踏みこみで棍棒を繰りだしてくる！

「ひええええええっ！」

　ずっしぃん！　と地面に棍棒がめりこみ、立木が震えた。反動で愛裡のスカートがまくれあがり、細い脚あしのつけ根まで見えそうになる。

「がんばれ愛裡！」

「ファイト！」

　さっきと同じ言葉で友人たちが応援している。しかしこの場合の「ファイト！」は文字通り「闘え！」という意味の声援だろう。

　愛裡が、ぶんぶん唸うなりをあげて棍棒を振り回す。中二女子とは思えない怪力だ。もちろんハウルの力でパワーアップしているのだ。

「なんで俺おれに挑戦してくるんだよ!?　今の“〝女め神がみ”〟は飛鳥あすかなんだから、“〝女神”〟の座を奪いたかったら飛鳥に挑戦しなきゃ意味ないだろ！」

　それに、バトルはアルテミス・ハウリングの期間内に行うよう定められている。まだ競技が始まっていないのに、こんなところで闘っても無意味なはずだ。

「その朝霧あさぎり飛鳥さんに言われたんです。私と闘いたければ、まず絹ヶ瀬譲ゆずるを倒せって」

「飛鳥がぁーっ？」

「あなたをやっつければ、次回のアルテミス・ハウリングで、優先的に私に挑戦させてくださるそうなんですっ！」

「うぐぐぐ……。あいつ、なんてことを……」

「そういうわけなので、あなたをどつき倒して挑戦権を手に入れます！」

「待てってば！　ハウルを着てない相手を攻撃するのは禁止のはずだろ！」

「だから絹ヶ瀬さんも、早く変身してください。あなたもハウルの力を使える月光精霊ニンフアーなんでしょう？　このままじゃ、どつきあいにならないじゃないですかっ」

「違うんだって！　俺がこないだハウルを着たのは、なんかの間違いっていうか――」

　確かに譲は、前回のアルテミス・ハウリングで、なぜかハウルの力を使うことができた。

　が、それはあの時ただ一度きりで、それ以後はそんな芸当はできずにいるのだが……。

　そんな細かい説明などできる状態ではない。棍棒をかわすのが精一杯だ。

「タイム！　水上バスのお客がこっち見てるぞ」

「えっ」

　愛裡と友人たちは、ぎょっとしたように運河の方をふりむく。

　アルテミス・ハウリングのことは一般の人々には秘密だ。バトルを見られてはいけないのだ。

「水上バス？　どこ？　どこですか？」

　実は水上バスなど通ってはいなかった。愛裡あいりがまごついている隙すきに、譲ゆずるは全速力でその場からダッシュしていた。

「あーっ、絹ヶ瀬きぬがせさん、逃げるんですか！」

「せっかく愛裡が勇気を出したのに！」

「戻ってきてくださぁい！　愛裡とどつきあってあげて！」

「ごめん、また今度！」

　ちょっと気の毒な気もするが、まともに闘ったら大おお怪け我がしてしまう。

　石垣から車道に駆けのぼり、譲は全速力でその場から逃げだした。



    

  
    
      
第一章　秘密女子寮の大陰謀



　一



「飛鳥あすかぁ――っ！」

　少しあと、羽衣はごろも学園の正門前。

　ちょうど同じタイミングで登校してきた朝霧あさぎり飛鳥を見つけ、譲は怒りの形ぎよう相そうで走り寄った。一応は人目をはばかり、校舎裏に連れていく。

「こんな所に引きずりこんで、私をどうするつもり？」

「おかしな言いかたするな！　おまえ、いったいどういうつもりだよ？」

「どういうつもりって、何が」

　飛鳥は、朝っぱらから怒鳴られたせいか、機嫌が悪い。

　今日も仏ぶつ頂ちよう面づらで不ぶ躾しつけで、不作法なほどに無ぶ愛あい想そう。

　それでもやはり、とびきりの美び貌ぼうである。

　化粧をしていないのに、輝くような白い肌。

　つややかな長い髪は、朝の陽光を反射させて天使の環わを描いている。

　冷たく冴さえ冴ざえとした瞳ひとみは、まるで月の光のようだ。

　地味めのデザインのセーラー服を着ていても、その美しさは輝くばかりだ。

　こんな超絶美少女が、ひとたび武器を手にするや、うわわどわぁぐぎゃぎゃぎゃぐぉぉなどと叫んで狂乱ファイトを繰りひろげるのだから世の中はわからない。

「挑戦したけりゃまず俺おれを倒せなんて、なんだってそんな話、広めたんだ！」

「あなたは私のコーチでしょ」

「コーチだからって！　なんでおまえの代理で闘わなきゃいけないんだよ！」

「お給料あげてるんだから、それぐらいしてくれてもいいじゃないの」

「ぐ」

　給料のことをいわれると、矛ほこ先さきが鈍にぶる。

　両親を亡くし、バイト暮らしの苦学生である譲ゆずるは、現在、飛鳥あすかから支払われるコーチ料で生活費をまかなっているのだ。

「で、でも俺はあくまでコーチであって……格闘技とか武技の、いわば家庭教師だろ。俺自身は別に、アルテミス・ハウリングに参戦してるわけじゃないんだぞ」

「少しぐらいサービスしてもいいでしょ。お金払ってるんだから」

「給料を払ってるからって、なんでもさせていいってことにはならない！」

「がたがたいうとクビにするわよ」

「ぐぐぐ」

　氷のごとく冷徹な視線。

「ちょっと来なさい。私が今どういうことになってるか、見せてあげるわ」

「どういうことって、なんだよ……」

　歩きだした飛鳥につづき、昇降口に向かった。まだ朝早いので、生徒の姿は少ない。

「話してなかったけど、このところ毎日こうなの」

　周りに人がいないのを確認し、飛鳥が、一年三組の自分の靴箱を開ける。

　とたん、ばさばさばさっ、と大量の封筒が落ちてきた。譲は目を丸くした。

「ラブレター？」

　飛鳥には、実は隠れファンが多い。少々愛想なしでもこれだけ美人なのだから、ラブレターぐらいもらっても不思議はないが……。

　にしても、この数はすごい。軽く十通はこえている。

「ラブレターなんかじゃないわ。よく見なさい」

　言われて封筒を手に取ってみる。

　果たし状。

　挑戦状。

　決闘状。

　などの文字が書いてあった。

　飛鳥あすかが一通の封筒を、しなやかな指でぴっと破り、中の便びん箋せんを読む。

「前略、朝霧あさぎり飛鳥さま。前回のアルテミス・ハウリングで優勝なさったこと、そして、正式に月光精霊ニンフアーになられたことをお祝い申しあげます。間もなく次のアルテミス・ハウリングが始まりますが、つきましては、ぜひ最初に私とバトルしてください。必ずやあなたを倒し、私が次の“〝女め神がみ”〟になってみせます……。差出人はうちの学校の二年生よ」

　この学園には、飛鳥の他ほかにも何人もの月光精霊がいて、羽衣はごろも学園チームに所属している。そのうちの一人だろう。

「こっちの手紙は三年生から。これは中等部の二年生。こっちの子は毎日手紙をくれるわ。ああ、今日はよその学校からも来てるわね」

「これ全部、おまえに挑戦したいって手紙なのか」

「そうよ。こないだ優勝してから、ずっとこの調子」

「そりゃあ……大変だな」

　飛鳥は前回の優勝者だ。したがって、次回のアルテミス・ハウリングでは、今度は飛鳥が“〝女神”〟となり、他の月光精霊たちから挑戦される立場となる。

（確かに、毎日こんな手紙が来てたら、うんざりもするだろうけど……）

　同情しかけた譲ゆずるだった、が、飛鳥は目を細め、満足そうな笑みを浮かべた。

「私も有名になったものよね。誰だれとでも闘いたい放題。女神の特権だわ」

「喜んでる!?」

「もちろんよ。強い相手との絶え間ない闘い。それが月光精霊の喜びだもの」

　挑戦状や果たし状を、嬉うれしそうに見つめる。

　女神は逃げ回るだけではなく、自分から挑戦者を募つのったり指名することもできるのだ。このあいだも、レンガ倉庫で、白縫しらぬいあげはが挑戦者を募集していた。

「絶え間ない闘いが喜びか……。俺おれには理解できないよ」

　こういう時、つくづく飛鳥と自分の気質の違いを感じる。

　譲は絹ヶ瀬きぬがせ流古武技の後継者だが、性格は母親に似て穏健だ。無用な闘いは避けられるだけ避けたいと考える方なのだ。

「できれば挑戦者全員とバトルして、次々にやっつけてやりたいところだけど」

　飛鳥の表情がわずかに翳かげった。

「……でも手当たり次第に闘ってたら、お姉ちゃんを探す時間がなくなると思うのよ」

「お姉ちゃん……朝霧竜美たつみさんか」

　朝霧竜美は、飛鳥の姉だ。謎なぞの失しつ踪そうを遂とげ、行方ゆくえがわからなくなっている。

　飛鳥がアルテミス・ハウリングに参戦するのは、その朝霧竜美を探すため、その居場所の手がかりを得るためなのだ。

「まだ、どこから手をつければいいかわからないけど、バトルばかりしてたら、お姉ちゃんを探す余裕がなくなっちゃうでしょ。だから、あなたに露つゆ払はらいをしてほしいの」

「ははあ。ボディガードみたいなもんか……」

　その時、後ろから声がした。

「おっはよう、譲ゆずる！」

　さわやかなのか軽薄なのか判別に困るハイトーン。同じ一年三組の染師町そめしまち孝介こうすけだった。

「おおっ、それに朝霧あさぎりさん？　いやあ、今日も美人だね！」

　クラスメートにへらっとこういうセリフを吐ける孝介を、譲は割と本気で尊敬している。

　だが、飛鳥あすかはたちまち表情を消した。手紙をカバンにつっこみ、返事もせずにさっさと上履きに履き替え、立ち去ってしまった。

　無ぶ愛あい想そうもきわまれりといったところだが――。

「くーっ、今日もクールだねえ、俺おれの朝霧飛鳥ちゃんは。しびれるぜ、あの冷たい態度！」

　と、孝介のように、そんな飛鳥が一部生徒に、妙にウケているのも事実ではある。

「でも譲、おまえ彼女となに話してたんだ。飛鳥ちゃんといつの間に仲良くなったんだよ」

「別に仲良くなんかなってないって。たまたま出くわして、おはようって言ってただけだ」

「それだけでもすげーだろ。彼女、一日中、誰だれっとも口きかないもんな。話しかけても、ぷいってどっか行っちゃうし、休み時間は一人で本読んでるし。彼女にあいさつなんて、そんだけでも画期的じゃね？」

「そんなことないってのに。俺も声かけたけど、無視されてただけだから」

「なんか話してるように見えたけどな……。それに手紙みたいなの持ってたような」

　まだ釈然としない様子の孝介だったが、譲は強引に話を打ち切った。

　友人に嘘うそをつくのは心苦しいが、飛鳥と自分の関係は秘密にしておかねばならないのだ。



　譲の住む街、マリナフロント55は海沿いの再開発都市である。

　昔から繊維や被服関係の産業で栄え、住人の名前にもそれらに関するものが多い。

　信じがたいことだが、現在のこの街は、アルテミス・ハウリングを行うための、言わば街の形をしたリングとして設計されたそうだ。

　たとえば街角に監視カメラがないのも、人目につかない遊歩道や公園が多いのも、バトルを人々に見られないようにという配慮らしい。

　譲たちの羽衣はごろも学園は、この街の南端、海に面した位置にある。

　教室での飛鳥は、今日も無口で無表情。

　そして、どこかはかなげな、知的で内省的な雰ふん囲い気きを身にまとっていた。

　――もっとも頭の中では、バトルや武器のことでも考えているのだろうが。

　すらりと長い首には銀色のチェーンがかかっている。

　セーラー服の胸の中に、“〝女め神がみ”〟の証あかしである月光貴石アルテミス・クリスタルを隠しているのだ。

　これを奪われたら、女神の地位から転落。ふたたび挑戦者の立場に戻ってしまう。

　純白の宝石、月光貴石。それは言わば、チャンピオンベルトのようなものだ。

　そして一週間の争奪戦を経へて、最後にこれを持っていた者が、新たな優勝者となる。

　しかしクラスメートたちは、そんな事情はもちろん知るよしもない。

「朝霧あさぎりさんって、今日もクールでステキよねー」

「はぁ……一回でいいから口きいてみてぇ」

「私、ケータイでこっそり写真撮っちゃった」

「マジ？　見せて見せて！」

　と、こういう調子である。美人は得だと、譲ゆずるはつくづく思う。

　本当はもう一人、飛鳥あすかの本性や、アルテミス・ハウリングについて知っている女子生徒がいる。が、現在その席は空いている。

　その席に座っていたのは糸村いとむら真美子まみこ。譲のおさななじみだ。

　実は白縫しらぬいメイドチームの一員でもある彼女は、ここ最近、ずっと欠席中なのだ。

　譲は、担任の針生はりゆう先生から事情を聞いている。入院中のチームリーダー、白縫あげはにつきそうので、しばらく休むと連絡があったという。

　針生先生も、真美子が白縫メイドチームの一員だったことは知らなかったそうで、話を聞いて驚いていた。真美子は自分の素す性じようを、仲間以外には完全に秘匿していたのだ。

（まさかこのクラスに、他ほかにもハウルの力を使える月光精霊ニンフアーがいたりしないよな）

　ついつい探るような目でクラスを見回してしまう譲だった。

　ただでさえ、アルテミス・ハウリングというゲームには謎なぞが多い。疑念や不審の種にはことかかない。

　ハウルの力を使える者たちが、宝玉を奪いあって闘うバトルゲーム。優秀な成績をおさめた者には、さまざまな特典が与えられるという。

　だが、誰だれがなんのためにこんなバトルゲームを開催しているのか、いまひとつ判然としない。運営委員とやらには、街の偉い人たちが就ついているらしいが。

　白縫財閥にとっては、ハウルという不思議な宝石を調べるための研究事業の一環。

　古紋こもん神社にとっては、昔からつづいている秘祭。

　羽衣はごろも学園にとっては、少々変わったクラブ活動。

　秘密にしているのは、それが昔からのしきたりだから。それに公表すれば騒ぎになるし、月光精霊の少女たちも好奇の目にさらされるかもしれないので――。

　……という建前らしいが、本当にそれだけなのだろうか。

　さらに別の謎もある。前回のアルテミス・ハウリングでは、譲自身が、なんのはずみか、ハウルの力を使って飛鳥の姉の声を聞き、その無事を確認したのだ。

　なぜ自分にそんなことができたのか、今でも不明だ。

　いったい、飛鳥あすかの姉はどこにいるのか。

　そして、譲ゆずるが持っている謎なぞの力とはいかなるものなのか。

　いまだに五ご里り霧む中ちゆうなのである。
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　放課後。譲は飛鳥の家に向かった。

　飛鳥の家は、広い庭つき三階建ての、ちょっとした大邸宅だ。両親は他界し、姉も行方ゆくえ不明なので、今は飛鳥が一人で住んでいる。

　地下には防音室になっている稽けい古こ場ばがある。庭から直接おりることができるので、譲はいつもそちらの入り口を使う。

　前回のアルテミス・ハウリングから、十日。

　譲はほぼ毎日ここに通って、飛鳥のトレーニングにつきあっている。

「遅かったわね。私はもうウォーミングアップをすませたわよ」

　稽古場に入ると、案の定、飛鳥がむっつりした顔で出迎えた。

「しょうがないだろ。今日は掃除当番だったんだから」

　走ってきたので、譲も身体からだは温まっている。カバンを置き、学校のジャージにそそくさと着替える。着替えのあいだ、飛鳥は後ろを向いている。

　稽古場は教室二つぶんほどの広さで、床には柔らかく、すべりにくいタイルが用いられている。天井は高く、地面すれすれの位置に採光用の小窓がある。

（まだ慣れないなあ……このシチュエーション）

　密閉された地下の空間に、美少女のクラスメートと二人きり。しかも相手は、自分の初恋の相手なのだ。どうもいろいろとやりにくい。

　せめてもう一人、たとえば服部はつとり千紗ちさがいてくれれば、気も楽になるのだが。

「おまえ、まだ千紗と仲直りしてないのか？」

　柔軟体操をしながら譲が訊たずねる。飛鳥はたちまち渋いお茶を飲んだような顔になった。

「またその話？」

「いいかげん電話してみろよ。あいつが手伝ってくれれば、練習の幅も広がるんだから」

「それは、わかってるけど……」

　服部千紗は、学校で唯一、飛鳥の友人と呼べる、中等部三年の後輩だ。

　ただ、千紗も月光精霊ニンフアーで、羽衣はごろも学園チームに所属している。アルテミス・ハウリングが始まれば、飛鳥とは敵味方になってしまう。

　先日、そのことに関係して、飛鳥とちょっとした行き違いがあった。千紗には悪気はなかったのだが、飛鳥あすかの不利になることをしてしまい――飛鳥は千紗ちさに裏切られたと誤解してしまったのだ。

　誤解それ自体は、もう解けている。でも飛鳥はむしろ、そんな誤解をしてしまった自分自身を恥じて、責めているらしい。

「あれから十日もたつのに一度も電話がこないし……きっとまだ、私のこと怒ってるのよ」

「千紗だってそう思ってるのかもしれないだろ。思いきって連絡してみろよ」

「うぅーん……」

　飛鳥は困ったように下を向く。壁によりかかり、爪つま先さきで床をひっかいている姿が、小さい子どもみたいだ。

（バトルの時は一直線に突っこんでいくくせに、人間関係のことになると煮え切らないんだからなあ）

　選手のメンタルケアもコーチの仕事なのだから、千紗との仲をなんとかできるならば、してやりたいとは思うのだが……。

「さ、おしゃべりはここまでだ。練習始めるか」

「うんっ」

　話題が変わってほっとしたようだ。飛鳥は表情をゆるめ、譲ゆずるのそばに走ってきた。たまにこんなふうに無防備な顔を見せるので当惑してしまう。

　向かいあって、互いに礼。これぐらいの礼儀はさすがの飛鳥もわきまえている。

「今日は、寝技と関節技を教えてくれるって約束だったわよね」

「そうだけど……やっぱり今日もそのかっこで練習するのか？」

　飛鳥はセーラー服を着ているのだ。ふだん学校で着ているのと同じデザインだが、練習用のセーラー服なのだそうである。足に履いているのも、練習用のローファーだ。

「当然よ。バトルはセーラー服姿でやるんだもの。トレーニングも同じ服装でないと意味がないじゃない。何度も説明したでしょ」

「いや、理屈はわかるんだけど」

　せめてスカートの下にスパッツか何かはいてくれればいいのに、暑いからと言って嫌がるのである。あげくの果てに、そんなことを気にするのは真剣さが足りないからだと怒り出すのだ。男性の心理や生理をまったくわかっていない。

「早く始めましょ。最初はどうすればいいの？」

「じゃ、まずあおむけに横になって」

「いいわ……こう？」

「う」

　セーラー服の美少女が、目の前で横たわり、まぶたを閉じる。

　ただそれだけで、妙に気恥ずかしく背徳的なものを感じてしまう。

　長い髪が床に広がり、胸は呼吸につれて柔らかく上下に動く。スカートの裾すそから伸びたすらりと長い脚あしがまぶしい。

「何してるの？　遠慮しないでいいわ。あなたの好きなようにしてちょうだい」

　あなたの好きなように、って。

　いや、そういう意味じゃないとわかってはいるが……なんかこう、危うい気分になってしまいそうな言い回しだ。

「えー、それじゃあ……」

　譲ゆずるはおずおずと、セーラー服の飛鳥あすかに覆おおいかぶさっていった。

　甘い女の子の香りと、制服独特の化繊の匂におい。

　もう、それだけで落ちつかなくなる。

　飛鳥は目を閉じたまま、少しおびえたように顔をそむけ、華きや奢しやな身体からだを震わせている。

「あの……あんまり乱暴にしないでね。私、初めてだから、こういうことされるの……」

　だから、そういう言い回しはやめてほしいんですが。

「ええと、それじゃまず、俺おれの方から技をかけてみるからな」

　遠慮がちに飛鳥の脚を持って、少し力を入れてみる。

「く……。あっ。い、痛い……っ」

　飛鳥が苦しげに眉まゆを寄せ、身体をよじる。



    

  
    
      



    

  
    
      「そっとやるから。……ほら、これぐらいならそんなに痛くないだろ？」

「んっ……そうね、大丈夫。もう気持ちの準備はできたから、思いきって、来て……」

　いや、だから、そういう言い回しは。

（いかんいかん、真面目まじめにやらないと）

　譲ゆずるは自分を叱しかった。実際、冗談ごとではない。この技はかなり危険なのだ。下へ手たをすると、飛鳥あすかの下半身を破壊してしまう。妙な気分になってる場合ではないのである。

「あっ……！　痛い……いやっ、痛いっ、痛いわっ！」

「まだそんなに力入れてないだろ」

「だめっ、痛いのっ。お願い、もうやめて、許して！　ああっ、ああああーっ！」

　飛鳥が苦しげに身み悶もだえ、細い身体からだを弓なりにそらせた。

「お、おい。変な声出すな。誰だれかに聞かれたら絶対にカン違いされ……」

　ばん！　と勢いよく稽けい古こ場ばの扉が開き、服部はつとり千紗ちさが現れた。見た目は小学生みたいだが、中学三年生である。今日も髪はポニーテール。半はん袖そで短パンの体操着姿だ。

「絹ヶ瀬きぬがせさん……飛鳥先輩に、何してるんですか？」

　現在、譲は抵抗する飛鳥の脚あしを無理やり押し開き、のしかかる体勢となっている。

「ちっ、ちがっ。誤解だ、誤解」

　飛鳥が目に涙を浮かべながら、すがるように千紗を見た。

「千紗……たすけて……」

　シュバッ、と鋭い光が炸さく裂れつした。千紗のハウルがドライブ状態になったのだ。

「この！　ケダモノぉぉぁあああぁぁぁ――――っ！」

　短パンはなぜかブルマーとなり、手にはおなじみのクサリガマが現れた。分銅をプロペラのように振り回しながら猛然と突進してくる。この体勢では避よけることは不可能だ。

（こないだもこんなことがあったっけなあ）

　千紗が投げた分銅の大アップを呆ぼう然ぜんと見ながら、譲はぼんやりそんなことを思った。
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　五分後。

　さんざん叩たたきのめされ、ボロ雑巾のようになった譲のそばで、飛鳥と、変身を解いた千紗が、先輩と後輩の絆きずなを確かめあっていた。

「なーんだぁ、関節技の練習だったんですか。あははははっ」

「千紗ったら、あいかわらず早とちりなんだから。ふふっ」

「でも良かったです、カン違いで。もしほんとに、飛鳥先輩が絹ヶ瀬さんにひどいことされてたら、私、本気であの人の息の根を止めてたかもしれないです」

「私、嬉うれしかったわ……。誤解とはいえ、私を助けに飛びこんできてくれて」

「あの……それじゃ、もう私のこと怒ってらっしゃらないんですか」

「怒る？　何を？」

「このあいだのことです。私、飛鳥あすか先輩を裏切ったみたいになっちゃって……」

「何を言うの！　あなたは私のために精一杯がんばってくれたんじゃない。なのに信じてあげられなくて……。あやまるのは私の方よ」

「ぐすっ、飛鳥せんぱぁい……」

「千紗ちさ……」

「おまえら、仲直りできたのは結構だけどさ」

　譲ゆずるはようやく動くようになった身体からだを、無理やり起こした。

「俺おれにもなんかひと言、お詫わびの言葉があっていいんじゃないでしょうかね」

　千紗は、飛鳥の身体に腕を回したまま、冷たい一いち瞥べつを譲に向けた。

「ま、そうですね。ほんとは私、あなたがトレーニングにかこつけて、やっぱり飛鳥先輩に悪さしようとしてたんじゃないかっていう疑念がぬぐえませんけど、でも私は大人おとなですから、内心ではちっとも悪いと思ってなくても、形だけはあやまってさしあげますから感謝してください。すいませんでしたね、絹ヶ瀬きぬがせさん」

「誠意なさすぎだろ！」

　譲の怒りを、千紗も飛鳥もスルーする。

「でも千紗、今日はどうしたの。わざわざ私にあやまるために来てくれたの？」

「あっ、はい。それもあるんですけど、実は針生はりゆう先生から伝言がありまして」

「針生先生から？」

　と、譲と飛鳥の声がそろった。針生先生は譲や飛鳥の担任で、羽衣はごろも学園チームの監督でもある。飛鳥のことを気にかけてくれている美人の体育教師だ。

「針生先生、気にしてらっしゃいます。飛鳥先輩の新しい武器、もう決まったかどうか」

　譲が飛鳥を見る。飛鳥の表情はたちまちこわばった。

「それがまだなんだ。俺は、早く別な武器を選べって急せかしてるんだけど――」

　譲の言葉をさえぎり、飛鳥が口をはさむ。

「私はお姉ちゃんが残してくれた“〝竜の爪つめ痕あと”〟しか使いたくないって言ってるの」

「でもあれは、こないだの白縫しらぬいあげはさんとのバトルで砕けちゃったんでしょう」

「うん……。だからいっそ、砕けた“〝竜の爪痕”〟で闘おうかって」

「そんなの無理だって、何度も言ってるだろ」

「その無理をなんとかするのがあなたの仕事じゃないの」

「無理な上に無理なこと言うなよ……」

　これが、現在の最大の懸案事項なのだ。

　譲ゆずるは、あまり選えり好ごのみせずにいろんな武器に慣れた方がいいと助言している。

　絹ヶ瀬きぬがせ流では、一種類の武器にこだわらない。

　弓が役立つ時には弓を、槍やりが役立つ時には槍を、場合に応じて様々に使いこなせるようトレーニングする。一芸を極めるのではなく、言わば拡張性を高めるという考え方だ。

　飛鳥あすかもその理屈はわかっているようだ。だが、それでも姉の武器にこだわりたい気持ちが強いのだろう。

　本人に迷いがあるのに、強引にこちらの考えを押しつけても、かえって悪い結果になりかねない。そもそも無む理り強じいして言うことを聞く性格でもない。

　新しい武器が決まらないうちは、技を教えることもできない。なので、この十日間は、ほとんど基礎的なトレーニングや、体力づくりに終始してきた。そして今日は、組み技、関節技の練習を試みたわけだが――結果はひどいことになってしまった。

「針生はりゆう先生も、飛鳥先輩が迷ってるんじゃないかっておっしゃってました。それで伝言なんですけど、“〝竜の爪つめ痕あと”〟は、もともと二つあったんだそうです」

「えっ？」

　と、譲は思わず声をあげた。

「“〝竜の爪痕”〟は、もとは二振りで一対の、儀式用の剣なんだそうです。大小の剣を姉妹に見立てて、もう一つの剣は“〝竜の妹”〟って呼ばれているそうです」

「それは知ってたわ。お姉ちゃんが昔使ってた剣よね。でも、今はどこにあるのか……」

「それが、実は羽衣はごろも学園にあるんだそうです」

「！」

　飛鳥が大きく目を見開いた。

「“〝竜の妹”〟は、朝霧あさぎり竜美たつみさんが羽衣学園の生徒だった頃ころ――ちょうど今の飛鳥先輩と同じ歳としぐらいの頃に使ってた剣だそうです。卒業する時、記念に残していかれて、だから今でも羽衣学園の、秘密の保管庫にあるっておっしゃってました」

「針生先生は、それを私に返してくれるって言ったの？」

「はい。ただ保管庫は、羽衣学園チームのキャプテンが管理しているから、許可を得てから使うように言われました。チームの運営はあくまで生徒の自治にまかせてるからって」

　とたんに飛鳥の表情が険けわしくなる。

「わかったわ。千紗ちさ、チームに連絡して。朝霧飛鳥が、剣を返してもらいにいくって」

「はいっ」

　千紗が携帯電話を出した。もう飛鳥と千紗のあいだに、ギクシャクした雰ふん囲い気きはない。

（さすが針生先生）

　譲は感心した。たぶん針生先生も、飛鳥と千紗の仲がこじれていることに気づいていたのだ。それで仲直りのきっかけにと、千紗に“〝竜の妹”〟のことを言こと伝づてたに違いない。

（これで、千紗ちさが練習に加わってくれたらありがたいんだけど）

　しかしこちらの件も、チームのキャプテンの許可を得なければならないだろう。

　白縫しらぬい財閥メイドチームのリーダーは、華麗なあでやかさを誇る、白縫あげは。

　古紋こもん神社チームのリーダーは、清せい楚そで優しげな、古紋夕鶴ゆうづる。

　どちらも大人おとなびた雰ふん囲い気きを持つ、一団の長にふさわしい人物だった。

　羽衣はごろも学園チームのリーダーは、どんな人物なのだろう。

　これまで見聞きしてきた限りでは、飛鳥あすかと羽衣学園チームの関係は、あまり良好ではなさそうだったが……。
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「ダメったらダメぇーっ！」

　ダダをこねるように叫んだのは、羽衣学園チームのキャプテン、高等部三年の猫手毬ねこてまり珠緒たまおだ。珍しい苗みよう字じだが、本名だそうである。

「絶対、ぜぇったい、ダメってゆったらダメ！　“〝竜の妹”〟は、朝霧あさぎり竜美たつみ先輩が私たちに残してってくれた剣なんだから。たとえ妹の頼みでも、返すわけにはいかないのっ」

　長いテーブルのこちら側から、飛鳥が反論する。

「でも、今は誰だれも使っていないんでしょ。返せって言う権利はあると思うけど」

　上級生に対してタメ口だ。もう少し下した手てに出ればいいのにと、隣で譲ゆずるは気をもんでいる。

「なんて言われても、ダメなものはダメ！　あの剣は、私たちのなの！」

　キャプテンの猫手毬珠緒は、他ほかのチームのリーダーとはかなりイメージが違っていた。

（幼女……？）

　と、三年の先輩に対して失礼ながら、それが第一印象だった。

　中三の千紗も相当に子ども体型だが、それよりもっと小柄である。跳ねたくせっ毛がネコの耳みたいな形をして、口もとにはキバのような八や重え歯ばがのぞいている。

（ほんとにこの人が羽衣学園チームのキャプテンなのか？）

　ここは羽衣学園の広大な敷地のはずれ。木こ立だちの奥にたたずむ第二女子寮、通称、月光寮。

　この寮は、羽衣学園に在籍している月光精霊ニンフアーたちの合宿所である。もちろん一般の生徒たちには秘密だが。

　会議室には、猫手毬珠緒の他にも、チームの主だった上級生たちが集まって席についている。でも、さっきから飛鳥と言いあっているのは猫手毬珠緒だけで、他の先輩たちは、どこか面白いものを見るような顔で静観の構えだ。

　譲の横で、千紗もハラハラしているようだ。剣の返却も大事だが、千紗が飛鳥とトレーニングする許可も大事なのだ。話がこじれたら、許可はもらえないだろう。

　なお、猫手毬ねこてまり珠緒たまおキャプテンは、自称「総長」だそうである。せっかくキャプテンに選ばれたのに、仲間たちがあいかわらず「タマちゃん」とか「タマ、タマ」と呼ぶので頭にきて「これからは私を総長って呼ぶこと！」と、ある日宣言した――と、ここにくる途中、千紗ちさが教えてくれた。彼女にとっては「キャプテン」より「総長」の方が偉そうな名前であるらしい。

「だいたい、飛鳥あすかちゃんだってこのガッコの生徒のくせに、うちのチームにも入らないで一人で闘おうっていうのが気に食わないのよ！」

　猫手毬珠緒は、椅い子す代わりに使っている赤いゴムボールの上で、ぼよんぼよんと小さな身体からだを跳ねさせている。これはバランスボールとかＧボールなどといわれるトレーニング用品だが、羽衣はごろも学園チームにおいては、珠緒総長が愛用しているボールなので、通称タマボールと呼ばれている――と、これも千紗に教えてもらった。

「それに、そっちのキミ！　絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるくん！」

「え？　俺おれですか？」

「キミもハウルが使えるんでしょ？　だったらうちのチームに入んなさいよ。男の子の月光精霊ニンフアーは希少価値があるんだから、参加してくれたら優遇するよ」

「いや、だから、あの時ハウルを使えたのは何かのハプニングで……」

　譲が言い終える前に、飛鳥が猛然と反はん駁ばくした。



    

  
    
      



    

  
    
      「だめよっ。この人は私がお金払って使ってるんだから」

　確かにそうなんだが、ちょっと傷つく言い方だった。

「絹ヶ瀬きぬがせ流の技を渡したくないってわけ？　飛鳥あすかちゃんて、可愛かわいい顔してけっこう独占欲が強いんだ」

「その飛鳥ちゃんて呼び方、やめてもらえないかしら」

　テーブルをはさんでにらみ合い。負けん気の強さではどっこいどっこいのようだ。

　どうなることかと思っていると、突如、珠緒たまお総長が、猫なで声になった。

「じゃーさぁ、次のアルテミス・ハウリングの結果で決めない？」

「どういうことかしら」

　飛鳥が警戒的に眉まゆをひそめる。

「今度のアルテミス・ハウリングで、飛鳥ちゃんが優勝すれば、ごほうびに“〝竜の妹”〟を返したげる。でも！　私たちが優勝したら、飛鳥ちゃんと譲ゆずるくんは、一緒にうちに入るの。どう？」

「おもしろいわね」

　と反応したのは、珠緒総長の隣に座っていた、メガネの三年女子だ。最初の自己紹介で、副キャプテンの綱島つなしま沙也香さやかと名乗っていた。理知的でクールな雰ふん囲い気きのお姉さんである。

「このまま話していても平行線だし、いいアイデアだと思うわ。月光精霊ニンフアーなら月光精霊らしく、バトルで決着をつけるべきよ」

「…………」

　飛鳥は即答しない。何か裏があるのではと疑っているのだろう。

　綱島沙也香が、指先でくいっとメガネの位置を直し、つづけた。

「条件が不足？　それならもう一つ。保管庫に残されている記録を閲覧させてあげるわ。あなたのお姉さんがこのチームにいた頃ころの記録よ」

　飛鳥が、はっと息をのんだ。

「朝霧あさぎりさんはお姉さんの居場所を探しているんでしょう。記録を見れば、手がかりが見つかるかも知れないわよ」

「やるわ！」

　飛鳥は勢いよく立ちあがった。

「その勝負、乗る！　ただし、私が優勝したあとで、やっぱりなかったことにしてくれ、なんてのはごめんよ。きちんと約束は守ってもらうからね」

　ぼよん、と赤いタマボールを弾ませ、猫手毬ねこてまり珠緒も立った。

「同じセリフをそっくりお返しするよ。私たちが優勝したら、飛鳥ちゃんをカバン持ちにしてあげる。私、あなたみたいな生意気っ子を見ると、懲こらしめてあげたくなっちゃうの」

「決まりね。みんなもそれでいいわね？」

　綱島つなしま沙也香さやかの声に、他ほかの上級生たちからも同意の声が返ってきた。

「ちなみに、どっちも優勝できなかったら……」

　と譲ゆずるが口をはさむ。

「そんなことあるわけないでしょっ！」

　と、飛鳥あすかと珠緒たまお総長に同時に怒鳴られた。譲は首をすくめた。



「ちょっと軽率だったんじゃないか？　高校時代の記録を見ても、竜美たつみさんの居場所がわかるとは限らないだろ」

　寮からの帰り道。長い石段を下りながら、譲が飛鳥に訊たずねる。

「ダメでもともとよ。この際、ヒントになりそうなことにはぶつかってみなくちゃ」

「負けたらチームに入れられちゃうんだぞ。俺おれも一緒に」

「優勝すれば問題ないわ。それに、あのキャプテンを見返してやるいい機会よ」

「仲悪いのか、さっきのぼよんぼよんやってた人と」

「チームに入れって、前からうるさかったのよ。正式な月光精霊ニンフアーでなくても、見習いの立場で参加させてやるからって。冗談じゃないわ。あんな人たちに先輩風吹かされて寮暮らしなんて、絶対にごめんよ」

「チームに入って仲間と切せつ磋さ琢たく磨まするのも、悪いことじゃないと思うけどな……」

「あなた私のコーチでしょ？　コーチならコーチらしく、私の言葉には絶対服従しなさい」

「いやいや、それってコーチらしくないだろ」

「だいたい二人でチームに入ったら、あなた失業しちゃうのよ。チーム内でお金払って個人教授なんて許されるはずないんだから。あなた、お給料もらえなくなってもいいの？」

「それは困る」

　即答した。年中お金のことばかり考えているのも、我ながらどうかとは思うが、現実問題として生活の術すべを失うわけにはいかない。

　それに、あの珠緒総長の下についたら、何かと苦労しそうな気がする。カバン持ちさせるとか言ってたし。

「でもまいったな……。これじゃ、千紗ちさに練習を手伝ってもらうなんて無理だぞ、きっと」

「あの子、まさか先輩たちに怒られたりしてないわよね……」

　飛鳥が、千紗を残してきた寮を、心配そうに振りかえる。

　譲もそれが気になっていた。飛鳥や譲に肩入れしたために、チーム内で千紗の立場が悪くなったりはしないだろうか。
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　こちらは会議室に居残った千紗ちさである。

「いいわよ、千紗。飛鳥あすかちゃんのトレーニングに協力したげなさい」

　珠緒たまお総長の言葉に、千紗はつい、ええっ？　と声をあげてしまった。

　意外そうな表情は、他ほかの先輩たちも同じだった。綱島つなしま沙也香さやかが感心したように、珠緒のくせっ毛を撫なでる。

「へえー、ずいぶん寛大じゃない。あんたも大人おとなになってきたわね、タマ」

「ふっふっふ。甘いわよ、沙也香。私にはもっとスゴいシンボーエンリョがあるの」

　珠緒総長はぼよんぼよんに飽きたらしく、今はタマボールをお尻しりでぐりぐりこね回す、腰の回転運動に移行していた。

「千紗、あんたに秘密の任務を与えるわ！　譲ゆずるくんを味方につけなさい。私たちに協力するよう、ねぎゃぇりゃ……にぇがえにゃ……」

　舌の回らない珠緒総長の代わりに、綱島沙也香が言葉を引き取る。

「寝返らせるのね」

「そう、それっ！」

　なぜか偉そうに、綱島沙也香にびしっと指を突きつける。

　他の先輩たちも納得顔だ。

「なーるほど、そういう狙ねらいだったんだ」

「確かに、コーチ役の絹ヶ瀬きぬがせくんを味方にしちゃえば、話は簡単だもんね」

　しかし、命令された千紗は戸惑うばかりだった。

「で、でも、そんな、寝返らせるなんて、どうすれば」

「大丈夫。総長である私が、すっばらしい作戦をさずけてあげる」

　珠緒総長は、タマボールをお尻でぐりぐりやりながら自信満々の態度だ。

「千紗、三国志って知ってる？」

「……は？」

　千紗だけでなく、その場にいた全員、一斉に目が点になった。

「三国志に、呂布りよふっていうキャラが出てくるの。すっごく強い豪ごう傑けつだったんだけど、貂蝉ちようせんっていう美少女にたぶらかされて、主君に反抗して破滅したのよ」

　得々と語る珠緒総長の横で、他の面々がこんなひそひそ話を交わす。

「……どうしちゃったの、タマってば。急にあんなこと言いだして」

「こないだ後輩の子にＤＶＤ借りて、人形劇の三国志見たんだって」

「あー、前にテレビでやってたやつ」

「それでハマッちゃったわけか。あれ面白かったもんね」

　珠緒たまお総長は気にせず、どんっ、と小ちっちゃな拳こぶしでテーブルを叩たたいた。

「つまり！　どんな英雄豪ごう傑けつも色香には弱い！　たとえ絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるくんが古武道の後継者でも、女の子に言い寄られたらクラッてなっちゃうはずよ。千紗ちさ、絹ヶ瀬譲くんを誘惑して、こっちの味方につけちゃいなさい！」

「ゆうわく！」

　千紗のポニーテールがぴょこんと跳ねた。

「そう！　いつかマンガで読んだけど、戦国時代とかには、くのいちがよくこういう手を使って敵を内部分裂させたそうよ。――ほら、昔、服部はつとり半蔵はんぞうって有名な忍者がいたでしょ。千紗の苗みよう字じも服部なんだから、きっと女忍者の才能があるはずよ」

「わかりやすい発想ね。あんたらしいわ」

　と綱島つなしま沙也香さやかはあくまでクールだ。

「これは総長命令！　千紗、絹ヶ瀬譲くんに甘い罠わなをかけるのよ！」

　珠緒総長は反論を許さない口く調ちようでそう告げた。



「あぅぅぅぅ、どうしよう……」

　少しのち。寮の談話室で、千紗はポニーテールの頭を抱えて苦悩していた。

　男性を誘惑するなんて、どうすればいいかわからない。しかも相手は、あの憎にくたらしい絹ヶ瀬譲である。

　いや、絹ヶ瀬譲のことなんか、この際どうでもいい。それよりも、今度こそ本当に飛鳥あすかを裏切る立場になってしまうのがつらい。

「せっかく飛鳥先輩と仲直りできたのに……」

　途方に暮れる千紗の周りを、仲間や先輩たちが囲んでいる。

「えらいことになっちゃったねー。災難ね、千紗」

「ま、これも何かの経験と思って、思いきってチャレンジしてみたら？」

　千紗は、困りきった顔で先輩たちを見回した。

「でも、絹ヶ瀬さんを誘惑なんて、どうしたらいいか……」

　体操着の肩を、先輩たちが元気づけるようにポンポン叩く。

「だーいじょうぶ大丈夫。私たちが力を貸したげるからさ」

「参考資料持ってきたよ。ほら、千紗。これ見て勉強しなさいよ」

　どさり、と置かれたのは、寮内で回し読みされているレディースコミックの数々だった。千紗もたまに先輩が読んでいるのを横からのぞいている。

　レディコミにもいろいろあり、さわやかな話、ほのぼのした話も多いのだが、ここに積まれているのはそういう傾向の作品ではなかった。タイトルをあげてみると、「Ｔｏｋｙｏマンイーター・クイーン」「女子アナ魔性伝説」「ごめんあそばせ略奪愛」「六本木巌がん窟くつレディ」「魔少女・美少女・毒少女」などといったものばかりであった。

「ほら千紗ちさ。これなんか参考になるんじゃない。内気でいじめられっ子だった女の子が、売れっ子キャバ嬢との出会いをきっかけに、男を翻ほん弄ろうする悪女の才能に目覚めていくって話。脇わき役やく同士の駆け引きや闘いがまた熱くてね」

「こっちもいいよー。大企業の陰謀で婚約者を殺された女性が、復ふく讐しゆうのために華麗にイメチェンして、大金持ちの男どもを踏み台に、権力の牙が城じように近づいてくの」

「これとかどう？　欲望型と天然型と怨おん念ねん型、それぞれ性格の違う三人姉妹が、男たちの欲や野心につけこんで悪の限りを尽くすパターン。各話完結だからさらっと読めるし」

「やっぱり大人おとなの女性向けのマンガって、設定がすごくリアルだよねー」

「どれも最終的には、真実の愛を手に入れてハッピーエンドになるんだけどね」

　指先でつまむようにして恐る恐るページをめくっていた千紗は、あまりに濃厚な描写に頭がくらくらしてきた。

「でも、私にこんなことできるんでしょうか。男の人に、こんな、こんな……うわぁ、こんなことまで……」

「まあまあ、別にホントにこういうことしろって命令されたわけじゃないんでしょ」

「もし向こうが本気になっても、ハウルを着てやっつけちゃえばいいんだしさ」

「がんばりなよ、千紗。これも朝霧あさぎりさんのためなんだから」

「千紗も前から言ってたじゃない。朝霧さんはうちのチームに入った方がいいって」

「はっ、確かに！」

　それこそ千紗の願いなのだ。飛鳥あすかと同じチームで、力を合わせて仲良く闘うことが。

　自分の願望だけでなく、このチームに入るのは、飛鳥にとって絶対によいことだと思う。

　仲間になれば、きっと飛鳥もチームのみんなとうちとけることができる。

　あんなに強くて、あんなに優しくて、あんなにきれいなのに、いつも独りぼっちの飛鳥を見ていると、千紗は時々、かわいそうでたまらなくなるのだ。

　おせっかいかもしれないが、飛鳥がどんなにすてきな人かということを、チームのみんなにも知ってもらいたい。

「優勝して、朝霧飛鳥ちゃんをチームに引っぱりこもうよ、千紗」

「そのためにも、まずは絹ヶ瀬きぬがせくんをあんたの魅力でメロメロにしちゃおう！」

「わかりました。私、やりますっ！」

　ぎゅっと拳こぶしを固め、千紗は闘志の炎を瞳ひとみに宿した。



    

  
    
      
第二章　誘惑ポニーテール娘とびしょびしょ美少女巫み女こ
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　翌日の放課後。飛鳥あすかの家にやってきた千紗ちさは、元気一杯、こう宣言した。

「チームの許可を得てきました！　今日から飛鳥先輩のトレーニングに協力します！」

　なぜか、妙に気合が入りまくってハイテンションだ。譲ゆずるは意外だった。

「よく許してもらえたなあ。昨日の様子じゃ絶対に無理だと思ってたのに」

「羽衣はごろも学園チームの懐ふところの深さを甘く見てはいけませんよ。これも勉強だからしっかり練習を見てくるように、って言われました」

「ははあ、敵情視察してこいってわけね。それなら話がわかるわ」

　と、今日もセーラー服姿の飛鳥が、薄い笑みを浮かべて納得する。

「そんなとこです。申し訳ないですけど、ここでの練習の様子は、チームに報告するように言われています。許していただけますか？」

　心配そうに訊たずねる千紗だが、飛鳥は余裕ありげにうなずいた。

「気にすることないわ。こっちは女め神がみなんだから、それくらいのハンデはあげないとね。千紗、なんでも先輩たちの言う通りにしていいわよ」

「そう言っていただけてほっとしました。ふっふっふ、絹ヶ瀬きぬがせさん、覚悟してくださいよ」

「なんで俺おれが覚悟するんだ？」

「いずれわかります。楽しみにしていてください。くくくくく……」

　譲はなにがなんだかわからなかった。が、とにかく三人で練習できるのはありがたい。

「それじゃ、メンバーもそろったことだし」

　セーラー服の腰に両手を当て、飛鳥が譲と千紗に目を向ける。

「ここに、次のアルテミス・ハウリングに向けて、強化合宿の開始を宣言するわ！」

「ずいぶん気合入ってるな」

「何よ、まさか不満なの？」

「いや、いい考えだと思う」

　と言うより、譲は嬉うれしかった。なにも可愛かわいい女の子二人と共同生活ができるからではない（それもちょっとあるが）。

　あれだけ人間不信で、他人に心を開かなかった飛鳥が、こうして他ほかの者を自宅に泊めようとするのは、おそらくよい変化なのだろう。

「次のアルテミス・ハウリングまでは、たぶん、あと一週間ぐらいしかないわ」

　飛鳥が自分のハウルを見る。今はペンダント状態で首から下げている。

「私のハウルの輝き具合から見て、そう思うの。千紗ちさ、あなたのハウルはどう？」

「私もそれぐらいだと思います。私のハウルも光が強くなってますから」

　ハウルの輝きが強まると、アルテミス・ハウリング開始が近いという兆候だそうだ。

　そしてある時、ハウルが光り、それが競技開始の合図になるという。

「まずは武器だけど、“〝竜の妹”〟を手に入れるまで、これを使ってみるつもり」

　飛鳥あすかは置いてあったケースから、長く異様な形の剣を取り出した。

　銀色に輝く西洋風の、両もろ刃はの長剣だ。長さは二メートル弱。特徴的なのは、刃がぎざぎざであることだ。鞘さやはなく、事故防止用の透明なガードがはめてある。

「フランベルジュか……」

　譲ゆずるは、父親に教えられた知識を思い起こした。

　フランベルジュ。それがこの剣の名前である。

　フランス語で「炎のような形」という意味だったはずだ。

　飛鳥が以前使っていた“〝竜の爪つめ痕あと”〟は、刀身が幅広だったが、こちらは細身の剣である。

　千紗は目をキラキラさせている。

「すごくきれいな剣ですね……。飛鳥先輩のものなんですか？」

「お姉ちゃんの武器コレクションの中にあったのよ。“〝竜の爪痕”〟より軽くて頼りないけど、長さは似てるから使いやすいかなって思って」

「おまえ、ほんとにでかい武器が好きなんだな」

　だが、確かに悪くない選択かもしれない。本人にとってしっくりくるのが何よりだ。

（しかし、朝霧あさぎり竜美たつみさんって、ずいぶんマニアックな武器コレクターだったんだなあ……）

　飛鳥が見せてくれないので全ぜん貌ぼうはわからないが、他ほかにもずいぶんいろんな武器が、この屋敷には貯蔵されているらしい。

「じゃあ、さっそく練習を始めるか。まずは、その剣に慣れるために素す振ぶりから……」

「うんぎゃおぁぁぁああああぁぁぁあああどぅおあおおあああぐあああああっ！」

「うわあっ！」

　いきなり飛鳥が髪をなびかせ、譲に襲いかかってきた。とっさにかわして、壁にかかっていた木刀を取って対たい峙じする。

「何するんだよ！」

「稽けい古こは実戦あるのみ！　千紗、あなたも私にかかってきて！」

「は、はいっ。ハウルを着なくていいですか？」

「ハウルを着て闘ったら家が壊れちゃうでしょ。そのままでいいわ」

「わかりましたっ」

「ちょい待ち。飛鳥、おまえ、二対一で稽古する気か？」

「女め神がみは、一度にもっと大勢を相手にしなきゃいけない時もあるのよ！　二対一なんて遊びみたいなもんだわ！」

「いやでも、なにごともまず基礎をきっちりと……」

「ぐわぁぁぁぁおおおぁぁぁぁぁぁぁぬぁぁああああああうがうがうがうがうがあっ！」

　このところ武器を使った練習ができなかったため、欲求不満が溜たまっていたらしい。まずは鬱うつ憤ぷんを吐き出させてやらないと、これは止めても止まりそうにない。

「よし、相手してやる。来い！」

　千紗ちさも木刀を取った。

「よろしくお願いします、飛鳥あすか先輩！」

「うがぁああああありゃああああどぅあああどわわわわわわぬがああああああ！」



　練習はほとんど休憩なしで、夜八時までつづいた。

　飛鳥と千紗はプロテクターをつけての打ち合いだった。が、譲ゆずるは、サイズに合う防具がなかったため、素す面めんだった。危なっかしいことこの上ない。

　ハウルを着ていない状態では、真剣を用いるわけにはいかない。譲と千紗は木刀で、飛鳥のフランベルジュには透明なガードをつけたままで練習をした。ガードなしでは、すぐ刃こぼれしてしまったことだろう。

　練習が終わると、譲は稽けい古こ場ばのシャワーを借りて汗を流し、さっぱりしたところで食堂に上がった。家の中は夜の校舎のように、むやみと広く、がらんとしていた。

（こんな広い家に、こいつ、一人っきりで暮らしてるのか……）

　一人暮らしということでは譲も同じだが、祖父母の家には妹がいるし、電話で話すこともできる。たまには染師町そめしまち孝介こうすけの家で、食事をごちそうになることもある。

　しかし飛鳥は、お姉さんが行方ゆくえ不明になってから、ずっとここで一人だったのだ。

　時間が遅いので食事はデリバリーのカレーを注文した。キッチンはよく掃除されていた。飛鳥が自分でやっているのだろう。

（やっぱり、千紗を仲間に入れてよかったみたいだ）

　楽しそうにしゃべる千紗と、穏やかな表情でそれに受け答えしている飛鳥を見ながら、譲はそう思った。こんな飛鳥の顔を見るのは久しぶりだ。

　正直、千紗を通じて、こちらの練習の様子が羽衣はごろも学園チームに知られるのは痛い。

　飛鳥は気にしていないようだが、情報を敵方に渡さないことは闘いの基本だ。

　でもきっと、そんな目先のことより、もっと大事な何かを、飛鳥はこの合宿で得ることができるだろう。

　会話の切れ目を待って、千紗に訊たずねてみる。

「羽衣学園チームのエースって誰だれなんだ。誰が飛鳥に挑戦してくると思う？」

「やっぱり総長だと思います。私が一番強いって、いつも自分でおっしゃってますから」

　飛鳥あすかがつけくわえる。

「あの人、棒術を使うそうよ。自分で言うほど強いかどうかは知らないけど」

「ははあ、棒術か……」

　如によ意い棒ぼうを振り回す孫そん悟ご空くうのイメージが浮かんだ。孫悟空はサルで、猫手毬ねこてまり珠緒たまお総長はネコだが。いや、人間だが。

「でも、できればアルテミス・ハウリングの期間中に、私も飛鳥先輩と一度お手合わせしてみたいです」

「そうね。その時はお互いに全力で最高のバトルをしましょう。約束よ」

「はいっ。よろしくおねがいしますっ」

　それを聞いて、譲ゆずるは内心でつぶやいた。

（ほんとは、飛鳥のフランベルジュに対しては、千紗ちさのクサリガマみたいな武器が強敵になりそうなんだけど……）

　だが、うかつにそんなことを言うわけにはいかない。口にすれば、それはそのまま羽衣はごろも学園チームに伝わってしまうのだから。

　いざとなれば、バトルの最中にアドバイスして、局面を打開できるとは思うが……。



　深夜。

　千紗は、床に敷かれた布団をそっと抜け出した。いよいよ誘惑作戦の開始である。

　隣のベッドでは、飛鳥が寝息をたてている。

（ごめんなさい、飛鳥先輩。これも飛鳥先輩のためなんです）

　心の中であやまった。そもそも千紗は嘘うそや隠しごとは苦手なのだ。

　それに、飛鳥にチームに入ってもらいたいと思う反面、飛鳥の優勝に協力したい気持ちも本当だ。なかなかアンビバレントな心境である。

　いずれにせよ、チームにおいて総長の命令は絶対だ。したがわないわけにはいかない。

　荷物を入れたバッグを手に廊下に出た。先輩たちが作ってくれた行動計画書を見る。「絹ヶ瀬きぬがせ譲くんいけないユーワク大作戦　Ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｂｙ羽衣学園チーム」と、すごくわかりやすいタイトルが、カラフルな飾り文字の書体で書かれている。

（まずは露出度の高い服を着ること、か……）

　レディコミのヒロインたちは、確かにみんな腕や脚あしの出ている服を着て、男性を誘っていた。ノースリーブのドレスとか、横にスリットの入ったスカートとか。

（体操着でいいよね）

　腕や脚が出ることにかけては、体操着も負けていない。それにバトルと同じで、やはりふだんから着慣れた服装が一番だと思う。たぶん。

　パジャマを脱いで、体操着に着替える。窓に顔を映してポニーテールを結う。

　よし、ばっちり。

　計画書には、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるを籠ろう絡らくするためのセリフも記されている。千紗ちさにはややわかりにくい部分もあるのだが、レディコミの会話シーンを先輩たちが再構成してくれたものだ。男性の同情を誘い、野望を煽あおる、魔性の言葉の数々だという。

　セリフを確認し、千紗は忍び足で階段を下り始めた。



　稽けい古こ場ばで寝ていた譲は、忍び寄る何者かの気配に、はっと目を覚ました。

　武技や格闘技の稽古を長いあいだつづけていると、敵の存在に敏感になる。

　特に譲の場合、かつて絹ヶ瀬流と他流派のごたごたを経験し、いつどこで誰だれに襲われるかわからない生活を一時期送っていた。夜討ちや闇やみ討うちには鋭敏になっている。

（まさか、泥棒か？）

　闇の中で神経を研とぎ澄すませる。――が、階段を下りてくる足音が軽い。大人おとなの男ではなさそうだ。飛鳥あすかでもないだろう。

（てことは、千紗か……）

　夜中になんの用だろう。それにあれは、こちらに気配を悟られまいとしている歩き方だ。

（さては、寝こみを襲いに来たな）

　千紗は譲に反感を抱いている。きっと、闇に乗じて襲撃をかけるつもりなのだろう。

（少し懲こらしめてやるか……）

　寝ているふりをする。絹ヶ瀬流タヌキ寝入りのコツは、深く、ゆっくりとした鼻呼吸だ。

　やがて、カラカラ……と小さな音をたてて、稽古場の戸が開いた。

　ポニーテールの人影。やっぱり千紗だ。抜き足、差し足、忍び足で近づいてくる。

　じゅうぶんに引きつけたところで――。

「こらーっ！」

「きゃあっ！」

　いきなり大声を出して飛び起きた。千紗は悲鳴をあげて尻しり餅もちをついた。

　譲は立ちあがり、電気をつけた。稽古場が、ぱっと明るくなる。

「びっくりするじゃないですかー！」

　体操着を着た千紗が、正座を崩した、いわゆるぺったん座りで抗議する。

「はっはっはあ。そう簡単にやられると思ったか？　つまんないこと考えないで、さっさと寝ろよ」

「つまんないこととはなんですか。私は大事な用があってうかがったんです」

「おまえ、俺おれの寝首を掻かきに来たんじゃないの？」

「もちろんです。絹ヶ瀬さん、私のこの服装を見て、何か感じませんか」

「うーん……。いつもと同じ体操着だなあと」

「ちゃんとよく見てください。腕とか脚あしとかが出てるんですよ」

「そりゃそういう服装なんだから」

「もういいです、次にいきます。絹ヶ瀬きぬがせさん、折り入ってお話があるんですが」

　千紗ちさは、床の上にきちんと座り直した。

「なんだよ、あらたまって」

　つられて譲ゆずるも居住まいを正す。

「えっとですね。実は私、暗い過去がありまして」

　あっけらかんと、いきなり何を言いだすのか、この娘むすめは。

「悪夢のようなまがまがしい少女時代に、いまだに呪じゆ縛ばくされてるんですよ」

「おまえ、今が少女時代じゃないか」

「ああ……思い返せば昔はよく、おまえは不幸が似合う女だと言われたものでした」

「誰だれに？」

「十七歳の頃ころ、初めて愛した男性にです」

「だから！　おまえ今、中三だろ？」

「その人は、二十代で芸能界に君臨するイケメンの辣らつ腕わんプロデューサーだったんですが、製作した３Ｄ映画が大コケして身を持ち崩し、私を品川しながわ宿しゆくの色街に売り飛ばして、パリの暗黒街へ雲隠れしてしまいました」

「時代背景がよくわからない……」

「あわれ遊ゆう女じよとなった私は、心の空白を埋めようと、誰にでもすぐ身体からだを開く女になってしまったのです。無数の男たちが私の肉体を通りすぎていきました」

「おまえ、それ意味わかってしゃべってる？」

「どうです。あまりに悲劇的な過去に同情したくなったでしょう」

「そんな得意満面の笑顔で言われても」

「冷たい人ですね。ま、いいです、次にいきます。さて、そういう男性遍歴のおかげで、私は政財界にさまざまなツテができました。そこでですね。むっふっふっふ、絹ヶ瀬さん」

「急にキャラが変わったな」

「むふ、むふ、むははははははははは」

「お、強引に押し通す気か」

「私と取引しませんか。二人で力を合わせて、一大犯罪帝国を築きあげるんです」

「なにその超展開」

「あなたが相続した莫ばく大だいな資産と、この私の知恵と人脈。二人が力を合わせれば、世界をこの手に握ることができますよ」

「資産って、俺おれはアパート暮らしのビンボー学生だぞ」

「悪党と悪女が織りなす暗黒のロマンの開幕です。さあ！　二人で華麗に地獄のワルツを踊りましょう。この世界にまばゆいばかりの毒の花を咲かせるんです。でも最終的には真実の愛を見いだしてハッピーエンドです」

「わかった。おまえ、さては寝ぼけてるな」

「違います！　さっきからノリが悪いですね。あなたは女に恥をかかせるつもりですか！」

「俺おれ、なんか悪いことしたの!?」

「人にはやっていいことと、やってもやらなくてもいいことがあるんですよ」

「すごいアバウトな倫理観だな……。ちょっとうらやましいくらいに」

「珠緒たまお総長の座右の銘だそうです」

「ははあ……」

　一回しか会っていないが、確かにあの人ならそういうことを言いそうな気がする。

「あなたたち、こんな時間に何してるの？」

　パールホワイトのパジャマを着た飛鳥あすかが戸口に現れた。話し声で目がさめたのだろう。

「ああ、ちょうどいいとこにきた。こいつ変な夢見て、まだ半分寝てるみたいなんだ。部屋に連れて帰ってやってくれ」

「そういうわけじゃないんですけど……」

　千紗ちさが困ったような顔になる。

「いらっしゃい、千紗。おじゃましたわね、絹ヶ瀬きぬがせくん」

「ああ、おやすみ」

　千紗はまだ何か言いたそうだったが、おとなしく飛鳥に手を引かれて出ていった。

　譲ゆずるはほっと息をつくと、電気を消してあらためて布団にもぐりこんだ。



　二



　翌朝。マリナフロント55の西のはずれにある、ここは古紋こもん神社。

　古紋神社チームのエースにして巫み女こたちの長おさ、古紋夕鶴ゆうづるは、青畳の香りがかぐわしい広い自室で、緊張と不安に震えていた。

「教えてちょうだい。結果はどうだったの？」

「はい、それが……」

　お付きの巫女が、言いにくそうに目を伏せる。

　それだけで不吉な予感が的中したことを、夕鶴はさとった。

　事実を知らされるのが恐ろしい。

　できれば耳に入れたくない。

（いいえ、だめよ、夕鶴）

　自分をたしなめ、きゅっと唇をかむ。

（目を背そむけてはいけないわ。私は古紋こもん神社の長おさ巫み女こ。どんな苦い真実だろうと、しっかり向きあわなくては）

　夕鶴ゆうづるはお付きの巫女に笑顔を向けた。

「いいのよ、本当のことを教えて」

「わかりました。ご立派です、夕鶴さま」

　お付きの巫女は、痛ましさと同情の混ざったまなざしで夕鶴を見あげた。

「それでは申しあげます。――一センチ五ミリ、大きくなっておられます」

　その手には、たった今夕鶴の胸囲を測ったメジャーがある。

「一センチ五ミリ！」

　夕鶴は貧血を起こしそうになった。お付きの巫女が慌あわててささえる。

「お気を確かに、夕鶴さま！」

「あ、ありがとう。ごめんなさい。覚悟していたつもりだったのだけれど……」

　青ざめた顔で微笑をとりつくろい、乱れかけた襦じゆ袢ばんの胸を押さえる。一センチ五ミリ大きくなったバストが揺れている。

「ウエストとヒップは……」

「ウエストは前のままです。でも、お尻しりも三ミリほど大きく……」

「…………！」

「あの。私などがこのようなことを申しあげるのは僭せん越えつですが、本当にそんなに気になさらなくてもよいかと。仲間の巫女たちも、夕鶴さまはスタイルがよくてうらやましいって言っておりますし」

「ありがとう……。その言葉で元気が出たわ」

　笑顔を向けると、お付きの巫女は顔を輝かせた。実際は全然元気など出ていないのだが。

　ふすまが開き、別の巫女が声をかけた。

「夕鶴さま、朝あさ餉げのご用意ができております」

「今行くわ。どうもありがとう」

　夕鶴は着衣を整えると、姿見で長い黒髪をとかし、食事用の部屋へと向かった。

　表情はいつも通りおだやか、立ち居振る舞いも完かん璧ぺき。だが、心の中は暗黒である。

（一センチ五ミリも……）

　朝食を口にしながら、夕鶴は憂ゆう鬱うつだった。

　夕鶴は自分の胸が大きいことを気にしている。よくクラスメートに「夕鶴ちゃんて巫女さまなのに、すんごいえっちぃ身体からだしてるよねー」などとセクハラ的なことを言われるが、そのたびに心にダメージを受けているのだ。夕鶴の通う真里野坂まりのさか高校は、伝統と格式を誇る名門校だが、その手の話題が好きな女子はどこにでもいるのである。

　夕鶴は、できれば柳の木のようにスリムで、楚そ々そとして慎つつましやかな、しなやかな体型の巫み女こになりたいのだ――要するに母親のイメージなのだが。

　なのに現実はままならない。心は清純なのにえろえろな身体からだとか、女の子から見てもそそられる身体とか、男どもを惑わす罪な身体とか、クラスの子はむしろほめ言葉として言ってくれているようだが、ちっとも嬉うれしくないのである。

（一センチ五ミリ……ああ……）

　溜ため息いきをつきたくなったが、それはできなかった。

　今も夕鶴ゆうづるのそばには、さっきのお付きの巫女のほか、給仕係の巫女、当番の巫女たちがいるのだ。そして、夕鶴の一挙手一投足に気を配り、敬愛する長おさ巫み女このお世話をしようと待ちかまえている。沈んだ顔を見せたら、彼女たちを心配させてしまう。

（だめだわ、しっかりしなければ。絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるさんだって、気にすることはないとおっしゃってくださったんだし）

　それが今の夕鶴にとっては救いだ。「胸が大きな巫女さんでも、自分なら気にしない」と言ってくれた彼の言葉を思い返しては、自分を慰なぐさめ、はげましている今日この頃ごろなのだ。

「そうだわ。今日の放課後は、確か予定がなかったわね」

　スケジュール管理役の巫女が即座に答えた。

「はい。生徒会の役員会議が入っておりましたが、顧問の先生に出張が入って延期になりましたので……。何かご用事がおありですか、夕鶴さま」

「ええ。羽衣はごろも学園に行って、絹ヶ瀬譲さんと朝霧あさぎり飛鳥あすかさんにごあいさつしてくるわ。先日お見舞いにきてくださったお礼をしたいし、こうして起きられるようになったことをご報告もしたいしね」

「それでは私どももご一緒に」

「ありがとう。でも、大勢でうかがったら、あちらを驚かせてしまうかもしれないわ。今日は私一人で行かせてちょうだい」

　巫女たちは少し残念そうだったが、おとなしく引きさがってくれた。

　絹ヶ瀬譲は、なぜか夕鶴のハウルを使うことができた。そればかりでなく、夢うつつで不思議な声を聞き、この神社に密ひそかに祀まつられている神のことを知ったと言う。

　なぜそのような現象が生じたのか、わからない。

　しかし、彼が何がしかの特殊な資質を持っていることは確かなようだ。

　折りに触れて彼との連絡を保っておくことは、必要だと思うのだ。

（でも私、あの方に胸を見られてしまっているのよね……）

　不意に頬ほおを赤くした夕鶴に、そばにいる巫女たちはいぶかしげに顔を見合わせた。



　同じ頃ころ、羽衣学園の月光寮。まだ始業時間の前である。

　千紗ちさが先輩や仲間たちに、昨夜の失敗を報告していた。今日は中等部の制服であるジャンパースカートを着ている。

「すみません。せっかく先輩がたに協力していただいたのに、力不足で……」

　反省しきりの千紗ちさに、しかし先輩たちはあたたかかった。

「大丈夫。まだまだチャンスはあるって」

「そうそう。それに、そういうのも千紗の可愛かわいいとこだしねっ」

「タマだって、そんなすぐに成功するなんて思ってないはずだしさ」

「そのタマ総長はなんでここにいないの？」

「あの子がこんな時間に起きてくるわけないでしょ。タマボール抱っこして熟睡中」

「タマのことはほっといて、私たちだけでどんどん進めちゃお」

「やっぱ高校生の男子相手に、レディコミ路線は難しかったのかなあ」

「ここはやっぱり、十代男子が夢中になるような、萌もえの作戦でいくべきじゃない？」

「もえ？」

　千紗はきょとんと目を丸くした。

「萌えを知らないの？　あーらら、千紗ったら遅れてるぅ」

「最近よく聞くじゃない。ほら、ツンデレとかさ」

「つんでれ、ですか……」

　初めて耳にする言葉だった。寸止めなら知っているのだが。

「そう、ツンデレ。ほんとは相手の男の子を好きなのに、素直になれなくて、つい冷たくしたりそっけなくしちゃう女の子って、男性からすると可愛く感じちゃうの」

　千紗にはよくわからなかった。

「好きな人には優しくしてあげればいいと思うんですけど」

「そこがそれ、男女の機微ってやつね」

「心理学ではゲイン効果っていうの。最初から好かれてる相手より、最初は嫌われてた相手に好かれる方が嬉うれしい。それが人間の性さがなわけ」

「私、前に児童劇団に入ってたから演技指導してあげるよ」

「ここが頑張りどころだよ、千紗」

「あなたならできる！　私たち、信じてる！」

「わかりました、やってみます」

　正直、まったくピンとこなかった。が、たとえ納得できなくても、先輩の指示には忠実に従おうと思う、素直で体育会系な千紗だった。



「絹ヶ瀬きぬがせさん、絹ヶ瀬さん」

　一時間目の休み時間。譲ゆずるが次の授業の準備をしていると、教室の後ろの入口で千紗が手招きしているのが目に入った。譲はびっくりして廊下に出た。

「どうしたんだおまえ、そのかっこ」

　千紗ちさは高等部のセーラー服を着ていたのだ。サイズがやや大きめで、袖そで口ぐちに半なかば手が隠れている。

「チームの先輩にお借りしたんです。中等部の制服じゃ目立つからって」

　これはこれでじゅうぶん目立ってるように思うが。

「お話があります。ちょっと来ていただけますか」

　譲ゆずるは首をひねりながら、ぴょこぴょこ揺れるポニーテールについていった。

　到着したのは校舎のはずれの、人のいないバルコニーだった。

「話ってなんだ。ゆうべのことなら別に怒ってないから、気にしなくていいんだぞ」

「そんなことじゃありません。よく聞いてください」

　だぶだぶのセーラー服を着た千紗が、譲に向き直る。

「私、絹ヶ瀬きぬがせさんのことが嫌いです」

「知ってるけど」

「不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だと思っています。嫌ってると言うより憎にくんでいます。こうしてあなたのお顔を見てるだけでハラワタが煮えくりかえります」

「おまえ、そんなこと言うためにわざわざ変装して来たのか？」

「でも今突然好きになりました」

「はあ？」

「だから絹ヶ瀬さんも私のこと好きになってください」

「わけわかんねえよ！」

「萌もえませんか」

「萌えねーよ！　だいたいなんだよ萌えるって！」

「萌えを知らないんですか。ふっ、絹ヶ瀬さんは遅れてますね」

　なぜそこで勝ち誇る。

　実を言うと、譲も萌えという概念は知っている。染師町そめしまち孝介こうすけの家に遊びに行った時、お気に入りのギャルゲーをやらされ、その際、萌え理論について詳細に語られたことがある。

　ついでながらそのゲームでは、譲は何度プレイしても、優しく真面目まじめな優等生か、内気で恥ずかしがり屋の文学少女のルートに突入してしまい、「なんてわかりやすいやつ」と孝介に感心されたものだ。

　チャイムが鳴った。

「あっ、授業に遅れてしまいます。残念ですが、これで失礼します」

　お辞儀をして、千紗は走り去っていった。

「何しに来たんだ、あいつ……」

　譲は唖あ然ぜんとしてその場に残された。



　二時間目の休み時間。

　千紗ちさは先輩たちと一緒に、中等部と高等部のあいだにある木こ立だちで作戦会議を開いていた。

「うーん、ツンデレ作戦も失敗だったか」

「絹ヶ瀬きぬがせくんって意外に鈍にぶいのかな」

「ツンデレがだめなら、ヤンデレでいってみたら？」

「あっ、試す価値はあるかもね」

「クサリガマを振り回すヤンデレ。うん、これは新しい！」

「やんでれ、ってなんですか？」

　またしても千紗の知らない言葉だった。

「あんまり相手が好きすぎて、心のバランスがおかしくなっちゃうことかな。嫉しつ妬ととか、相手の心変わりに傷ついたりとか」

「可愛かわいさ余って憎にくさ百倍ってあるでしょ。あんな感じ」

「好きな人を自分だけのものにしたくてひどいことするの。でもそこに、いじらしさや健けな気げさがあれば、一種独特な萌もえが生じ得るわけ」

「私、難しくてよくわかんないです」

　困り顔の千紗を、先輩たちが力強くはげます。

「いいのいいの。そういうのも千紗の可愛いとこだからねっ」

「ここが頑張りどころだよ、千紗」

「あなたならできる、私たち、信じてる！」

「わかりました、やってみます」

　というわけで、千紗はポニーテールを揺らしながら、とことこ出かけていった。



「絹ヶ瀬さん、絹ヶ瀬さん」

　後ろの入口で千紗が、大きめのセーラー服の袖そでから指先だけ出して手招きしている。

「またかよ……」

　慌あわてて席を立ち、人目につかないよう早足でバルコニーに向かう。先生に見られたら叱しかられるかもしれない。中等部の生徒は、やたらと高等部に来てはいけないのだ。

「また俺おれのこと嫌いだって言いに来たのか？」

「違います。今度は別のお話です」

　千紗は、あらたまった表情で向き直った。

「私、絹ヶ瀬さんを殺して自分も死にます」

「はいっ？」

「いきますっ！　よろしくおねがいしますっ！」

　千紗ちさはいつものクサリガマを取り出すと、猛然と突進してきた。

「ちょっと待った！　なんだ、いきなり！」

　不意打ちのクサリガマ攻撃をかわし、安全圏に距離を取る。

　千紗は鎖についた分銅をひゅんひゅん回転させながら、じわじわと距離を詰めてくる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、絹ヶ瀬きぬがせさん。おとなしく私の愛を受けいれなさい！」

「愛がなんだって!?」

「お覚悟！　とあ――っ！」

　千紗が投げつけた鎖つきの分銅は、しかし譲ゆずるにかわされ、背後の手すりに絡みついた。もちろん譲は、こうなるよう瞬時に計算して位置取りしていたのである。

「ああっ……！」

　千紗の表情に焦あせりの色が浮かぶ。すかさず譲は逆襲に転じた。

　一気に間を詰め、脚あし払ばらいをかける。体重差があるからかかりやすい。

「きゃうんっ」

　尻しり餅もちをついた千紗からクサリガマを取りあげる。千紗はぺったん座りで顔を上げた。

「くぅっ。悔しいけど、まともに立ち合うとやはりお強いですね。私の完敗です」

「おまえ、いったい何がしたいんだ？」

「萌もえませんか」

「萌えるかっ！」

「難しい人ですね。私には絹ヶ瀬さんの気持ちが理解できません」

「俺おれにはおまえの精神構造が理解できない……」

　チャイムが鳴った。

「いけない。絹ヶ瀬さん、それではこれで」

　クサリガマを受け取ると、ぴょこりと頭を下げて、千紗は走り去っていった。

　譲はまたしても唖あ然ぜんとしたまま残された。



　三時間目の休み時間。

「うーん、ヤンデレ作戦もだめだったかー」

「でも話を聞いてると、絹ヶ瀬くんってそんなに悪い子じゃないように思えるんだけど」

「ね。いちいち千紗につきあってくれてさ」

　千紗はむっとして反論した。

「とんでもありません。絹ヶ瀬さんは女性の敵です。飛鳥あすか先輩を脅迫したり、稽けい古こ場ばで押し倒したり、私にまで襲いかかってきたことがあるんですよ」

「でも千紗、それって全部、誤解だったとか言ってなかった？」

「あれっ？」

　千紗ちさは当惑した。はてな？　よく考えたら、自分が絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるを嫌う理由は特にないんじゃないだろうか。

　それどころか、ずいぶん寛大に、優しくしてもらってる気がする。こっちは会うたび、相当ひどいことを言ったりやったりしてるのに。

　そもそも自分は絹ヶ瀬譲を本当にそんなに嫌っているのだろうか。

　いやいや、簡単に気を許してはならない。現に絹ヶ瀬譲は、飛鳥あすかが優しいのにつけこんで、ちゃっかりコーチの座についているではないか。

　あの男は飛鳥によこしまな恋心を抱いているのだ。油断はできない。

　それに、絹ヶ瀬譲と飛鳥が親しそうにしていると、千紗はなぜだかひどくムカムカして落ちつかなくなるのだ。

「なんと言われようと、やっぱり私、あの人のことが嫌いです」

「うーん、相性が悪いってやつかな」

「人間関係って難しいね」

「ま、そういうのも千紗の可愛かわいいとこだけどねっ」

「千紗、何かヒントになりそうなこと知らない？　絹ヶ瀬くんについて」

「あ、そういえば妹さんがいるそうです。今け朝さ、食事の時におっしゃってました」

「へえ、妹がいるんだ」

「今は離れて暮らしてるそうですけど、妹さんのことを大事にしてらっしゃるみたいです」

「妹思いのお兄ちゃんか。ますますいいとこあるじゃない」

「ひょっとしたら、ちょっとシスコンぎみだったりして」

「それだわ！　妹属性！」

「いけるかもね。妹キャラって根強い需要があるし」

「ここが頑張りどころだよ、千紗」

「あなたならできる！　私たち、信じてる！」

「わかりました、やってみます」

　その後、綿密な打ち合わせと役作りがなされ、決行はお昼休みと決まった。



「お兄ちゃんっ。千紗ねっ、お弁当作ってきたんだよ。一緒に食べよっ」

「…………」

「どうしたのぉ？　お兄ちゃん、変な顔してぇ。千紗のお弁当、ほしくないの？」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

　譲はそっと周りを見回した。ここは校舎の屋上である。昼休みにはこうして開放され、生徒たちが食事や歓談に興じるのだ。

　幸い今日は人が少ない。今のも誰だれにも聞かれていないとは思うが。

「おまえさ、それってつまりアレだろ？　俺おれにいやがらせしたいわけだろ」

「え～、どうしてそんなこと言うのぉ～？　千紗ちさ、こんなにお兄ちゃんが好きなのに、悲しくなっちゃうぅ～。くすん」

「身体からだをくねくねさせるな！　なんで俺がおまえのお兄ちゃんなんだよ！」

「もしや絹ヶ瀬きぬがせさんは、お兄って呼ばれるほうがお好きですか。最近そういう呼び方も広まりつつあるそうですし」

「お兄もお兄ちゃんもいらんっ！」

「千紗ね、前から優しくてカッコいいお兄ちゃんが欲しかったんだー。お願い、千紗のお兄ちゃんになってぇー」

「おまえ、俺の顔見るとハラワタが煮えくりかえるんじゃなかったのか」

「お兄ちゃん、だぁーい好きっ！」

「ひゃあ」

　小さな身体に抱きつかれ、胸に顔をこすりつけられて、譲ゆずるはひどく狼ろう狽ばいした。目の前でポニーテールがふりふり揺れている。

　こう「お兄ちゃん」を連呼されると、祖父母の家にいる妹を思い出し、胸がきゅんとしてしまう。やばい。うっかりすると泣きそうだ。

「わかった、俺の負けだ。もうお兄ちゃんでいいから、とりあえず離れてくれ、なっ」

「ホントっ？　千紗のお兄ちゃんになってくれるのっ？」

「なるなる。なってやるから、とにかく離れよう」

「わぁーい、嬉うれしいなーっ。それじゃ、あそこのベンチに座ろっ」

　手を引かれて一緒に腰をおろす。千紗がお弁当の包みを開ける。

「食べさせてあげるね。まず卵焼き。はい、あーんして、お兄ちゃん」

「いや、それは恥ずかしすぎ――」

「だめぇっ、千紗が食べさせてあげるのぉっ。あーん」

「……あーん」

「おいしい、お兄ちゃん？」

「あー、うん。かなりいける」

「よかったぁ。先輩たちに手伝ってもらった甲か斐いがあったよぉ」

「先輩たち？」

「あっ、なんでもないの。次は肉団子ね。あーん」

「あーん……」



　という光景を、飛鳥あすかがこっそり扉の陰から見ていた。

（……な、何してるの？　あの二人）

　飛鳥あすかは愕がく然ぜんとしていた。さっきから見ていたのだが、千紗ちさが譲ゆずるに抱きついたり、「お兄ちゃんになってぇ」とか言ったり、それにああして仲良くお弁当を食べたりしている。

　実は飛鳥は、千紗が休み時間ごとに譲に会いに来ているのに気づいていた。毎時間毎時間あんなふうにこそこそしていて、他ほかの者に気づかれないわけがないのである。飛鳥は不審を感じ、こうして後をつけてきたのだ。

（あの二人、いつの間にあんなに仲良くなったの……？）

　今け朝さまでまったくそんな気配は感じられなかった。飛鳥に内緒で、こっそり親交を深めていたのだろうか。思えば、ゆうべ稽けい古こ場ばで二人きりでいたのも怪しいと言えば怪しい。

　もともと他人に心を閉ざしがちな飛鳥である。あれこれ考えているうちに、いつの間にか、疑心暗鬼の黒雲が広がり始めた。



　そしてさらに、そんな飛鳥の様子を、後方からそっと見ている人物がいた。同じクラスの染師町そめしまち孝介こうすけである。彼もまた、譲の行動に不審を抱いて、様子を見にきたのだ。

（どうなってんだ……？　譲と弁当食ってるのって、前に教室に来た中等部の子じゃないか。あいつら、やっぱりつきあってたのか？）

　しかもそれを、飛鳥が隠れてのぞいている。いかなる状況なのだろう、これは。

　そういえば今朝も、譲と飛鳥は挙動不審だった。何やらひそひそ話をしていたし、飛鳥はいわくありげな手紙をカバンに隠そうとしていた。

（これはさては、三角関係か！）

　総合的に見て、そうとしか思えない。いつの間にか譲と飛鳥とあのポニーテール少女は、ドロドロのトライアングルになっていたと見える。

（譲のやつ、いつの間にこんな遊び人になってたんだ……）

　長いつきあいの友人が、知らないうちに大人おとなの階段をのぼっていた。

　あまりのショックに、染師町孝介はわなわなと震えていた。



　三



　その日の午後。古紋こもん夕鶴ゆうづるは、今にもスキップしそうな足どりで羽衣はごろも学園へ向かった。

　シンプルなデザインのブレザー、白ブラウスにネクタイ、黒タイツにローファー。夕鶴が通う真里野坂まりのさか高校の制服姿である。

　夕鶴がこのように一人で行動するのは珍しいことだ。

　神社では巫み女こたちの長おさ。アルテミス・ハウリングが始まればチームのエース。学校では生徒会の役員。夕鶴は、どこに行っても人に取り巻かれている。

　でも今日は一人だ。それだけでも、うきうきと解放感をおぼえてしまう。

　また、こうして、別の学校の友だちに会いにいくというのは、なんというか、「高校二年生の女子なら誰だれでもやっていることを、自分もしている感」があって嬉うれしくなるのだ。

　しかも相手は男子！　これはもう夕鶴ゆうづるにとっては、画期的な大冒険と言ってよい。

　それやこれやで、非常に心を躍らせていたのだ。が。

　モノレールの駅を出て、羽衣はごろも学園が見えてきたところで、はたと困った。

（絹ヶ瀬きぬがせさんと朝霧あさぎりさんって、なん組なのかしら）

　二人が一年生なのは知っているが、クラス名は聞いていなかった。万事に慎重で用意周到な夕鶴としては珍しい失敗だ。それほど浮かれていたとも言える。

　学園に近づくにつれて、下校する生徒の姿が増えてきた。一人だけ他校のブレザーを着ている自分を、みんながちらちら見ながら歩いていく。

　本来、あまり目立つことが好きではない夕鶴は、それだけで落ちつかなくなった。――実際には、他校の制服だからではなく、夕鶴の美び貌ぼうにみんな振り返っているのだが、本人はわかっていなかった。

（どうしよう。誰かに訊たずねるしかないけれど……）

　不用意に女子生徒に話しかけるわけにはいかない。その生徒が羽衣学園チームの月光精霊ニンフアーだったら騒ぎになりかねない。

「古紋こもん神社チームのエースが、単身で羽衣学園に乗りこんできた！」



    

  
    
      



    

  
    
      　などと受け取られてしまっては話がややこしくなる。

　すると男子に訊きくしかないわけだが、それはそれで問題があった。

　夕鶴ゆうづるは、同年代の男子と話すことに慣れていないのだ。

　小さいころからずっと女子校で、ふだん話をする男性といえば先生か家族か、せいぜい近所のおじさんやおじいさんたちぐらいである。

　なので、十代の男子とどう接したらいいかわからない。と言うか、見慣れていないので、顔もみんな同じように思える。

　校門の近くでしばらくうろうろしてみたが、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるは出てこなかった。とっくに下校してしまった可能性も大いにある。

　困り果てていると、一年の学年章をつけた男の子が出てきた。表情は少し元気がないが、他ほかの男子よりは、良く言えば明るく親しみのもてそうな、悪く言えば失礼ながらお気楽そうというか人畜無害というか、とにかく気安く声をかけられそうな雰ふん囲い気きの生徒だ。

「あのっ」

　思いきって声をかけた。

「はいっ？」

「突然ですみません。あの、一年生の絹ヶ瀬譲さんのことをご存じではないでしょうか」

「絹ヶ瀬譲！」

　相手は、なぜかその名前に激しく反応した。

「あいつに何かご用なんスか！」

「は、はい。ちょっとお話がありまして」

「話って、どんな!?」

「あの、ごく内々のことなんですけれど。朝霧あさぎり飛鳥あすかさんと絹ヶ瀬譲さんに――」

「ごく内々のこと！　朝霧飛鳥さんと、絹ヶ瀬譲さんに！」

　相手がさらに興奮する。

「ぐおおおおおおおおっ」

　そして校門にげしげしとヘッドバットを連発した。夕鶴は大変に困惑した。やはり十代男子の考えることは理解できない。

　相手は涙目で振り返る。

「ひょっとしてあなたも、あいつの毒どく牙がにかかったんですか！」

「毒牙？」

「いや……あいつはそんなやつじゃない。地味で目立たないけど根はめちゃくちゃいいやつなんです。きっと朝霧飛鳥さんとあのポニテの子に対しても、あいつなりに誠実に振る舞おうとして、でもそれがかえってアダとなり、関係がもつれてしまったと、なんかそんな事情に違いないんだ。はあ……優しさって時として罪ですよね」

「あの、失礼ですけど、あなたは……」

「俺おれはあいつの親友で、染師町そめしまち孝介こうすけっていいます。でも親友の俺がこんなこと言うのもなんだけど、あいつのことは忘れた方がいいです。譲ゆずるが何人の女をかけ持ちしてるか知らないけど――」

「女を、かけ持ち!?」

「あなたみたいなきれいで胸の大きな人が、譲のせいで不幸になるのは見たくない。忘れて、新しい人生を歩んでください。でないと、きっと傷つくだけです」

「あの……女をかけ持ちって、どういう」

　あまりにその言葉が衝撃的で、胸が大きいと言われたことさえ気にならなかった。

「くれぐれも、譲には関かかわらないでください。あいつのハーレムの一員になんかなっちゃだめです」

「ハーレム？？？」

　染師町孝介は、言うだけ言うとがっくり肩を落として行ってしまった。

（絹ヶ瀬きぬがせさんが、女をかけ持ち？　ハーレム……？）

　ハーレムというと、いわゆるあのハーレムだろうか。一人の男性が何人もの女性を後こうき宮ゆうに置いて、夜ごとにとっかえひっかえ男女の関係を結ぶという。

（信じられない。あの絹ヶ瀬さんが……。前に話した時は、真面目まじめな人に思えたのに）

　なのに実はいろんな女性をかけ持ちして、とっかえひっかえ男女の関係を結ぶような人間だったのだろうか。そんな人物の言葉に、これまで慰なぐさめられ、はげまされていたかと思うと、足もとの地面が崩れ落ちるような衝撃だった。

「はっ」

　夕鶴ゆうづるはとっさに校門の陰に身を隠した。その絹ヶ瀬譲が出てきたのだ。

（ど、どうしよう……）

　すぐには声をかけられず、さりとて立ち去る気にもなれず、夕鶴は学校カバンを大きな胸に抱きしめ、腰をかがめて、絹ヶ瀬譲の後ろをこそこそとついていった。





「おにーいちゃんっ」

「うわっ!?　うわあっ!?」

　千紗ちさの声にふりむいたとたん、譲は仰天してとびあがった。最初の「うわっ!?」は、千紗の声に驚いた叫びであり、次の「うわあっ!?」は千紗の服装への驚きである。

　公園の木陰から手招きしていた千紗は、とんでもない服を着ていたのだ。

「えへっ。びっくりした？　これ、ゴスロリっていうんだって」

　たくさんのリボンやひらひらのレース。白いタイツに黒い靴。確かにびっくりした。これも新趣向のいやがらせだろうか。

「お兄ちゃんに喜んでもらうには、もっと思いきったイメチェンが必要かなって思って。どうぉ、お兄ちゃん。似合う？」

「いや、あのな……」

　千紗ちさの背中を押すようにして、公園に入った。さいわい他ほかに人はおらず、また、ここも道路からは見えにくい設計なので、他人の目をはばかる必要はなくなった。

「とりあえず、そのお兄ちゃんって呼ぶ攻撃は、ほんっと～にやめてくれ。頼むから」

「攻撃のつもりじゃないんですけど……。お気に召しませんでしたか」

「調子が狂うんだよ。おまえだって、誰だれか知り合いに見られたら恥ずかしいだろ」

「うーん。確かに、クラスの友だちがこんなところを見たら、私に隠し兄がいたのかって思われちゃうかもしれません」

　隠し兄なんて言葉は初めて聞いたが、納得してくれて助かった。

「な？　だからお兄ちゃんは禁止。そしたら、いくらでもつきあってやるから」

「しょうがないですね。ま、そうまでおっしゃるなら、やめてあげましょう」

　ほっとした。なんで恩着せがましく言われにゃならんのか、とも思うが。

「それで、いかがですか、この服。演劇部からお借りしてきたんですよ」

「ははあ、芝居の衣装か」

「えへへ。こんな服、初めて着ました。どうです、可愛かわいいでしょう？」

　千紗がスカートの裾すそをつまんで、くるっとターンする。少しはにかんだ表情が新鮮だ。染師町そめしまち孝介こうすけを見習って、ここは素直にほめてやりたくなった。

「そうだなあ。うん、なかなか可愛いじゃないか」

「え」

　スカートをつまんだまま、千紗の動きがぴたっと止まった。

「あの、今なんと」

「よく似合ってて可愛いよ。なんだかお人形さんみたいだ」

　お世辞ではなかった。服のサイズもぴったり。髪を結わえたリボンは、おしゃれでカラフルなものになっている。純白のタイツに黒い靴もこのスタイルにはぴったりだ。

　それに、この公園は西洋風で、お城の庭園みたいな造りだ。池には透明な水。花壇には夏の花。千紗が立っているのは、バラのアーチの下だ。

　はからずも、非常にロケーションにマッチしたルックスなのだった。

「こうして見ると、おとぎ話のお姫さまみたいだな。王子さまがいたら、速攻で結婚を申しこまれるぞ、きっと」

「…………」

　千紗は意味がわからないかのように瞬まばたきをくりかえしていたが――。

　不意に、ぼわっ、と一瞬で顔を真っ赤にした。

「かっ、からかわないでください。あなた、私のことバカにしてるんですか！」

　スカートの裾すそを握りしめ、憤然と抗議する。

「可愛かわいいでしょって言ったのはおまえだろ。からかってるんじゃなく本気だぞ」

　実際、ゴスロリドレスは、びっくりするほど千紗ちさに似合っていた。もともと童顔ながら顔だちは整っているのだし、おしゃまなリトルレディという感じである。

「冗談抜きで、ほんとに可愛いって。飛鳥あすかが見たら、きっと同じこと言うぞ」

「だっ、だめです。飛鳥先輩には、こんなの恥ずかしくて見せられませんっ」

「照れることないってのに。そうだ、ケータイで写真撮っとこう。動画の方がいいかな」

「だめっ、だめですっ。えっ？　あの、ほんとに撮っちゃうんですか……？」

「もちろん。ほら、顔見せて」

「いやです、だめっ。ほんとにだめっ。いやあ――っ！」

　千紗は耳まで真っ赤になった顔を両手で覆おおい、いやいやをした。ポニテが勢いよく左右に揺れる。

　その時、突然！

「必殺！　スパークリング・サ――ブ！」

　鋭い声に振り返ると、眼前にテニスボールが飛んできた。



    

  
    
      



    

  
    
      「危ないっ！」

「きゃっ」

　千紗ちさを抱えてその場に伏せる。ボールは譲ゆずるをかすめて木にぶつかり、サービスを放った者の足もとに跳ねかえった。

「羽衣はごろも学園の、絹ヶ瀬きぬがせ譲さんね」

　そこに立っていたのは、またしても見知らぬ女の子だった。

「私は白縫しらぬいテニススクールチームの者よ。朝霧あさぎり飛鳥あすかへの挑戦権を得るため、あなたを倒しにきたわ！」

「てことは、きみも月光精霊ニンフアーか……」

　年齢は譲より少し上だろうか。真っ白なテニスウェアにサンバイザー、手にはラケットを持っている。シューズも真っ白。そして胸にはハウルが輝いている。

「ちょっと待ってください！」

　とゴスロリ千紗が、テニス少女の前に立ちはだかった。まだ少し顔が赤い。

「今は私が絹ヶ瀬さんと話してるんです。それに、挑戦権を得るために絹ヶ瀬さんを倒すって、なんの話ですか。飛鳥先輩と闘うのは、うちのチームの総長が先ですっ」

「どこのチームか知らないけど、お子ちゃまは引っこんでて。私は絹ヶ瀬さんを倒して、朝霧飛鳥に実力を認めさせなければならないの」

「かーっ、お子ちゃまとはなんですか！」

「お子ちゃまだからお子ちゃまよ！」

「言ったなーっ！」

「言ったが何よっ」

　つかみあいが始まった。どちらもハウルで変身していないので、普通に服とか髪を引っ張りあってのケンカである。

　ゴスロリ娘とテニス少女が白昼の路上で取っ組み合い。事情を知らない人が見たら、何ごとかと思うだろう。

「おい、やめろ。誰だれかに見られたらどうするんだよ」

　止めようとしたが、二人とも興奮状態で聞く耳を持たない。

「しょうがないな、もう……」

　譲は身をひるがえして逃げだした。ケンカをやめさせるにはこれが一番と思ったのだ。案の定、二人とも争いを止やめて、はっと譲を振り向いた。

「あっ、待ってください、絹ヶ瀬さん！」

「私と勝負しなさーいっ！」



　という光景を、塀の陰から夕鶴ゆうづるが見ていた。

（ち、痴ち話わゲンカ……？）

　離れていたので声は聞こえなかったが、夕鶴ゆうづるにはそうとしか思えなかった。

　あの派手なドレスを着ていたポニーテールの子は絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるの彼女なのだろう。なんだか顔を真っ赤にして、二人で楽しそうにいちゃいちゃしていたし。

　だがそこに、羽衣はごろも学園のテニス部員だろうか、もう一人別の交際相手があらわれ、譲を奪いあって取っ組み合いになった。

　そして当の譲は卑ひ劣れつにも、二人を置いて修羅しゆら場ばから逃げ出してしまった。――というふうに見えたのだ。先入観というものはおそろしい。

（なんてこと……。さっきの人のお話は本当だったのね）

　しかも絹ヶ瀬譲は、今の二人の他ほかに、朝霧あさぎり飛鳥あすかとも関係があるという。

　月光精霊ニンフアーが異性と肉体的な交渉を持つと、ハウルが使えなくなるはずなのに、いったいどんなふうに、どうしているのだろう。

　何かこう、夕鶴には想像もつかないような特殊なやり方があるのだろうか。そちら方面の知識が乏とぼしいのでよくわからないが。

（これは、古紋こもん神社の巫み女ことして、放ほうっておけない……！）

　折からごうっと一陣の風が吹き、夕鶴の長く艶つややかな黒髪と、膝ひざ丈たけのスカートを大きくひるがえした。



　四



「なんなんだ、今日はいったい……」

　千紗ちさとテニス少女は追ってこない。モノレールの駅に向かって歩きながら、譲は溜ため息いきをついた。まだ稽けい古こ前なのに、すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　早く飛鳥の家に行かねばならない。遅刻したらまたどやされてしまう。

「絹ヶ瀬譲さん」

　ぎくっと顔をあげた。また挑戦者か、と思ったが、そこには意外な人物が立っていた。

「古紋……夕鶴さん？」

　今日は真里野坂まりのさか高校の制服姿だ。巫女装しよう束ぞくと寝間着以外の姿は初めて見るが、この服装もよく似合っている。あいかわらず純和風の美び貌ぼうで、そして胸が大きい。

「どうしたんですか、こんなとこで。もう身体からだの調子はいいんですか」

　夕鶴は答えなかった。なぜだろう、いやに表情が険けわしい。背後には、ごごごごご、と音が聞こえるほどに怒りの炎を背負っている――ように見える。

　夕鶴がおもむろに口を開いた。

「いづれの御時おほんときにか、女によう御ご、更こう衣いあまたさぶらひたまひけるなかに、いとやむごとなき際きはにはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり」

「……は？　あの、それってなんの」

「黙って聞きなさいっ」

「はいっ」

　日ごろ優しい人が怒るとこわい。譲ゆずるは思わず背筋を伸ばした。

「これは源氏物語の冒頭の一節です。光ひかる源げん氏じという美しい貴族の若者を主人公にした、平安時代の長編小説です。ご存じですね」

　いちおう知ってはいる。が、なぜいきなり源氏物語なのだ。意味不明の会話で譲を困らせることが流行しているのだろうか。

「光源氏は若い頃ころからさまざまな女性と関係を持ち、やがて栄えい耀よう栄えい華がを極めますが、しかしそんな彼にも人生の苦しみは、他ほかの人々と同じく公平に訪れるのです」

「はあ」

「人の幸せというものは、富や地位、まして数多くの異性とつきあうことによって得られるものではありません。はるか千せん歳ざいの昔から、紫むらさき式部しきぶは現代の私たちに、そう語りかけているのです。おわかりですか」

「ええまあ、おっしゃることはなんとなく」

「まだ真剣さが足りませんね。これから私と古紋こもん神社にいらしてください」

「あっ、もしかして、飛鳥あすかのお姉さんのことで何かわかったんですか。それとも、俺おれが夕鶴ゆうづるさんのハウルを使えた理由が」

「まだです。でも、人としてもっと大切なことをお教えしてさしあげます」

　何がなんだかさっぱりだが、断れる雰ふん囲い気きではない。譲は夕鶴につづいて歩きだした。

（いちおう飛鳥に連絡しておかないと……）

　譲は飛鳥にもらった携帯電話を出し、まだ慣れないキー操作でメールを打った。



　ばしゃあっ！

　桶おけに汲くんだ水をかぶる。譲は薄い白の肌はだ襦じゆ袢ばんを着せられ、心身のケガレをはらうために古紋神社の井戸水をかぶって、禊みそぎをさせられているのである。

　そばの木の枝にはミミズクに似た鳥がとまっている。夕鶴のぺットの星丸ほしまるだ。濡ぬれないように離れているが、ご主人を見守るがごとく、黄色い目を光らせている。

　もう六月なのに、井戸水はけっこうな冷たさだった。がたがた震えながら訊たずねる。

「ああああ、あの、夕鶴さん。なななな、なんで俺がこんなこと」

「黙っておつづけなさい。ケガレを清め、心身を引き締めるのです」

　夕鶴も隣で、譲と同じ、薄手の白い肌襦袢姿だ。帯も白。足には何も履いていない。

「あなたお一人につらい思いはさせません。私もおつきあいさせていただきます」

　微み塵じんもためらわず、ざばあっ、と夕鶴ゆうづるも井戸の水をかぶる。

「いかがです、少しは心持ちがしずまりましたか」

「は、はあ、まあ、なんというか」

　夕鶴の漆しつ黒こくの髪を、真っ白い肌を、澄すんだ水が伝い流れ、おまけに白の襦じゆ袢ばんが濡ぬれてはりつき、くっきりと身体からだの線が出てしまっている。

　ある種、独特の風情のある色っぽさだ。なんだかかえって邪念が誘発される。それに譲ゆずるは、先日、ハプニングで夕鶴の胸を見ているのだ。あの、張りがあって、形がよくて、ふくよかなバストを思いだしてしまう。

　しかし夕鶴は譲の困惑には気づかないらしく、さらに水をかぶった。

「私も毎朝毎晩、この行を欠かしません。こうすると迷いが消えて、新たな闘いにのぞむ力が湧わいてくるんです。さあ、あなたももう一杯」

　ざばぁっ！

「ひ！」

「大きな声は出さないように。他ほかの巫み女こたちに見つかったら騒ぎになります」

「あうううう」

　古紋こもん神社は海沿いの崖の上にある。吹きつけてくる潮風に凍えてしまいそうだ。

　しかし逃げ出すこともできない。古紋夕鶴は、前回のアルテミス・ハウリングで、暴走した白縫しらぬいあげはから飛鳥あすかを助けてくれた恩人であり、さらに、譲の力の秘密を解明してくれるかもしれない人物なのだ。ご機嫌を損そこねるわけにはいかない。

「ええい、もうっ！」

　ざばあっ！　やけ気味で水をかぶる。夕鶴は嬉うれしそうだった。

「気合が乗ってこられましたね。そうでなくてはいけません。では私も！」

　満々と水をたたえた桶おけを、頭の上で傾ける。

　ざばあああっ！　と流れ落ちた水は、しかし、ちょっと勢いが強すぎた。

「きゃっ！」

　水の圧力とバストの圧力で、いつの間にか衿えりもとがゆるんでいたのだ。今の一杯がとどめとなって、夕鶴の前衿がはだけてしまった。

「あっ、い、いやっ……」

　うろたえて前をかきあわせようとして、つるんと足が滑すべった。

「きゃーっ！」

　うつ伏せにひっくりかえり、今度は襦袢の裾すそが、ほぼ全開にめくれあがってしまった。譲は仰天した。夕鶴は下着をつけていなかったのだ。

「ア――！」

　と忠実な星丸ほしまるがすかさず飛んできて、譲の視界をさえぎった。

　夕鶴ゆうづるが、がばっ、と跳ね起き、正座する。井戸水で全身が冷えているはずなのに、一瞬にして顔が真っ赤である。

「見ましたねっ！」

「は、はいっ？　何をっ？」

「私のおっ、むむむ、胸と、おおおお、お尻しりですっ！」

「見ましたっ！」

　こないだと同じく、狼ろう狽ばいしてついつい正直に答える。

「う、う、う、う……」

　夕鶴は全身を紅くれないに染めて、涙目になってふるふる震えた。

「絹ヶ瀬きぬがせさんの、ばかぁーっ！」

　手て桶おけを全力で顔面に投げつけられた。さすがの譲ゆずるもこの至近距離ではかわせなかった。



　それから譲は、井戸から汲くんだ冷水を二十杯ぶっかけられた。

　自分でかぶるのではなく、夕鶴に手ずから浴びせられたのである。

　古紋こもん神社の長おさ巫み女こに、ここまで世話をやいてもらえるということは、ひょっとしたら大変光栄なことなのかもしれない。が、正直、譲にとってはしんどいばかりだった。

　ようやく解放される頃ころには、もう陽ひ差ざしが傾きかけていた。

「申しあげておきますが、絹ヶ瀬さん」

　巫女装しよう束ぞくに着替えた夕鶴は、毅き然ぜんとした態度を取り戻し、最後に告げた。

「私は古紋神社の巫女。アルテミス・ハウリングの参加者であると同時に、競技の監視役でもあります。あなたたちのように爛ただれきった生活をしている方々に、女め神がみの座をいつまでも預けておくわけにはいきません」

「爛れきった生活？」

「そうです。次は、必ずや私たちが優勝します。その事実が、きっとあなたがたの目を覚まさせ、正しき道に立ち返らせることでしょう」

　冷たく蔑さげすむような純和風美少女の目。ある種の嗜し好こうを持つ人なら逆に悦よろこんでしまうかもしれないが、譲にはそういう趣味はない。ただただコワい。

「そしてそれが、今現在、私があなたたちにしてさしあげられる最善のことだと思います。完全な人間などこの世にいません。まして私たちは高校生。共に悩み、傷つきながら成長していきましょう。それでは」

　厳しく容赦のない――けれど決して相手を見捨てたわけでもない眼まな差ざしを残し、夕鶴は歩み去った。その頭上を星丸ほしまるが羽ばたき、ついてゆく。

　そんなわけで夕鶴が優しさゆえの厳しさを持っていることはわかったが、何をそんなに怒ってるんだか、最後までチンプンカンプンだった。が、とてもじゃないが、「あなた何わけわかんないこと言ってんですか」などと言える雰ふん囲い気きでもなかった。

「爛ただれきった生活ってなんのことだろ……」

　飛鳥あすかや千紗ちさと合宿中なのを知っているのだろうか。確かに中高生の男女が、一ひとつ家やに寝泊まりするのは、風紀的にちょっと問題かもしれない。しかし、あの柔和で寛容な夕鶴ゆうづるが、そんなことぐらいで怒るだろうか。

「やっぱり巫み女こさんだから、そういうことにも厳しいのかなあ」

　なんにせよ、今はそっとしておく方がよさそうだ。本来の夕鶴は、常識人の優しいお姉さんなのだから、そのうち機嫌が直ったら、わけを教えてもらえるだろう。

　一つ確かなことがある。

　それは、これで古紋こもん神社もはっきり敵に回ったということだ。

「月光精霊ニンフアーは誰だれにも心を許せないのよ」

　いつか飛鳥がそう言っていたが、今さらながら身に沁しみる。こんなことがつづいたら、いずれ精神によくない影響が出そうだ。

　それでも、天才と呼ばれた朝霧あさぎり竜美たつみなら、こんな四方八方敵だらけの状況も、苦にはならなかったのだろうか。



「絹ヶ瀬きぬがせさぁーん」

　神社から駅に向かう途中、千紗が走ってきた。ゴスロリから私服に着替えている。タンクトップにショートパンツ。これも活発な千紗にはよく似合っている。

「千紗。どうしたんだ、こんなとこで」

「どうしたじゃないです。何度もメールしてるのに返事がないから、様子を見に行けって飛鳥先輩が」

「メール？　ああ、忘れてた」

　カバンから携帯電話を出す。飛鳥から何通かのメールと電話の着信が入っていた。

「何なさってたんですか、古紋神社で」

「それが俺おれにもさっぱり……頭が整理できたら説明するよ」

「髪が濡ぬれてますけど、まさか水泳でもしてらしたんじゃ」

「違う違う。だいたい水泳にはまだ早いだろ」

「なあんだ。こっちの方に私の知らない市民プールとかあったのかって一瞬期待しちゃいました」

「泳ぎが好きなのか、おまえ」

「はいっ、大好きです。雪合戦の次に好きです」

　マリナフロント55ではあまり雪が降らないから、雪合戦ができなくて残念だろう。

「おまえの方はあれからどうした。ゴスロリはもうやめたのか」

　千紗ちさはほんのり頬ほおを染め、怒ったようにそっぽを向いた。

「あれはダメです。私の方が不利になりますから」

　もったいないと思いつつ、あまり困らせるのも気の毒なので、話題を変えた。

「あのテニスの子はどこに行ったんだ」

「絹ヶ瀬きぬがせさんを追っかけてるうちにはぐれちゃいました。しょうがないから、一人で飛鳥あすか先輩の家に行ったんですけど……」

　千紗の表情がわずかに曇る。

「飛鳥先輩、なんだか元気ないんです。動きたくないから、絹ヶ瀬さんのことも一人で迎えに行ってきてって頼まれました。――あのね、絹ヶ瀬さん」

　声をひそめて口に手を当てる。ないしょ話だ。譲ゆずるは自分から耳を近づけてやった。それでも届かず、ちょっと爪つま先さき立ちになるのがさりげなく可愛かわいい。

「飛鳥先輩ね、今日は体調が悪いのかもしれないです」

　耳に息がかかってくすぐったい。

「体調？　ああ……」

　ぴんときた。女の子なのだから調子が悪い日もあるだろう。

「じゃ、今日はあまりきつい練習はしない方がいいのかな」

「はい。たぶんですけど」

　となると、慌あわてて帰る必要もない。譲は千紗と肩を並べて歩きだした。

　こちらから飛鳥に電話してみたが、電源を切っているらしく、留守電になっていた。

　駅からモノレールに乗る。この時刻、この方面からの乗客は少ないらしく、中はがらがらで、車両には千紗と譲の二人きりだった。

　並んで座る。座席が高めなので、千紗は足がつかず、爪先がぷらぷら揺れている。

「絹ヶ瀬さん、この機会にさっきのお話のつづきをしたいんですが」

「まだやる気かよ……。別にいいけど、お兄ちゃん攻撃はなしで頼むぞ」

「攻撃じゃないですってば。ちょっと待ってくださいね。えーっと」

　パンツのお尻しりのポケットから何やらメモを取り出し、譲に背を向けてふむふむと読む。

「なんだそれ。俺おれを困らせる作戦でも書いてるのか」

「あっあっ、のぞいちゃダメですっ。女の子の秘密を見たがるなんて悪趣味ですよ」

　怒られてしまった。しょうがないのでおとなしく待つ。

　やがて千紗は、頬に手を当てて意味ありげな吐息をついた。

「はあー……絹ヶ瀬さん……」

「なんですか、服部はつとりさん」

「私、今日は酔っちゃったみたいです……」

「モノレールに？」

「違いますっ。お酒にですよ」

「は？　おまえまさか、飲酒なんかしてるのか」

「なんてこと言うんです。中学生がお酒なんか飲んでいいはずないでしょう」

「ごめん、意味がわからない」

「そうですよね。すみません、今のは失敗でした」

　またメモを出して読み始める。そして肩をくねらせ、妙な流し目で譲ゆずるを見る。

「うふっ、絹ヶ瀬きぬがせさんっ」

「はいはい、今度はなに？」

「今日は私、このままおうちに帰りたくない気分ですっ。うふふっ」

「学園の寮に戻るのか」

「たぶんそういう意味じゃないと思います」

　ちょっと自信なさそうだった。

「でも飛鳥あすかの家には帰らないんだろ。あ、それじゃあ和寒わつさむの実家に帰りたくないとか」

「違いますっ。人のこと家出少女みたいに言わないでください。て言うか、どうして私の実家が和寒だって知ってるんですか。私の個人情報をいつの間にか調べあげてるなんて、ぬうっ、やっぱりあなたは油断のならない人ですね」

「こないだ自分で言ってたじゃないか。和寒出身だって」

「そうでしたっけ」

「山に行った時、クマにでくわして恐こわかったって話も聞いたぞ」

　千紗ちさは遠くを見るまなざしになった。

「クマ……。あれは確かに恐ろしい体験でした。絹ヶ瀬さんも山に行く時はクマに気をつけなくちゃダメですよ」

「時々聞くもんな、クマに襲われたって話」

「はい。私の時も、普段はクマなんか出てこない場所だったんです。でも相手は生き物ですし、エサが少なかったりするとイレギュラー的に縄張りから出てくる場合もあるそうです。クマに油断は禁物です」

「具体的にはどうすればいいんだ」

「鈴やラジオを鳴らしたり、あと大勢で固まってにぎやかに話してれば、クマの方から避けていくそうです。でもやっぱり一番いいのは、クマが出そうな危険な場所には近づかないことです。お父さんがそう言ってました」

　熱いクマトーク。

　でも、まずは意味が通じる会話になってくれて助かった。

　ふと思いついて訊たずねる。

「おまえのお父さんってさ、おまえが月光精霊ニンフアーだってことは知ってるのか」

「はい。家族みんなで私のこと応援してくれてます」

「でもアルテミス・ハウリングのことは、関係者以外には秘密なんだろ」

「家族も関係者のうちですから。うちは、お母さんもおばあちゃんも月光精霊ニンフアーでしたし、アルテミス・ハウリングの話題はオープンです」

「三代つづけて月光精霊かあ……」

　アルテミス・ハウリングは、かなり昔からつづいている伝統ある競技だという。

　ということは、ずいぶん多くの人間が月光精霊として闘ってきたはずだ。

　家族もふくめれば、アルテミス・ハウリングのことを知っている関係者は、実のところ、けっこう多いのかもしれない。

「でも中には、お父さんには自分が月光精霊だってことを秘密にしてる人もいるそうです」

「娘がコスプレして闘ってるなんて聞いたら、普通の父親なら驚くだろうからな」

　親バレはまずいという月光精霊もいるわけだろう。

「おまえんちは恵まれてるんだな。そのへん隠し事がなくってさ」

「はいっ。家族みんな仲がいいですから」

　笑顔の返事。家族の話を楽しそうにする女の子は魅力的だ。なんだか譲ゆずるも嬉うれしくなった。譲の両親は他界したが、この世のどこかにあたたかな家庭で幸せに育っている子どもがいると思うとほっとする。

「絹ヶ瀬きぬがせさんもご家族と離れて暮らしてらっしゃるんですよね」

「うん、まあ」

　千紗ちさは、譲の両親が故人だとは知らない。別に秘密というわけではないが、こちらから打ち明けることもないだろう。

「飛鳥あすか先輩もですけど、一人暮らしって大変なんでしょうね。その……こんなこと訊きいていいかわからないですけど」

「なんだよ、今さら」

　苦笑してうながすと、千紗は遠慮がちに訊たずねてきた。

「おさびしくないですか、一人で」

「うーん……。慣れればどうってことないさ」

　とは言え、家族のことは、あまり話題にしようとは思わないので、さりげなく窓の外に目を移した。千紗もそれ以上深くはつっこまずにいてくれた。

「…………」

　暮れてゆく空の下、マリナフロント55の西部にある住宅地が広がっている。

　前は夕焼けを見るとひどい悪お寒かんに苦しめられることもあったが、最近は落ちついてきた。

　一つには飛鳥のおかげで収入が安定し、生活の不安がなくなったからだろう。勉強する時間も取れるようになったし、成績が上がれば、条件のいい奨学金も受けやすくなる。少しずつ状況は良くなりつつあるのだ。

　妹のことを思う。千紗ちさのように良き友人や先輩後輩、先生に恵まれているといいのだが。

　孫まご煩ぼん悩のうの祖父母が大事にしてくれているが、それでもやはり時々はさびしくなるのか、譲ゆずるに電話をかけてくる。

　妹と祖父母に心配をかけるようなことだけはしたくない。

（やっぱり、クラスメートに生活費を頼るような暮らししてちゃダメだよな）

　あらためてそう思った。

　それに、本来、譲は、絹ヶ瀬きぬがせ流の武技とは無縁の暮らしを送りたいと思っているのだ。

（飛鳥あすかの姉さんのこと、自分の不思議な力のこと、すべてが解決したら元通りバイト暮らしに戻ろう。稼ぎのいい仕事を見つけるのは大変だろうけど）

　しかし、この街には、譲より苦しい生活を余儀なくされている人だって多いはずだ。扶養家族のいない譲など、どんなにお金に不自由しようが、気楽と言えば気楽なものだ。

　思いにふける譲に、千紗は何も言わずにいてくれた。たぶん、今は邪魔しない方がいいと察してくれているのだ。なんだかんだ言ってもやっぱりよい子なのである。

　と思ったら別な邪魔が入った。

「お客さま、ご一緒にポテトはいかがでしょうかっ！」

　ぎょっとして顔を上げる。どこから現れたのか、ハンバーガーショップの制服を着た若い女性が、大きな金属製の鋏はさみ――トングをカチカチ鳴らして譲を見下ろしていた。

「白縫しらぬいハンバーガーチェーンチームの者ですっ。絹ヶ瀬譲さん、私と勝負してください！」

　周りには乗客がいない。しまった。もっと人の多い車両に乗ればよかった。

　その時、ありがたいことにモノレールが駅についた。

「逃げるぞ、千紗！」

「はいっ！」

「ああっ、ちょっと、待ってください！」

　トングをカチカチカチカチ鳴らしながら追いかけてくる。千紗と譲は驚く人々をかきわけるようにして、改札へとダッシュした。



　五



　白縫ハンバーガーチェーンの月光精霊ニンフアーから逃れると、千紗はいったん、絹ヶ瀬譲と別れて、寮に戻ることにした。先輩たちと計画を練り直すためだ。

「ふーむ、『おうちに帰りたくない』作戦もダメだったかぁ」

「これはもう、根本的に作戦を考え直すしかないようね」

　寮の集会室で、先輩たちは千紗を囲んで難しい顔をしていた。メガネの副キャプテン、綱島つなしま沙也香さやかも出席している。珠緒たまお総長は自室でお昼寝中である。

「根本的に考え直すって、どうすればいいんでしょうか」

　千紗ちさが訊たずねる。

「要はさ、朝霧あさぎり飛鳥あすかちゃんをうちのチームに入れられればいいんでしょ」

「だったら、絹ヶ瀬きぬがせくんを味方にするなんてまどろっこしいことしないで、直接、飛鳥ちゃんを口く説どいちゃえばいいんじゃないの」

「それよ！　ガールズラブ作戦！」

「最近よく見るもんね、女の子同士の恋愛。マンガとかアニメとかで」

　千紗には、またしても意味がわからなかった。

「恋愛って、男の人と女の人がするものでしょう？」

「とは限らないんだなぁー、これが」

「千紗、ＢＬとかって聞いたことない？」

「びーえる、ですか」

　またまた知らない言葉だった。ＷＢＡとかＷＢＣなら知っているのだが。

「知らないか。ま、そういうのも千紗の可愛かわいいとこだけどねっ」

「……って、なんか約一名、なんでもかんでも可愛いって言ってる子がいない？」

「はずれー。一人じゃなくて、みんなでかわりばんこに言ってるの」

「みんな基本、千紗に甘甘だからねー」

「ＢＬについてはそのうちたっぷり説明してあげる。とりあえずこれ読んでみて」

　どさり、とまた大量に置かれたのは、その手のコミックや同人誌だった。

　こないだの濃い口のレディコミよりは、絵柄も可愛く、とっつきやすそうだったので、さして身構えることもなく、ぺらぺら読んでいた千紗だが、ほどなく深しん甚じん激烈なる衝撃が全身を貫き、魂の深しん奥おうまで震しん撼かんすることになった。

「えっ、えっ、えっ？　なんで女の子と女の子がキスしてるんですか？　それに、こんな、こんな、こんなことまで、こんなトコまで、うわぁ……」

「こういう世界もあるってこと。愛の形はさまざまだから」

「絹ヶ瀬くんがダメだったんだからさ、飛鳥ちゃんを誘惑しちゃえばいいじゃん」

「飛鳥先輩を誘惑！」

　それはバトルハンマーで殴られたようなショックであった。

「ここが頑張りどころだよ、千紗」

「あなたならできる！　私たちは信じてる！」

「わわわ、わかりました。やるだけやってみます」

　まだ腰が引けているが、それでも勇気ある一歩を踏みだした千紗だった。



　千紗ちさが壁やドアに頭をぶつけながらふらふらと出ていくと、それまで黙って様子を見ていた綱島つなしま沙也香さやかが口を開いた。

「あなたたち、あんまり千紗をからかっちゃダメよ。あの子はうちの期待の星なんだから」

「いやー、わかってるけどさあ」

「いちいちびっくりしたり焦あせったりするのが可愛かわいくてついつい遊んじゃうんだよねー」

「えっ？　あんたたち遊んでたの？」

「私、結構真剣に作戦会議やってるつもりだったけど……」

　千紗と同レベルの先輩たちも意外と少なくない羽衣はごろも学園チームであった。

　綱島沙也香が、やれやれ、と言うように溜ため息いきをつく。

「この調子じゃ、誘惑作戦なんて成功しそうにないわね。それより、千紗が教えてくれた朝霧あさぎり飛鳥あすかのデータを検討しましょう。報告を見せて。ふうん。朝霧飛鳥が使う武器はフランベルジュなの……」

　綱島沙也香のメガネが、きらりと光ったようだった。



「とにかく夕鶴ゆうづるさんにはびっくりしたよ。いきなり井戸につれてかれたのも驚いたけど、あんな冷たい水を毎朝毎晩、冬でもかぶってるっていうんだから」

「ああ、そうなんですか……」

「ふーん……」

　夕食の席をはさんで、飛鳥も千紗も上の空だった。

（なんか、妙な雰ふん囲い気きだな……）

　夜。夕食の席である。今日もデリバリーの弁当を食べながら、譲ゆずるは、飛鳥と千紗の様子に当惑していた。

　千紗はいつになく口数が少ない。それに飛鳥もだ。やはり体調が思わしくないのか、ずっと自分の部屋にいて、ようやくこうして出てきたと思ったら、なんだか不安そうな、探るような視線を、ちらちらと譲と千紗に向けている。

（この二人、俺おれの知らないところでケンカでもしたのかな）

　千紗が先輩たちから、飛鳥を誘惑するよう言われたことも、また、飛鳥が譲と千紗の関係を疑っていることも知らない譲は、ただ首をかしげるばかりだった。

（女の子の気持ちって、わからないな……）



（男の子の気持ちって、わからないわ……）

　電気が消えた部屋で、飛鳥は眠れない夜を過ごしていた。

　昼休み、あんなに千紗とべたべたしていたのに、今はその様子がまったくない。

　いったいどういうつもりなのだろう。

　その千紗ちさは今、飛鳥あすかのベッドの隣の床で、布団に入っている。

　譲ゆずるも千紗も、飛鳥の前では何ごともないふりをとりつくろっているのだろうか。

　自分一人が蚊か帳やの外で、譲と千紗は、そんな飛鳥を陰で笑っているのだろうか。

（そんなはずない、と思う、けど……）

　飛鳥は、アルテミス・ハウリングの関係者を信用していない。

　みんながグルになって、姉を隠してしまったのではないかという疑念がぬぐえないのだ。

　かと言って、誰だれも彼もが結託して嘘うそをついている――とまでは考えていない。

　チームの幹部級ではない一般の月光精霊ニンフアーたちは、たぶん何も知らないのだろう。

　だから千紗や、それに譲にも、ある程度、気を許していた。

　でも、甘かったのだろうか。

　やっぱり他人など、信用するべきではないのだろうか。

　他ほかの人間に、たやすく心を許してはいけないのだろうか。

　……どうしてこんなに気持ちが波立つんだろう。

　さっきも、絹ヶ瀬きぬがせ譲と二人きりになるのがなんだか恐こわくなり、それで千紗に譲を迎えに行かせたのだ。二人がつきあっているのなら、邪魔するべきではないという配慮でもある。

　自分のいないところで、二人はどんな話をしていたのだろう。

（お姉ちゃん、私どうしよう……）

　こんなふうに迷った時、やはり思い出すのは姉のことだ。

　姉なら――朝霧あさぎり竜美たつみだったら、どんなふうに行動するかを考える。

（お姉ちゃんならきっと……応援してあげなさいって言うわ）

　もし、千紗が真剣に譲を愛しているのなら……。

　飛鳥もその気持ちを認めて、受け止めてあげるべきかもしれない。

　でも。

（絹ヶ瀬くんと千紗が、恋人同士に……）

　そう考えると、心がざわざわして、いっそう落ち着かなくなる。

　いったい自分はどうなってしまったのか。

　二人が離れていくような気がしてさびしいのだろうか。

　でも月光精霊は本来独りぼっち。自分はそう考えていたはずなのに。

　時間とともに、目は冴さえていくばかりだった。

　――かたや。

　飛鳥の横で、床に布団を敷いて寝ている千紗も、まんじりともせず煩はん悶もん中だった。

（ほんとにこんなことしなくちゃいけないのかなあ……）

　そっとメモを出し、闇やみの中で目をこらす。さっき先輩たちが書いてくれた計画書だ。

　だがいずれにせよ、先輩の言いつけに背そむくわけにはいかない。

　意を決して、隣のベッドに寝ている飛鳥あすかに声をかける。

「あの……飛鳥先輩。まだ起きてますか」

　飛鳥の方は、「きたっ！」とベッドの中で身を硬くした。しかし口く調ちようは平静を装よそおう。

「起きてるわよ。なに、千紗ちさ？」

「実は、その……大事なお話があるんですけど（なんだか修学旅行の告白大会みたい）」

「なあに、どんな話？（きっと絹ヶ瀬きぬがせくんのことだ！）」

「実は私……す、す、す、好きな人がいるんです！（言っちゃった！）」

「好きな人？（やっぱり！）」

　緊張に心臓が高鳴るのを感じつつも飛鳥は、同時に心のどこかでほっとしていた。

（そうか……ちゃんと打ち明けてくれるのね、千紗。――わかったわ。あなたが私に相談したいなら、私も真剣に聞いてあげる）

　まだ複雑な想おもいは消えないが、心はいくらか軽くなった。

　一方、まさか飛鳥がそんなことを考えているとは知らず、千紗はつづける。

「そうなんです、この合宿が始まってから、自分の気持ちに気づいたんです（もう後には退ひけない！）」

「ということは、その人ってやっぱり……（絹ヶ瀬くんのことね）」

「はい……気がついたらいつの間にか好きになってたんです（飛鳥先輩のことが）」

「びっくりしたわ……でも千紗、それって普通は許されないことよね（月光精霊ニンフアーは恋愛禁止だし）」

「そうですよね……（計画書にも、禁断のユーワク大作戦って書いてあるし）」

「それでもがまんできないくらい、好きなの？（絹ヶ瀬くんのことが）」

「はいっ。この気持ちはおさえられないんですっ（って、どうしよう。だんだん、ほんとにそんな気持ちになってきちゃったよ……）」

「そんなにまで……（かわいそうに。きっと、ずっと悩んでたのね）」

「あの、飛鳥先輩は好きな男の人とかいないですよね（まさかと思うけど）」

「え？　い、いないわよ。いるわけないでしょ（どうして急に私の話になるの？？？）」

「絹ヶ瀬さんのことも、別に好きってわけじゃないんですよね？（これもまさかだけど、でも、最近仲がいいみたいだし）」

「そ、そんなのあたりまえじゃない！（そうか。私と絹ヶ瀬くんの仲が気になってたんだ）」

「ですよね。はーよかった（ふふっ。気の毒に、絹ヶ瀬さんはやっぱり失恋ですね）」

「ねえ千紗、あなたがそこまで真剣なら、私もその気持ち、しっかり受け止めたいと思うの（そしてちゃんと相談に乗ってあげるわ）」

「ええっ！　い、いいんですか？（受け止めるって、私に誘惑されちゃうってこと？）」

「そうよ。大事なのは本人同士の気持ちだもの（お姉ちゃんならきっとそう言うわ）」

「それはそうですけど、でもそんな、簡単に……！（どうしよう。こんなにあっさり成功するなんて考えてなかったよー！）」

「ねえ、千紗ちさ……こっちのベッドにこない？（顔が見えないと話しづらいし）」

「ベッドに!?（まさかこのまま、あのマンガのああいうシーンみたいなことに!?）」

「だめ？　それなら私があなたの方に行くわ（このベッド小さいものね）」

「ひぃぃぃぃぃいいいっ！（ひぃぃぃぃぃいいいっ！）」

「今夜は朝まで寝かせないわよ、千紗（そして、じっくり話を聞かせてもらわなくちゃ）」

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁっ！（ひゃぁぁぁぁぁぁぁっ！）」

　パールホワイトのパジャマを着た飛鳥あすかが、千紗の布団に入ってこようとする。

　千紗は狼ろう狽ばいしまくって布団から飛び出し、壁にびたんとはりついた。こちらもパジャマで（クマ柄である）髪はほどいている。

「あのっ、飛鳥先輩、私やっぱりあのっ、心の準備がまだっ！」

「心の準備？　変な子ね、今さら何言ってるの」

「わわわわっ、どうしようっ。でも飛鳥先輩がそういうお気持ちなら私も思いきって飛鳥先輩とああいうことを、でも月光精霊ニンフアーは恋愛禁止だし、ああだけど女の子同士なら関係ないのかな。ああぅぅ私もうどうすればいいかわかんないよぅーっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　顔を真っ赤にして泣きそうな千紗ちさに、飛鳥あすかは目をぱちくりさせる。

「女の子同士？　あなた何を言って……」

　その時、すばらしいタイミングで、千紗の手から二枚のメモがはらりと落ちた。

「あわわわわっ」

　千紗が慌あわてて拾おうとするが、飛鳥の方が早かった。派手な飾り文字の表題を読む。

「絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるくんいけないユーワク大作戦……。こっちは……朝霧あさぎり飛鳥ちゃん禁断のユーワク大作戦　Ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｂｙ羽衣はごろも学園チーム……？」

　飛鳥はすべての真相をさとった。

「千紗！」

「ごめんなさぁいいいいっ！」



　翌朝。トーストの香りが立ちのぼる食卓で、譲はまたも不可解な光景を目にしていた。

　体操着の上にエプロンをつけた千紗が、制服姿の飛鳥にまとわりついて、愛想笑い全開で世話を――やこうとするのだが。

「あ、あのっ。飛鳥先輩、紅茶のおかわりいかがですかっ」

「自分でやるからいいわ」

　飛鳥は、なぜだかひどくそっけないのだった。

「えっと、それじゃトーストにバター、塗りましょうかっ」

「あなたに世話なんかしてほしくないわ。まったく、人がどれだけ心配したと思ってるの」

「あううう、すみません……」

「すみませんじゃすまないわ。あなたみたいなおばかさん、もう知らない」

「ふぇぇぇ、飛鳥先輩、許してくださぁあい」

　泣きが入った千紗と、つんとわざとらしく顔を背そむけてトーストをかじる飛鳥。

　でもとげとげしい雰ふん囲い気きではない。飛鳥の表情にはどこか安あん堵どの色があるようだ。

　まあ、何があったかはあとで飛鳥に聞くとして、とにかく昨夜のぎこちなさがなくなったのは喜ばしい。

（やっぱりこの二人は仲がいいんだよな）

　せっせと飛鳥の世話をやこうとする千紗と、怒ったようなすねたような表情の飛鳥。

　飛鳥がこんな顔を見せる相手は、たぶん自分と千紗だけだろうな、と譲は思った。



    

  
    
      
第三章　コスプレバトルの夕べ



　一



　とかなんとかやってるうちに数日がたった。

　その後の合宿生活は大たい過かなくすぎた。千紗ちさは懲こりたらしく、もう譲ゆずるを悩ませる事態は生じなかった。飛鳥あすかは、妙な作戦を考えた羽衣はごろも学園チームに立腹していたが、譲に「月光寮に怒鳴りこんだりすれば千紗の立場が悪くなるかも」と言われ、しぶしぶこらえた。

　しかしその分、闘志はさらに燃え、きたるべき珠緒たまお総長との決戦に向けてトレーニングに精を出す日々がつづいた。無論、譲は全力で協力した。千紗も、計画がバレたことで、かえって心おきなく飛鳥を手伝えるようになり、ほっとしたらしかった。



　そして、六月下旬の月曜日の放課後。

　授業が終わると、飛鳥はカバンを手に席を立ち、譲に一瞬だけ目め配くばせして廊下に出た。話があるからついてこいという合図である。

　周りに人がいないのを確かめ、廊下の隅で、飛鳥は短く告げた。

「今夜からアルテミス・ハウリングが始まるわ。輝きが強まっているでしょ。もうすぐ競技が始まるしるしよ」

　胸のハウルに目を落とす。今はペンダント状にして首にかけている。

「街じゅうの月光精霊ニンフアーのハウルも同じことになっているはずよ。今日はもう、家に帰るのは危ないわ。このまま二人で逃げましょう」

「また街を舞台にしたコスプレ追いかけっこが始まるのか……」

　これから一週間、他ほかのチームの追撃をかいくぐって逃げのびなければならない。

　逃げるのは女め神がみ。追いかけるのは精霊たち。

　最終日の日没時に月光貴石アルテミス・クリスタルを持っている者が優勝者となり、栄光を勝ち得るのだ。



　昇降口に出る。カバンを靴箱に押しこみ、手ぶらになる。荷物は少ない方がいい。

　視線を感じた。そっと目を向けると、一人の女子生徒が壁の陰に隠れた。

「監視されてるぞ。羽衣学園チームのメンバーだ」

　ささやくと、飛鳥も小さくうなずいた。

　靴を履き替える。譲は上履きからスニーカーへ。飛鳥は履き慣れたローファーへ。

　そして、ゆっくりと、校門に出る……。

　と見せかけて、校舎の裏へ走りこみ、塀を乗り越えて路地裏に着地、ダッシュ！

「ごまかせたかな？」

「わからないわ！　とにかく私たちの現在位置をつかまれないようにしないと！」

　敵チームにこちらの居場所を知られてしまったら、競技が始まると同時に襲撃されてしまう。まずは身を隠すのがセオリーなのだ。

　走りつづけて大通りに出た。やってきたバスに乗ろうとした譲ゆずるを、飛鳥あすかが止める。

「だめよっ。あれは白縫しらぬい交通のバスでしょ。使うなら市営の交通機関にしないと」

　確かに、建物の陰からそっと見ると、バスを運転しているのは若い美女だった。

「そうか。あの運転手さんが月光精霊ニンフアーだって可能性もあるわけだ」

「その通りよ。この街にはあちこちに白縫財閥系の会社があるんだから気をつけないと」

　次に来たのは市営のバスだった。これなら安全度は高い。ほとんど客はおらず、飛鳥と譲はひそひそと言葉を交わす。

「これから一週間、ずっとこの調子か……」

「そうよ。最終日の日没まで気を抜いちゃだめ。どうせそのうちバトルすることになるだろうけど、最初から飛ばしてたら身がもたないわ。逃げられるうちは逃げなくちゃ」

　今日は月曜日。ということは最終日は次の日曜ということになる。

　飛鳥はスカートのポケットから携帯電話を出し、メールを打ち始めた。

「誰だれに連絡してるんだ？」

「千紗ちさ。今日からは敵味方だけど健闘を祈るわ、でも悪いけど、優勝はまた私がもらうわよ――って。あ、もう返ってきたわ」

　飛鳥が譲に、千紗からのメールを見せる。

『飛鳥先輩、おたがいがんばりましょう。でももうしわけないですけど、勝つのは羽衣はごろも学園チームですよ。絹ヶ瀬きぬがせさんにもよろしく』

　写真が添付されていた。千紗とチームの仲間がガッツポーズしている。

「どこもチームで闘ってるのに、俺おれたちは二人だけか……」

　マリナフロント55の経済活動を握る白縫財閥。

　伝統と格式の象徴である古紋こもん神社。

　そして羽衣学園は、この街で最も大規模な教育機関だ。

　三大勢力の三みつ巴どもえの闘いから、飛鳥と譲だけがはみ出している。

　Ｆ１などのモータースポーツにたとえるなら、大資本のメーカーチームの中に、小さなプライベートチームが参戦しているようなものだろうか。

「関係ないわ。勝つのは私よ」

　飛鳥の瞳ひとみは自信と闘志に輝いていた。

「優勝しましょう。これは、私と絹ヶ瀬くんが正式に組む、初めての闘いなんだから」

「ああ、そうだな」

　飛鳥あすかの目を見ていると、本当になんでもできそうな気がしてくるのが不思議だった。



　ほどなくバスは、終点の繁華街に到着した。

　とりあえず人ごみの中にまぎれこむことにした。デパートの屋上に上がる。このデパートは、白縫しらぬい財閥とは無関係のはずだ。屋上には小さな遊園地があり、子どもたちが滑すべり台や砂場ではしゃいでいた。

　南には海。遠く西の山の端はに太陽が沈みかけている。空は赤く染まっていたが、譲ゆずるを悩ませるあの発作は起きなかった。

　むしろ茜あかね色いろの雲が優しく、慕したわしく感じられる――飛鳥が隣にいてくれるからだろうか。

「これからどうする。街のはずれにおまえんちの別荘があるって言ってたけど、やっぱりそこを隠れ家にするか」

「それが一番だと思うけど……でもよく考えたら、あそこって周りに民家がないから、かえって襲われやすいかもしれないわ」

「じゃあどこに行くんだ。旅館とか、ホテルか？」

「ホテルに入って、私に何するつもりなの」

　にらまれた。殺気を感じる。

「誤解するなって！　家に戻れないなら、どこかに宿を取らなくちゃいけないだろ？」

「未成年の男女を泊めてくれるホテルなんて、そうそう見つかるわけないでしょ。たとえあっても、敵にかぎつけられたら、かえって袋のネズミだわ」

「う～ん……」

　高校生が一週間、人目を避けて逃げのびるというのは、考えるほどに難しかった。

「街の外に出ちゃうわけにはいかないのか。電車に乗ってすごく遠くまで逃げるとか」

「それはルール違反」

「じゃ、いっそのこと、ずーっと人ごみの中から動かないってのは？」

「あまり現実的じゃないわね。一週間、食事もせず、お手洗いにも行かず、お風ふ呂ろにも入らないで、ただ人の多い場所を歩き回るだけなんて不可能よ。仮にそんなことして優勝してもバカにされるし、下へ手たをすれば運営委員会で問題にされるわ」

「なら、月光貴石アルテミス・クリスタルをどこかに隠しちまうってのは。穴掘って埋めたり、誰だれかに預けたり」

「却下。どこかに隠して、誰かのハウルに探知されちゃったらどうしようもないわ。身につけておくのが一番安心よ」

　意外に自由がきかない。もっとも、逃げる側に有利なルールでは、追いかけっこが成立しないだろう。

「学校をどうするかってのも問題だよなあ……」

「私は休んでしまうつもりだけど、出席日数が気になるなら、あなたは登校してもいいわ」

「そういうわけにもいかないだろ。でも、二人そろって一週間も休んだら、絶対に孝介こうすけたちに怪しまれるだろうし……」

　飛鳥あすかが不意に譲ゆずるの耳に口を寄せ、ささやいた。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、見て。私のハウル」

　首から下げられた二つの白い宝石が、光を強めている。

　太陽が西の地平に沈んでいく。空にはうっすらと、眉まゆのような月が見えている。

　そして、夕ゆう陽ひが完全に、山の陰に没した瞬間――。

　飛鳥の胸のハウルが、小さく、しかしはっきりと閃せん光こうを放った。

「これが開始の合図。たった今、アルテミス・ハウリングが始まったのよ」



　二



　飛鳥はセーラー服の内側に隠していた月光貴石アルテミス・クリスタルを出した。手のひら大の、純白の宝玉だ。

　そして、誰だれからも見えるように、あらためて首にかける。

「競技の期間中は、女め神がみはこれをちゃんと出しておくのがマナーなの」

　一カ所にとどまっているのは危ない。譲と飛鳥は屋上を後にして、屋内に入った。

　最上階はペット売り場だった。女性の店員さん、いわゆるデパートガールが笑顔でお客に応対している。

　平和な、ごく日常的な風景。でも、人々が知らないうちに密ひそかに、少女たちの闘いが始まっているのだ。女神の地位をめぐる争い。月光貴石の争奪戦が。

　エレベーターとエスカレーターは建物の反対側だ。遠いので階段を使うことにした。さすがに店内は人も多いし、襲われる心配はあるまい……。

　と思ったが、甘かった。二人が踊り場にさしかかった時。

「羽衣はごろも学園高校の朝霧あさぎり飛鳥さんですね！」

　はっと階段の下を見やる。明るい色の派手なスーツにおしゃれな帽子をかぶり、白い手袋をはめたエレベーターガールが、こちらを見あげていた。

「白縫しらぬいデパートチーム見参！　その胸の月光貴石、こちらにいただきます！」

　エレベーターガールのお姉さんは、手にしたヌンチャクをくるくるくるっ、と身体からだのまわりであざやかに回転させ、「アチョッ！」と怪鳥音を発してポーズを決めた。すでにハウルはドライブ状態らしい。

「まずい。逃げるぞ、飛鳥！」

　慌あわてて階段を上がろうとしたが。

「同じく白縫デパートチーム！　ここは通しません！」

　さっき笑顔で接客していたデパガのお姉さんが、檻おりに入っていたドーベルマンの仔こイヌを三匹従え、仁王立ちしていた。上と下からのはさみ打ちである。

「動物を使うのもアリなのか!?」

「ああいうタイプの月光精霊ニンフアーもいるってことよ！」

「でも、このデパートは白縫しらぬい財閥と関係ないはずじゃ――」

　その疑問には、エレベーターガールとデパートガールが交互に答えてくれた。

「私たちは派遣社員なんです！」

「白縫財閥系の派遣会社から、このデパートに派遣されているんです！」

　それで納得はいったが、早くも絶体絶命だ。上から、下から、デパガとエレガが一歩、一歩、歩調を合わせて迫ってくる。

　特に警戒が必要なのは、上から近づいてくる三匹のドーベルマンだ。

　動物の強さというのは馬ば鹿かにならない。人間には爪つめも牙きばもないのだ。仔こイヌや仔ネコ一匹と闘うにしても、人間が武器を持ってようやく五分五分といったところだろう。

　しかし、絹ヶ瀬きぬがせ流古武技には、動物を相手にした時の対処法も伝わっている。

「飛鳥あすか、俺おれが合図したらハウルを起動させろ」

「え？」

「いいから言う通りにするんだ」

　エレガとデパガの月光精霊が同時に叫んだ。

「いきます！」

「カカレ！」

　下からはヌンチャクを手にしたエレベーターガールが、上からは号令をかけられたドーベルマンが、同時に襲いかかってきた。

「今だ、飛鳥！」

「起動ドライブ！」

　飛鳥の胸でハウルがまばゆく輝いた。セーラー服の布地に、輝く紋様が浮かびあがり、飛鳥を変身させる。手には、新たに武器として選んだ波形の剣、フランベルジュが現れる。

　変身の光こう芒ぼうが飛鳥を包みこむ。

　動物をひるませるのは炎、大きな音、そしてまぶしい光だ。

　ハウルの放った閃せん光こうに、まだ幼いドーベルマンたちは、びくっと身体からだをすくませた。

　その隙すきをついて、譲ゆずるがそちらに走る――と思わせて反転し、ヌンチャクのエレベーターガールに突進する。不意をつかれてエレベーターガールも、はっと身構える。

　飛鳥の変身が完了した。

「羽衣はごろも学園高等部一年三組、『袈け裟さ斬ぎりの飛鳥』！　いくわよ！　どぅおおおりゃぁぁぁぁぁぁぁぐわぁぁぁぁぁぁんぎゃあああありゃああにゃあああああああ！」

　その声に、ドーベルマンたちはますますびびったようだった。ハウルの力でパワーアップ、ドレスアップした飛鳥あすかが、譲ゆずるの頭をひらりと飛び越え、下方のエレベーターガールに斬きりかかる。譲と飛鳥に同時に迫られ、ヌンチャクのエレガールの対応が、一瞬遅れた。

「だあありゃぁぁぁぁぁぁぁあづああああああぐぁああああああああああっ！」

　袈け裟さがけに斬りおろし、フランベルジュの先にヌンチャクを引っかけ、振り飛ばす！

　フランベルジュの刃は波形なので、紐状の武器が絡みつきやすいのだ。

　くるりと空中回転して階段に着地した飛鳥は、剣をかざして第二撃をくわえようとする。

　が、譲は飛鳥の手をつかんで走りだした。

「かまうな、走れ！」

　背後で二人の月光精霊ニンフアーの声が聞こえる。

「逃げられたわ！　くぅっ、さすがにやるわね」

「もしもし、本部ですか？　朝霧あさぎり飛鳥が、中央五丁目に現れました！」

　階段の下には、「ただいま清掃おそうじ中ちゆうです　もうしわけありませんが、ほかの階段をおつかいください」という札が置かれていた。これで一般客の通行止めをしていたわけだ。

「なんで逃げちゃうのよ！　闘ってやっつけてやりたかったのに！」

「連絡してるの聞いたろ。すぐに仲間が集まってくるぞ」

「せっかくハウルを着たのに……。これ一度解除すると、すぐには起動できないのよ」

「がまんしろ。とにかく安全な場所をさがすんだ！」

　ハウルを着たままでは目立ってしまう。しぶしぶ普通のセーラー服に戻った飛鳥とともに、戸外に飛び出す。街路は人でいっぱいだった。

「またハウルを着られるようになるまで、どれくらいかかるんだ」

「人によるけど、私の場合は三十分から一時間くらい。疲れてる時はもっとかかるけど」

「三十分か……」

　通常なら、ハウルを着ていない者を攻撃するのは禁じられている。

　だが、女め神がみだけは例外だ。ハウルを着ていようと着ていまいと、いつでも挑戦していいのである。もちろん怪け我がをさせないよう配慮しなければならないが。

　突然、街角でビラを配っていた居酒屋の呼びこみのお姉さんが、立ちはだかった。

「羽衣はごろも学園の朝霧飛鳥さんですね」

　ぎくっとして足を止める。お姉さんは、ねじりハチマキに法被はつぴに褌ふんどしのお祭りスタイルだった。これがこの店の制服なのだ。白縫しらぬい財閥の系列チェーンである。

「女神に挑戦します！　中へどうぞ！　お客さま二名さま、ご案なぁい！」

「悪いけど、またこの次！」

　譲がまた飛鳥の手を取り、走りだす。飛鳥は悔しそうだ。

「挑戦を受けて、返り討ちにしてやりたいのに！」

「変身できないうちは逃げるしかないだろ！」

　どこから敵が現れるかわからない。今や街全体がバトルフィールドなのだ。
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　そのあとも、譲ゆずると飛鳥あすかはいたるところで、いろんな制服を着た若い女性に挑戦された。

　携帯電話の案内をしているキャンペーンガール。

　駐車場の交通誘導をしている警備員の女性。

　漆しつ黒こくのライダースーツを着たバイク便のお姉さん。

　ファミレスの女性スタッフが飛鳥を見つけて追いかけてきたりもした。

　裏道に逃げこんでも、ライブハウスの楽屋口から出てきた女子高生ガールズバンドが、ギターやドラムセットで殴りかかってきたりするので油断がならない。

「はあ、はあ、はあ……」

　大通りのバス停で、ベンチに腰をおろし、二人で息をつく。

　飛鳥は唇をかんで握り拳こぶしを震わせ、ローファー履きの足で、どかどか地団駄を踏んだ。

「ううう、悔しいぃ。敵に会うたびに逃げなくちゃならないなんて……！」

「落ちつけよ。逃げられるうちは逃げるって言ったのはおまえだろ」

「でも闘いたくて闘いたくて、身体からだがうずうずするのぉーっ！」

「……おまえも水でもかぶって、頭冷やした方がいいんじゃないのか？」

　まあ、初めて女め神がみの立場になって、気合が入っているのはわかるが。

「まだハウルはドライブ状態にできないのか」

「うん……もう少しかかりそう」

　飛鳥が胸のハウルを見下ろす。譲には理解できないことだが、何か体感的に、ハウルの状態がわかるらしい。

　その時。

「かくまってあげよっか、るーちゃん？」

　ぎょっとして視線をあげる。そこには見慣れた顔があった。

「真美子まみこ……！」

　幼なじみの糸村いとむら真美子だった。今はメイド喫茶の制服を着ている。

「――――！」

　と、譲と飛鳥が同時に腰を上げた。真美子は白縫しらぬいメイドチーム。二人の敵なのだ。

　が、真美子は、いつものにこやかな笑顔を崩さない。

「そんな顔しないでよ、るーちゃん。ハウルを使えるようになるまで襲ったりしないから。ちょっとお話がしたいだけ」

　そして飛鳥に目を向ける。

「朝霧あさぎりさんにもこないだのことお詫わびしたいし。今度は嘘うそつかない。信用して。ねっ？」

「…………」

　飛鳥あすかは表情を消し、無言で真美子まみこをにらみつける。

　信用してと言われても、はいそうですかとはいかない。

　前回のアルテミス・ハウリングでは、譲ゆずるも飛鳥も真美子に煮え湯を飲まされているのだ。

　譲は薬を盛られ、メイド喫茶要よう塞さいに監禁された。飛鳥は、譲が裏切ったという嘘の情報を与えられ、動揺しつつ闘わねばならなくなった。

　――しかし飛鳥は、硬い表情のままうなずいた。

「わかった。話を聞くわ」

「おい、飛鳥……」

　真美子は、はやしたてるようにぴょんぴょんとびはねた。

「うわあー。下の名前で呼んじゃうなんて、ほんとに仲良くなったんだねぇ。ちょっと妬やけちゃうなあ」

　そして譲と飛鳥の手を取り、立たせる。

「私、今はこの近くの店で働いてるの。るーちゃんはお客のふりをすればいいけど――でも朝霧さんは、そのままじゃ目立っちゃうね」

　と、飛鳥のセーラー服をながめ回す。

「そうだ！　朝霧さんにはうちのメイド服を貸してあげる。るーちゃんの専属のメイドさんってことにすればいいよ。うんうん、われながら名案！」

「私がメイド服？」

「おまえが、俺おれの専属のメイドさん？」

　譲と飛鳥は、すぐには意味がのみこめず、顔を見合わせた。
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　十分後。テーブルについた譲に向かい、メイドさんに化けた飛鳥が、顔を真っ赤に染めて、羞しゆう恥ちに身体からだを震わせていた。

「お、お帰りなさいませ、ごしゅ、ごしゅじ、うううぅぅ……」

　エプロンにはカラーペンで可愛かわいく書かれた「研修中」のプレート。ハウルと月光貴石アルテミス・クリスタルは、ポケットの中だ。

　飛鳥の横で、真美子が先輩顔でレクチャーしている。

「ダメだよ、朝霧さん。ちゃんとご主人さまにごあいさつしないと。はい、もう一回」

「おおお、お帰りなさいませ、ご主人さま。わたくしがご主人さまの専属のメイド、朝霧飛鳥でございます」

「うん、可愛かわいい可愛い。つづけて」

「どどどどんなお言いつけにも、喜んでしたがわせていただきます。この飛鳥あすかに、何でもお申しつけくださいませ」

「いいよいいよ。はい、その次は？」

「ごっごっご主人さまにご奉仕するのが、飛鳥の幸せでございます。どうか飛鳥めに、メイドの歓よろこびを教えてくださいませ。あああ、あす、飛鳥の」

「がんばって、もう一声」

　飛鳥は目を閉じて、ヤケ気味で叫んだ。

「あああ、飛鳥の、大々だぁーい好きな、ご主人さまっ！」

「はぁーい、よくできました。でも、まだ完全じゃないよね。ご主人さまの足元にひざまずいて、おねだりするような甘えた感じで言わなくちゃ」

「えっ……」

「他ほかの子たちもそうしてるでしょ？」

　広いフロアには、他にもお客やメイドさんが大勢いる。

　譲ゆずるは同じ系列のメイド喫茶でバイトをしていたが、この店舗に入るのは初めてだ。

　高級感があり、制服は可愛らしく、そしてメイドさんはとびきりの美人ばかりである。

「ほら、他のお客さまもメイドたちも、みんなノリノリでそれぞれの役割を楽しんでるじゃない。この場に溶けこむなら同じことしなくちゃ」

「でも、だけど……」

「あまりごちゃごちゃやってると怪しまれちゃうよ。はい、膝ひざをついて」

「く……。やればいいんでしょ、やれば！」

　飛鳥はうなじまで真紅に染めながら、涙目になって真美子まみこの言う通りにした。

　すなわち、譲の足もとにひざまずき、手を胸で組み、おねだり口く調ちようで甘えるように、今のセリフをくりかえしたのであった。

「うっひゃ～、ほんとにやったぁ～！　かぁっわいいぃい～。もう愛しちゃいそうっ！」

　と真美子が、やけにハイテンションで飛鳥に抱きつく。

　この間、譲は、引いていいやら食いついていいやらものすごく判断に迷っていたが、こんな飛鳥はもう二度と拝めない飛鳥かもしれないので、とり急ぎしっかり記憶に焼きつけておくことにした。

　飛鳥はまだ真っ赤っかだ。恥ずかしいのか悔しいのか怒っているのか、今にも泣きそうに唇を震わせ、「あとで見てなさいよ」と言いたげな目を譲に向けている。別に譲がさせたわけではないのだが。……給料を減らされたらどうしよう。

「糸村いとむらさんって意地悪な人だったのね」

　飛鳥が目め尻じりをぬぐって真美子をにらむ。真美子は悪びれもせず笑顔のままだ。

「これぐらいさせてよー。私の大事なるーちゃんを略奪されちゃったんだから」

「略奪って、私と絹ヶ瀬きぬがせくんは別にそういう関係じゃ――きゃあ！」

　真美子まみこは惚ほれ惚ぼれしたように、飛鳥あすかの身体からだにべたべた触りまくった。

「はー、思った通り、ほんっとよく似合うよね、朝霧あさぎりさんにメイド服。そうだ！　このまま朝霧さんも、るーちゃんと一緒に白縫しらぬいメイドチームに入らない？　朝霧さんならきっとすぐ、お店のナンバーワンになれるよ」

「私はどこのチームにも入らない！　そう決めてるの！　あの、ちょっと、糸村いとむらさん……ほんとにやめて……」

　逃れようともがく飛鳥だが、真美子は執しつ拗ように触りまくる。身体をすりよせ、頬ほおをくっつけ、今にも舐なめまわしそうな密着度だ。

「つれないこと言わないでさぁ。うちのチームに入ってくれたら、朝霧さんにも奉仕の歓よろこびとか、隷れい属ぞくする歓びを教えてあげるから。私がマンツーマンで、みーっちりと」

「そんなもの教わりたくないっ！」

「るーちゃんも、絹ヶ瀬流の技も、女め神がみの地位も、ぜぇんぶ独り占めしちゃってさ。朝霧さんって欲張りなんだー。せめてるーちゃんだけでも、私に返してほしいなー」

「だからっ、私と絹ヶ瀬くんはそういう関係じゃ……」

　あの強気の飛鳥が、真美子にはいいようにいじり回されている（いろんな意味で）。もしかすると、飛鳥あすかにとって真美子まみこは、天敵のような存在なのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      「ね、行くとこないならずっとここにいなよ。朝霧あさぎりさんの家も、るーちゃんのアパートも、もう住所も電話番号も情報が流れちゃってるんだから、帰れないでしょ」

　譲ゆずるはこのあいだから気になっていたことを訊たずねた。

「なあ、真美子。いつかのホームルームで、クラス名簿作ろうって提案したの、おまえだったよな。あれってチームの役に立てるためだったのか？」

「まあね。朝霧さんの住所が知りたかったの、月光精霊ニンフアーだってことはわかってたから。他ほかのクラスメートの住所も、知ってればそのうち何かの役に立つかもしれないし」

「やっぱりそういうことか……」

　飛鳥も硬い表情だ。明るく面倒見のいいクラス委員が、実はそんな思惑ぶくみで行動していたなど、飛鳥にとっても思いがけないことだったろう。

「おまえ、白縫しらぬいあげはさんには、まだつきそってなくちゃならないのか。クラスの連中、おまえが長いこと休んでるから気にしてるぞ」

　すると真美子は気まずそうな顔になって、飛鳥から身体からだを離した。

「う、ん……。みんなに心配かけてるのは悪いと思ってる――これは冗談ぬきで。でも、私にとってはやっぱり、あげはさまが一番大事な人だから……」

「あげはさんがこないだのバトルでおかしくなった原因は――」

「まだわからないみたい。でも、もう心配はないって」

　それを聞いて、譲はほっとした。思えばずいぶんひどい目にあわされているのに、どういうわけか譲は、あの派手なメイドさんを嫌いにはなれないのだった。

「そもそもおまえ、どうして白縫メイドチームに入ったんだ？」

「それは、ヒ、ミ、ツ」

　真美子はウインクして、ぺろりとピンク色の舌を出した。



　その白縫あげはは、譲と飛鳥の様子を、上のフロアのＶＩＰ席から見下ろしていた。彼女の「ご主人さま」である白縫朔夜さくやのテーブルについているのだ。

「あれが、朝霧竜美たつみさんの妹さんと、絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者の男の子ね……」

　白縫朔夜が、やわらかな眼まな差ざしを譲と飛鳥に注そそいでいる。二十代半なかばほどの、上品な容姿の美女だ。彼女は白縫財閥本家の娘で、グループの中枢にいる人物である。

　朔夜は、どこかはかなさを感じさせるスリムな身体を、品のいいデザインのイブニングドレスに包んでいる。古紋こもん夕鶴ゆうづるが見たらうらやましがるかもしれない体つきだ。

「あげは、あなたもごあいさつしてきたら？　このあいだのこと、まだきちんとあやまっていないんでしょう」

　今日もメイド服を完かん璧ぺきに着こなした白縫あげはは、朔夜に紅茶のおかわりを注そそいだ。

「これから闘う相手と親しくするわけにはまいりませんわ。朝霧あさぎり飛鳥あすかがハウルを使えるようになったら、逃げ場のない部屋に押しこめて、すぐにも雪辱戦を挑むつもりです」

　白縫しらぬい朔夜さくやは表情を曇らせた。

「またそんなことを考えているの？　いけない子ね」

「必要とあれば、どんな卑ひ劣れつな手段でも用いる。それが白縫メイドチームの戦い方ですわ。たとえ卑ひ怯きよう者ものとののしられようと、極悪人とそしられようと」

「あまりやりすぎないでね……。あなた自身を辱はずかしめるようなことはしてほしくないわ」

「汚れることを恐れていては何もできませんわ。私たちはビジネスの一環としてアルテミス・ハウリングを闘っているのです。古紋こもん神社のように常に正道を歩まねばならないチームや、羽衣はごろも学園のように、その時楽しければなんでもアリなどと思っているお気楽な集団とは違うのですから」

　あげはの瞳ひとみは、わずかに暗い情念を秘めて、しかし爛らん々らんと輝いていた。病みあがりで、まだ本調子ではないとはいえ、すでに気力は充じゆう溢いつしているようだ。

「白縫家のためなら……いいえ、朔夜お嬢さまのためなら、私は悪魔にでも魔女にでもなりますわ。それがメイドとしての私の覚悟なのです」

「その気持ちは嬉うれしいけれど、周りの人たちのことも考えなければだめよ。白縫グループがなくてもこの街はつづいていくでしょうけど、この街がなければ白縫グループは立ち行かないのだから」

　白縫朔夜は、窓の外にひろがる、街の夜景に目を向けた。

「私たちがビルを建てようとしても、古紋神社が協力してくれなければ地じ鎮ちん祭さいひとつ行えないし、会社を作っても、羽衣学園が優れた人材を送りだしてくれなければ、働いてくれる人を見つけられないわ。街が栄えることが私たちが栄えることなのよ」

　白縫財閥は近江おうみ商人の流れを汲くんでいる。「売り手よし、買い手よし、世間よし」が代々の家訓なのだ。

　朔夜は、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずると朝霧飛鳥を、弟や妹を見るような優しげな瞳で見つめた。

「いい子たちみたいね……。確かに、うちのチームに入ってもらいたくなるわ。――メイド服も、あなたに負けないくらい似合っているし」

　あげははプライドを刺激されたのか、むっとしたように頬ほおをふくらませた。そんな子どもっぽい表情に、朔夜はくすくすと小さく笑った。



「あーあ、ちょっとトイレに行きたくなったな。おい、専属メイド、ついてこい」

　偉そうに飛鳥に告げ、譲は立ちあがった。飛鳥は眉まゆをつりあげ、白い歯をむきだした。

「だっ、だっ、誰だれにモノを言ってると思って……！」

「今は、俺おれがおまえのご主人さまだぞ。おまえもメイドらしく、俺の命令にしたがえ」

「…………！　…………！」

　飛鳥あすかはものも言えないくらい激怒している。横で真美子まみこがはやしたてる。

「うわあ。るーちゃんも、だんだん『ご主人さま』が板についてきたね。朝霧あさぎりさん、るーちゃんの言う通りだよ。メイドは、ご命令には喜んでしたがわなくちゃ」

「ほーら、真美子もこう言ってるだろ。ぐずぐず言わずにさっさと来い」

「いってらっしゃい、朝霧さん。私、テーブルを片づけておくからねー」

「うっ、ぎっ、ぐっ、ががががっ」

　飛鳥は意味不明の音声を発しつつ、ぎくしゃくした足どりで、譲ゆずるにつづいて廊下に出た。

「――わ、私に何させるつもりなの。まさか私の手で、その……トイレの世話を」

　飛鳥は、何やら心配そうに譲の腰のあたりに視線をさまよわせた。

「バカ、そんなことさせるかよ。しっ、大声出すな」

　と、周りに人がいないことを確認し、飛鳥にささやく。

「このまま逃げよう。まずい雰ふん囲い気きだ」

「え？」

「上の階にあげはさんがいる。壁の鏡に映ってた。俺おれたちを見張ってるみたいだった」

　飛鳥が小さく息を飲む。が、すぐに瞳ひとみを、かっときらめかせた。

「だったら逃げるわけには――！」

「おまえ、もうハウルを使えるのか？」

「まだだけど……でも、お財布も学生証もセーラー服の中なのに」

「あとで取りにくればいい。羽衣はごろも学園チームと闘う前に月光貴石アルテミス・クリスタルを奪とられたら、元も子もないだろ？　ここは敵地のどまん中なんだ。時には、わき目もふらずに一目散に逃げ出すのが正解ってこともあるんだ。今がその時だ」



「女め神がみに逃げられました。申し訳ありません！」

　ＶＩＰ席の白縫しらぬい朔夜さくやと白縫あげはのもとに、糸村いとむら真美子が駆けつけてきた。

「廊下の窓から逃げだしたようです。すみません、玄関と裏口には監視を置いていたのですが……」

　あげはは慌あわてなかった。すかさず真美子に指示を下す。

「ただちに機動メイド部隊に追跡命令を。――気にすることはないわ、真美子。これぐらいカンのいい相手でなくては、私も闘いがいがないというものよ」

「ありがとうございます。ただちにお言いつけ通りにいたします」

「あなたのクラスメートは、なかなか手ごわいようね。すてきなお友だちがいて、うらやましいわ」

　朔夜が楽しげな口く調ちようで真美子に話しかける。真美子は一瞬、どう答えたものか戸惑うような表情を見せたが、結局、ただうやうやしく頭を下げ、そそくさと走り去った。

　朔夜さくやがあげはに目を向ける。

「あの子たちの方が一枚上うわ手てだったみたいね。かまわないから逃がしておあげなさいな。あなただって、まだ体調が万全ではないのでしょう？」

「ご心配には及びませんわ。もう二度と先日のような失態はお見せいたしません」

「本当に、無理はだめよ。危ないと思ったら、誰だれか他ほかの子にバトルをまかせるのよ」

「わきまえております。それでは行って参ります、朔夜お嬢さま」

　優雅に礼をしてあげはは立ち去った。朔夜は気づかわしげに、その背中を見送った。



　五



　廊下の窓から脱出し、夜の街を走りに走る。なんだかアルテミス・ハウリングと関かかわってから、夜中に走ってばかりいるような気がする。

　やがて、譲ゆずると飛鳥あすかは、ビジネス街の中にある大きな公園にたどりついた。

　ここも、木こ立だちや植えこみに囲まれて、周りの建物や道路からは見えなくなっている。たぶん、白縫しらぬい財閥あたりが行政に手を回し――つまり市役所の職員や市議会議員、もしかしたら市長クラスにまではたらきかけて――わざわざこういう設計にしたのだろう。

　木陰のベンチで息をつく。

「真美子まみこのやつ、今ごろあわててるだろうなあ……」

「かまわないわよ。私あの人嫌い。人にこんな服着せて」

　飛鳥はまだ怒っているようだ。

「でもほんと、よく似合ってると思うけど――」

　ぺちん、と頭を叩たたかれた。

「さっきお店であったことは今すぐ忘れなさい。いいわね！」

「俺おれに怒ることないだろ。やらせたのは真美子なんだから」

「まみこ、ね……」

　飛鳥がちらっと、とがめるような目でこちらを見る。

「なんだよ」

「……あなたって、糸村いとむらさんに、るーちゃんって呼ばれてるのね」

「まあ、小さい頃ころからのつきあいだから。それがどうかしたか」

「別に。ただ、ちょっと思ったの。あなたって、私のこと好きになる前は、糸村さんのことが好きだったんじゃないかなーって」

「なっ」

　今度は譲が赤くなる番だった。飛鳥の瞳ひとみは冷やかだ。

「あなたって真面目まじめそうな顔してるくせに、けっこう気が多いのね。千紗ちさとも針生はりゆう先生とも、それに古紋こもん夕鶴ゆうづるとも仲がいいみたいだし」

「それ全部、アルテミス・ハウリングの関係者だろ！」

「言いわけなんて見苦しいわ。何よ。私のこと愛してるって言ったくせに」

「言ってねーだろ、愛してるなんて！」

「言ってなかった？」

「言ってない！」

　まあ、それに類することは口にしたかもしれないが。

「じゃ、愛してないんだ。私のこと」

「え」

　ストレートになんという質問を。

「いや、その……」

　飛鳥あすかは腕組みして、どうでもいいような素そ振ぶりで顔を背そむけ――でも、微妙に真剣さもあるっぽい目つきで、ちらちらこちらを見ている。

　いや、あらためて問われるとどうなんだろう。

　もちろん嫌いではないしたまに本気でムカつくこともあるにせよ放ほうっておけないとも思うのだがかと言って片思いしていた時の気持ちには戻れないのもまた確かなことで何しろあの頃ころは飛鳥をおとなしく心優しい文学少女と信じていたのだからそれはそれで複雑な感は否いなめぬもののそれじゃあその頃より飛鳥への好意が減げん衰すいしたかと言うと断じてそういうことではなくそれにしても飛鳥のメイド服姿はめちゃくちゃに可愛かわいい。

（……つーか、なんでいつも俺おればっかり悩まなくちゃいけないんだ）

　いささか腹が立ってきた。考えたあげく、譲ゆずるは反撃に出ることにした。

「俺はおまえを愛してる！」

「え!?」

　飛鳥がひどくうろたえたように振り返った。一瞬で顔が赤くなる。

「……って言ったらどうする？」

　たちまち飛鳥は怒り出した。

「ず、ずるいわ。そんな言い方」

「いいから答えてくれよ。もし俺がそう言ったらどうするんだ」

「どうって……そんなこと……言われても」

　メイド服のエプロンをそわそわと揉もんで、一瞬困ったような顔になりかけたが。

　むっ、と、すぐいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらになって、譲をにらみつけてきた。

「別にどうもしないわよ。私の方はあなたのことなんかなんとも思ってないんだもの。私にとってあなたはただ、お金払って雇ってるコーチっていうだけなんだし。あなたが絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者じゃなかったら、口をきこうとも思わないし」

　それはちょっと、あんまりではあるまいか。

「……そういう言い方はないだろ。なんだか金だけの関係みたいじゃないか」

「事実そうじゃないの。最初に私、言ったわよね。あくまでコーチとして雇うだけだって。なのにさっきはあんな恥ずかしいこと言わせて」

「だから、あれは真美子まみこが言わせたんだろ！　あのな、この際はっきり言っとくけどな、俺おれだってその気になればほかのバイトぐらい見つけられるんだからな」

「でも、私があげるお金より、給料安いんでしょ。私がいなければ、あなた、ろくにごはんも食べられないじゃない」

　事実であるだけにぐさっときた。それに「わたしがあげるお金」って言い方はどうなんだ。せめて「支払ってる」とか言ってくれればいいのに。

「――そんなの、これまでの暮らしに戻るだけだ。俺がコーチしてやってるのは、針生はりゆう先生に頼まれたからだし、おまえが弱いから面倒見てやってるだけなんだぞ」

　飛鳥あすかはベンチを膝ひざの裏で蹴け飛とばすようにして立ちあがった。

「コーチして、やってる？　面倒見て、やってる？　私が弱い？」

「弱いだろ！　ハウルを着ないで闘って、俺に勝てるのかよ!?」

「か、勝てるわよ！　あなたなんか一瞬でやっつけてやるわ」

「おまえなあ……」

「あなたが私のこと好きなのは勝手だけど、私はあなたのことなんかなんとも思ってないから！　むしろ嫌いだから！　私はあなたを利用してるだけだし、私と何か特別な関係とか図ずう々ずうしいこと考えないでほしいわ。そんなの迷惑なだけ――」

「飛鳥！」

　と、いきなり飛鳥を地面に押し倒す。

「なっ、なっ、なにっ……する気っ……」

　譲ゆずるに抱きすくめられて、飛鳥がおびえたようにもがく。譲も飛鳥の、メイド服ごしの身体からだのやわらかさに動揺しそうだったが――それどころではない。

「しっ。――来た！」

　ベンチの陰に身を伏せる。周囲の木こ立だちの中に、大勢の人間の気配がある。

「追手だ。白縫しらぬいグループか。古紋こもん神社か。それとも――」

「飛鳥ちゃん！　それに譲くん！　そのへんにいるんでしょ。出てらっしゃい！」

　猫手毬ねこてまり珠緒たまお総長の声だ。すると羽衣はごろも学園チームか。

「巡回中の仲間が、あんたたちがここに逃げこむのを見たのよ！　この公園は囲んだわ。無駄な抵抗はおやめなさい！」

　譲が飛鳥にそっと訊たずねる。

「ハウルはもう使えるか」

　だが飛鳥あすかは硬い表情のまま、譲ゆずるを見ようともしない。

「おい、飛鳥……」

　答えず、飛鳥はいきなり立ちあがった。慌あわてて譲も身体からだを起こす。

　周りは、羽衣はごろも学園の女子中高生にびっしり囲まれていた。彼女らが着ているのは制服、体操着、ジャージ、さまざまだ。

　そしてその中に、猫手毬ねこてまり珠緒たまお総長と、副キャプテンの綱島つなしま沙也香さやかがいた。

「どうしちゃったのそのカッコ。白縫しらぬいあげはの手下にでもなったの？」

　メイド服の飛鳥を見て、珠緒総長が目をまん丸にした。

「うるさいわね！　バトルするんでしょ。早くかかってきなさいよ！」

「おい、そんな一人で勝手に――」

「…………」

　飛鳥はあいかわらず譲を見ない。まだ腹を立てているらしい。

「なぁんかご機嫌ナナメみたいね。ま、なんでもいいわ。さっそく、私が相手に……」

　舌なめずりして珠緒総長が進み出ようとしたが。

「待って、タマ。うちの代表はあなたじゃないわ」

　メガネの綱島沙也香が止めた。そして中等部生たちに目を向ける。

「朝霧あさぎり飛鳥さんと闘うのは、服部はつとり千紗ちさ。あなたよ」

「ええっ？」

　指名されて、半はん袖そで短パンの体操着姿の千紗は、大きく目を見開いた。
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「えぇ～、なんでぇ～!?」

　珠緒たまお総長が綱島つなしま沙也香さやかにくってかかる。千紗ちさもうろたえている。

「私が飛鳥あすか先輩に勝つのなんて絶対無理です！　やっぱり総長に闘っていただく方が……」

　他ほかのチームメイトたちも意外そうだ。もちろん飛鳥も同じである。

　が、譲ゆずるは驚かなかった。もし譲が羽衣はごろも学園チームにいたら、やはり千紗を選んだだろう。

（まずい……！）

　譲は棒術の珠緒総長が出てくると思っていたのだ。千紗が相手では決定的に不利だ。

「挑戦者はあなたよ、千紗」

　綱島沙也香がくりかえした。

「これは先輩命令。負けてもともとのつもりで頑張ってごらんなさい。あなたが敗れても、あとには私たちが控えてるんだから」

「わ、わかりました。先輩のご命令とあれば」

　顔を引きつらせて、千紗が進み出てきた。

「羽衣学園中等部、三年一組、服部はつとり千紗ですっ。女め神がみの朝霧あさぎり飛鳥さんに挑戦しますっ」

　珠緒総長はまだごねている。

「えぇ？　ヤダぁ！　飛鳥ちゃんとは私が闘うの！」

「そのうちちゃんと闘わせてあげるから。今はガマンしなさい」

　ジタバタ暴れる珠緒総長を、綱島沙也香がなだめている。

「いいわ。挑戦を受けてあげる」

　飛鳥もさっさと進み出る。

「千紗なら私の闘い方をよく知ってるってことかしら。それとも私の動揺を誘う作戦？　どっちにしてもここで負けるわけにはいかないわ」

「ま、待て。飛鳥」

　慌あわてて追いかけたが、飛鳥はふりむこうともしない。

「あなたのコーチなんか必要ないわ。私が弱くないってことを見せてあげる」

「そんなこと言ってる場合じゃない。千紗は――」

「聞きたくない！　起動ドライブ！」

「ド、起動ドライブ！」

　千紗ちさも飛鳥あすかにつづいて叫ぶ。飛鳥のメイド服、千紗の体操服、それぞれの表面に、いつもの光る紋様が現れた。

　ハウルは、その時その人間が着ている衣装を変化させる。千紗はいつもの体操着だが、飛鳥はメイド服のまま変身する。飛鳥がセーラー服以外の姿で闘うのは初めてだが――これもまずい。ふだんと違うことをぶっつけ本番で試すのは危険だ。

「飛鳥、聞け！　千紗は――」

「いくわよ千紗！　ぬおりゃああああああああどぅおりゃああああぐわぁぁぁぁぁ！」

　譲ゆずるの声には耳を貸さず、いきなり飛鳥が突進した。

「わっ、わっ」

　千紗がひるんだように後ずさる。飛鳥は一気に間を詰めた。

　鋭い金属音。「袈け裟さ斬ぎりの飛鳥」が振りおろした剣を、千紗のクサリガマがかろうじて受けとめたのだ。

「飛鳥！　千紗のクサリガマに気をつけろ！」

　なんとか言葉を届かせようとするが、飛鳥はわめきながら闘っているので耳に入らないようだ。

「うりゃああああああだああああああっ、はっ、はっ、はっ！　ぬがぁぁぁぁっ！」

　上から下から、横から斜めから、縦横無尽に飛鳥が剣を振るう。

「きゃっ、あっ、ひぃっ」

　千紗は必死に受け続ける。しかし防戦一方、じりじり後退する。

　綱島つなしま沙也香さやかが、冷静な口く調ちようで千紗に指示を出す。

「千紗、薮やぶの中に逃げなさい」

「はっ、はぃぃぃいいいーっ！」

　千紗が必死に跳び離れ、横手の繁しげみに飛びこんだ。

　譲は、はっとした。綱島沙也香の意図に気づいたのだ。

（やられた！）

「逃がさないわよ、千紗！」

「だめだ、飛鳥！　つられるな！」

　しかしもう手遅れだった。飛鳥も千紗を追って、繁みの中に飛びこみ――。

「あ……っ！」

　たちまちその足が止まった。

　メイド服をいろどっているリボンやフリル、さまざまな装飾物。

　それらが、繁みに入ったとたん、周囲の灌かん木ぼくや木の枝にひっかかり、動きが取れなくなってしまったのだ。

　しまった――！　という表情の飛鳥。まるで蜘く蛛もの巣にからまったように、全身の自由が奪われている。

　メイド服は機能性に優れた作業着だが、屋内や、せいぜい庭仕事を想定して作られている。こんな木の枝だらけ、薮やぶや繁しげみのトゲだらけの場所に飛びこむためのものではない。

　一方、千紗ちさは体操着だ。木の枝や薮に服が引っかかる恐れはほとんどない。

「だ――っ！」

　動けない飛鳥あすかに、ここぞとばかり、鎖のついた分銅を投げつける。

「くっ！」

　飛鳥がかろうじてフランベルジュで受ける。

「だめだ、飛鳥、受けるな！」

　譲ゆずるは叫んだが、これも遅かった。飛鳥は剣の刃を立てて、分銅をはじきかえそうとしたが――。

　鎖つきの分銅は、そのままフランベルジュに絡みつき、その波形の刃にがんじがらめに巻きついてしまった。

「！」

　飛鳥がぎょっとして、鎖から刃を引き抜こうとする。

　普通の真まっ直すぐな剣なら、それはさほど難しくなかったかもしれない。

　だが、フランベルジュの刃は、ぎざぎざの波形なのだ。

　両もろ刃はのノコギリに釣り糸が絡みついたかのように、がっちりと鎖がくいこみ、容易にはほどけない。

「くぅぅぅぅぅっ！」

　飛鳥のこめかみに汗が伝った。身体からだだけでなく、武器まで拘束されて、動きようがない。

「や――っ！」

　千紗が両手で力いっぱい鎖を引く。

　うろたえていた飛鳥の手から、フランベルジュが離れ、宙を舞った。

「――！」

　飛鳥の瞳ひとみに恐怖の色が走る。代わりの武器はない。完全に素手だ。

「く――っ！」

　しかし飛鳥は諦あきらめなかった。衿えりのリボンを引き抜き、武器代わりにしようとする。白縫しらぬいあげはと闘った時、スカーフで相手の手を縛ってしまった、その戦術の応用だ。

　が、リボンは抜けなかった。服に直接縫いつけてあったのだ。

　着慣れない服で闘うことの弱みが、ここで露ろ呈ていしてしまった。

「飛鳥せんぱーいっ！」

　かっ、かっ、かっ！　と木の幹や枝を蹴けりながら、千紗が頭から突っこんでくる。

　小柄な千紗は、敏びん捷しようさでは飛鳥に引けをとらない。飛鳥の視線が左右にぶれ、あっと思った時には、もう千紗ちさは眼前に迫っていた。

「失礼しますっ！」

　クサリガマが飛鳥あすかのハウルに突き立った！

　それは飛鳥の敗北の瞬間だった。

　ハウルが光を放ち、メイド服が本来のデザインに戻っていく。

　光が消えると、もと通りのメイド服を着て、薮やぶの中で身動きできずにいる飛鳥の姿があった。いつの間にか、顔も手もすり傷だらけだ。

「飛鳥先輩……」

　クサリガマを手に、千紗は呆ぼう然ぜんとしている。飛鳥はうつむき、動こうとしない。

　その首から、千紗が月光貴石アルテミス・クリスタルを抜き取った。飛鳥が、きっと顔をあげる。

「もう一回よ！」

「え……？」

「今すぐ、もう一回挑戦するわ！　女め神がみの服部はつとり千紗に、朝霧あさぎり飛鳥が挑戦する！」

「で、でも、飛鳥先輩。すぐにはハウルを着られないんじゃ……」

「着なくていい！　このまま闘う！　挑戦を受けて、千紗！」

「飛鳥……！」

　薮をかきわけ、譲ゆずるが飛鳥に駆け寄る。

「無茶言うな。千紗が困ってるだろ」

「いやよ！　闘う、闘うわ！　私と闘って、千紗！」

　その時、綱島つなしま沙也香さやかの声が聞こえた。

「千紗！　白縫しらぬいチームが来るわ。逃げるわよ」

「えっ」

　通りの方から単車の爆音が聞こえてくる。恐らく、白縫あげはのメイド部隊だ。飛鳥たちがここにいることを察知したのだろう。

「早く来なさい、千紗！」

「…………っ！」

　手に月光貴石を持った千紗は、涙をぬぐって飛鳥に背を向け、だっと走りだした。

　飛鳥は何も言わず、唇をかんでその背中を見送る。

「飛鳥……俺おれたちも行こう」

「…………」

「行こう。俺たちは負けたんだ」

　飛鳥は強引に手足を振って、絡みついた小枝から抜けだした。

　布地が裂ける音が聞こえた。
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　しばらく後のち。

　譲ゆずると飛鳥あすかは湾岸の娯楽地域を歩いていた。

　この一帯はファミリー向けの歓楽街だ。ショッピングセンターや動物園、遊園地、水族館、遊覧船の乗り場や、リゾートホテルもある。

　もう夜中なので、静かだ。いつもならこの時刻でも、大きな観覧車のイルミネーションがきらびやかに光っているのだが、今は遊園地全体が改装中なのでそれもない。ひと気のない、さびしい一角だ。

　飛鳥のメイド服は、あちこちかぎ裂きができて、肌が露出していた。さっきからひと言もしゃべっていない。譲はその後ろを、数歩はなれてついていく。

　背中を向けているので表情は見えないが、おそらくは激怒しているにちがいない。あるいは泣いているのだろうか。もしそうなら、追いついて顔を見るのはためらわれる。

　二十分ほどもそうやって、互いに無言で歩いていた。が、やがて譲が口を開いた。

「飛鳥……」

　飛鳥はふりむかず、足も止めない。

「すまない。俺おれのミスだ。向こうの作戦に、もっと早く気がついてれば……」

　譲は知っていたのだ。フランベルジュの弱点を。

　波形の剣だから、捕獲系の武器に弱い。鎖や網、鉤かぎ縄なわのようなものに、絡めとられやすいのだ。

　稽けい古この時は刃にガードをはめていたから、その弱点はあらわにならなかった。千紗ちさに波形の刃の弱点を気づかれるのを避けるため、あえて稽けい古こ場ばでも指摘しなかったのだが……。

　しかし本番で、そのことが裏目に出てしまった。

「……あなたのせいじゃないわ」

　背中を向けたまま、飛鳥が答える。思いがけず静かな声だった。

「私が悪いのよ。意地をはらないで、あなたの言うことをちゃんと聞けばよかった」

　そんなふうに感情的にさせてしまったのも自分の失敗だと思う。だが、譲がそう言う前に飛鳥がつづける。

「きっと、どこかで油断があったのね。千紗にだったら負けないって。勝負に絶対はないって、お姉ちゃんがいつも言ってたのに」

「もう一回がんばろう、飛鳥」

　足を速めて飛鳥に追いつく。

「アルテミス・ハウリングはまだ始まったばかりなんだ。作戦を練り直して、今度はこっちから千紗に挑戦するんだ」

「…………」

　だが飛鳥あすかの表情は沈んでいた。

「これでもう、一回も負けられなくなっちゃった……」

　飛鳥のハウル、二つの宝石の片方が輝きを消している。

　一回のアルテミス・ハウリングで、負けが許されるのは一度だけなのだ。

　二度負ければ失格となる。宝石の輝きは二つとも消えて、ハウルは使えなくなる。

　その次のアルテミス・ハウリングでは、またハウルの輝きは復活し、起動できるようになる。が、それまでは、ハウルの機能は停止してしまう。

　あと一回負けたら、失格、敗退。

　もう一度、女め神がみに返り咲くためには、千紗ちさと闘って倒さねばならない。

　しかし向こうはチームを組んでいる。ほかのチームメイトも、それに珠緒たまお総長だって、飛鳥の前に立ちふさがってくるだろう。

　向こうは多数。こちらは一人。不利は否いなめない。

「そんな顔しないで。あなたは悪くないんだから」

　ようやく譲ゆずるを見てくれた。でも瞳ひとみには、いつもの力強い光がない。

「気をつかってくれてありがとう。それから」

　暗いせいか、その表情はひどくかよわげで、はかなげに見えた。

「……さっきはごめんなさい、ひどいこと言って」

　そんなふうにお礼を言われたりあやまったりしないでほしい。かえって心配になる。

　いつもみたいに仏ぶつ頂ちよう面づらで、憎にくまれ口を叩たたいてほしい。

　――自分は、素直で心優しい女の子が好きだったはずなのだが。
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「かんぱーい！」

　寮に帰った羽衣はごろも学園チームは、ノリノリのバリバリの浮かれモード全開だった。

「よくやったわ、千紗！」

「私たち、あなたならできるって信じてた！」

「これで久々に、羽衣学園が優勝する可能性が出てきたわね！」

「千紗に負けた時の朝霧あさぎりさんの顔ったら、見ものだったわねー！」

「ほーらっ、千紗。そんな顔しないの」

「……ま、仲良しの先輩に勝っちゃって、フクザツなのはわかるけどさ」

「でもこれで、朝霧さんをチームに入れられるんだから」

「女神は堂々としてなくちゃ」

「はい……」

　と、上座のお誕生日席に座らされ、体操着の胸に月光貴石アルテミス・クリスタルを下げた千紗ちさは、しかし、さっきからずっと浮かない顔だった。

　その横で珠緒たまお総長は、ご馳ち走そうが並んだ集会室のテーブルに顎あごを乗せ、お尻しりの下でタマボールをぐりぐりやりながらふてくされている。

「私が勝つつもりだったのにー。いいとこ持ってっちゃって、千紗、ずるいぃいー」

「すみません、総長。私もまさかこうなるなんて……」

　珠緒総長の隣、メガネの綱島つなしま沙也香さやかはクールである。

「気にしなくていいのよ、千紗。あなたは私の計算以上によくやってくれたわ」

「でも私、ほんとに運がよかっただけで……。最後に飛鳥あすか先輩が、リボンで反撃してきたら、絶対に負けてましたし」

「――確かにその通りね。朝霧あさぎりさんは、次はきっとセーラー服で挑戦してくる」

　綱島沙也香がメガネをきらっと光らせた。

「その時は、あのスカーフ戦法を使わせないようにしなければ。近づけば、スカーフに絡めとられてしまうから、距離を置いて闘う方法を考えないとね」

「距離を置いて闘う方法、ですか」

「私に考えがあるから、あなたは何も心配することはないわ。万事、私にまかせなさい」

「はあ……」

「もちろん、あなたにアイデアがあるなら言っていいのよ。――ほらタマ、機嫌直して。私の魚料理あげるから」

「ふんっ。お魚なんかでごまかされないもん」

　と言いつつお皿を受け取り、銀ダラのバター焼きをおいしそうに食べるタマ総長だった。

　食べ終えると口もとを拭ふき、タマボールの上に見事なバランスで立ちあがる。

「やっぱりガマンできないっ。千紗！　ここで私が挑戦するから受けなさいっ！」

「ええっ!?」

「だから、そう急がないの」

　と、綱島沙也香がタマボールをちょんと蹴け飛とばす。

「ふにゃにゃにゃにゃっ、ふぎゃーん」

　総長が赤いボールから転げ落ちた。綱島沙也香は気にせずつづける。

「今回は、羽衣はごろも学園チームの優勝が最優先よ。最近、負けがこんでるんだから、このへんで挽ばん回かいしなくちゃいけないわ。誰だれが女め神がみかは二の次。内輪もめは厳禁」

　チームメイトたちにも目を向ける。

「みんなもいいわね。千紗に挑戦したがってる人もいるでしょうけど、それは他ほかのチームを撃退してから。あるいは次回のアルテミス・ハウリングが始まるまで待つこと。今は、チーム一丸となって、私たちの女め神がみさまを守るのよ」

　はいっ！　と、気勢がそろいかけたのだが――。

「やっぱりやだぁっ！　私が女神になって、飛鳥あすかちゃんと闘う！」

　一人だけ言うことを聞かない珠緒たまお総長がいた。

　みんながよってたかって総長をあやす。

「あーほらほら、総長。いい子ですから沙也香さやかさんの言うこと聞いて」

「千紗ちさだってがんばったんだから。いい思いさせてあげましょうよ」

「ほら、私のお魚もあげます」

「お魚はもらうけど、沙也香の言うこと聞くのはヤ！」

　実のところチームの中には、まだ中三の千紗が女神になったことに、少々ヤキモチを妬やく向きもなくはなかったかもしれない。

　が、肝心の総長が見苦しいほどヤキモチ丸出しなので、全員なだめ役に回らざるを得ないのであった。

「機嫌を直して、タマ。私があんたのために考案した新兵器があるんだから」

「ふぇ？　しんへいき？」

　珠緒総長が、綱島つなしま沙也香に顔を向ける。

　きらり、綱島沙也香のメガネが知的に光る。

「そうよ。名づけて、タマボール二世！」

「タマボール、二世……？」

　全員がそろって引いた。

　頭は回るが、ネーミングのセンスはかなりアレな綱島沙也香副キャプテンであった。

　そして、千紗だけはやはり浮かない顔をしていた。
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　その翌日、火曜日。譲ゆずるは学校へ行く前に飛鳥の家へ寄ってみた。

　が、インターホンごしに「今日は頭が痛いから休む」と言われた。玄関を破って押し入るわけにもいかないので、やむなく譲は引きさがった。

　たぶん飛鳥は、ゆうべはろくに眠れなかっただろう。

　譲にもおぼえがあるからよくわかる。

　悔しい負け方をした夜は、目が冴さえて、あれこれと考えてしまうものなのだ。

　まだチャンスがあると、頭ではわかっていても――。

　いったん自信を喪そう失しつしてしまうと、そうそうすぐには立ち直れない。

　とりわけ、後輩や歳とし下したに負けた場合はこたえるのだ。



　学校では、いつもとなんの変化もなく、普通に授業が行われている。

　ほとんどの生徒はアルテミス・ハウリングと無関係なのだから当然だ。そもそもそんな競技が開催中であることも、大多数の生徒は知らないのだ。

　しかし中等部の三年一組に行ってみると、千紗ちさは欠席していた。

　猫手毬ねこてまり珠緒たまおや綱島つなしま沙也香さやから、高等部の主だったメンバーも休んでいるらしい。きっと、どこかに隠れているのだろう。

　それ以外の月光精霊ニンフアーたちは何食わぬ様子で登校していたが、廊下で譲ゆずるに会っても知らん顔をしていた。



　沈んだ表情の譲を見て、染師町そめしまち孝介こうすけは、なぜかえらく心配そうであった。

「おまえもいろいろ苦労があると思うけどよ……」

　と、突然こんなことを言ってきた。

「何かあったら相談してくれよな。俺おれだけは何があってもおまえの味方だからな」

　どうも最近、孝介の態度がぎこちない。また何かカン違いでもして暴走しているのだろうか。だが、今の譲には、孝介を気にしている余裕はない。

　休み時間。譲は学校のパソコンを使って、武器の情報を検索してみた。

　フランベルジュの弱点を気づかれている以上、別の武器を考えなければならない。

　このところ譲は、暇があるとこうして、武器や、それにさまざまなコスプレ衣装について調べている。役に立ちそうな知識を仕入れるためだ。

　ただ、アルテミス・ハウリングに関する正確な情報はネットでは出てこない。運営委員会の情報管理なのだろう。完全にカムフラージュされてしまっている。

　試しに「アルテミス・ハウリング」という単語で検索してみても、なんだか聞いたことのない作者の書いた小説のタイトルが表示されるだけで、実際に行われているアルテミス・ハウリングについての情報は出ないのだ。

　検索ワードを変えてみても、まぎらわしいことに、その小説もコスプレバトルの話なので、実際の情報と架空のストーリーが渾こん然ぜんとなり、さらにコスプレ通り魔とか、怪談じみた都市伝説の類たぐいもぞろぞろ出てきて、何が事実かなかなかわからない仕掛けになっている。

「月光精霊」「月光貴石アルテミス・クリスタル」「ハウル」についても同様で、違う意味の言葉がどっさり出てくる。こういうのがネット時代の情報攪かく乱らん戦術なのかもしれない。



　放課後。譲は針生はりゆう先生に呼ばれた。飛鳥あすかが休んだ理由を説明してほしいと言われたのだ。

　体育館のステージ横の小さな部屋。この体育教官室が針生先生の根ね城じろだ。他ほかの教師はいないので、他人に聞かれたくない話もできる。

　針生はりゆう先生は羽衣はごろも学園チームの監督だが、同時に譲ゆずると飛鳥あすかの担任でもある。くわしい事情を明かしても、問題はないだろう。

「なるほどね……。絹ヶ瀬きぬがせくんにも苦労をかけるわね」

　譲から話を聞いた針生先生は、納得したようにうなずいた。

　今日も純白のジャージ姿が決まっている。身長は譲と同じくらい。若くて美人でショートカットの、きびきびした動きが魅力的な体育教師だ。

「でもよかったわ、怪け我がなんかじゃなくて。そんなことになったら、千紗ちさまでショックで寝こんじゃうでしょうからね」

「千紗の様子はどうですか」

「戸惑ってるみたい。自分が女め神がみになってしまったことと、飛鳥に勝っちゃったことに」

　そうだろうな、と思う。これがきっかけで、飛鳥と千紗のあいだに、今度こそ決定的なひびが入ったりしなければいいのだが。

「千紗たちがどこに隠れているか、先生は知ってるんですよね」

　あわよくば教えてもらえないかと思ったが、先生はにこやかにつっぱねた。

「もちろん知ってるけど、教えるわけにはいかないわ。私は羽衣学園チームの監督だもの。飛鳥が勝負に負けて、二人ともチームに入ってくれるのも大歓迎だし」

「このまま飛鳥が復活しなければ、本当にそうなるかもしれないですけど……。でも、こんな形でチームに入っても、あいつにとっていいことかどうか……」

「飛鳥はそんなに落ちこんでるの？」

「はあ……。せめて、俺おれに当たり散らしてくれれば、まだ安心なんですけど」

「無ぶ愛あい想そうで勝気で、わがままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんで――」

　言いながら、針生先生が微笑する。

「そのくせあの子って、本当にへこんだ時は、自分ばっかり責めるのよ。そういうところがかえって心配なんだけど……。要するに不器用なのね。まだまだ身体からだも心も不安定な十五歳、悩み多き年とし頃ごろだから無理ないけど」

　譲も一応、悩み多き十五歳なのだが。金銭面の悩みがほとんどとはいえ。

「きっと自信喪そう失しつと自己嫌悪でどん底の気分でしょうけど――これもあの子にとってはいい経験だと思うわ。永遠に勝ち続けるなんて不可能なんだから。人生は勝ったり負けたりして進んでいくものよ。朝霧あさぎり竜美たつみみたいに、存在自体が反則みたいな天才なら別だけど」

「先生は前に、飛鳥も天才じゃないかって言ってましたけど」

「天才といってもいろいろでしょう。例たとえば、どんな戦法でもこなせる万能型の天才がいるわね。チェスや将棋や囲碁の世界に時々現れるタイプよ。それから、一点集中のスペシャリスト型の天才――野球で言うと、投球や打撃の達人みたいな、あるいは役者で言えば性格俳優みたいなタイプかしら。そして中には、ドラッグに溺おぼれたり性的に放ほう埒らつな生活を送って短命に終わる、破滅型の天才もいる。これは芸術家に時々あるわね。飛鳥あすかは少し危なっかしいところがあるから、そんなふうになるんじゃないかと少し心配なのよ」

　性的に放ほう埒らつな飛鳥は、確かに譲ゆずるも見たくない。と言うか想像するのが難しい。

「朝霧あさぎり竜美たつみさんはどんな天才なんですか」

「彼女は万能型かしら。どういう戦法、どういった状況にも高レベルで対応できるの。“〝竜の爪つめ痕あと”〟を愛用していたけれど、槍やりでも弓でも、なんでも使いこなしてたわ」

　それは絹ヶ瀬きぬがせ流の理想かもしれない。

　そろそろ飛鳥の様子を見に行かなければならない。譲の去さり際ぎわ、針生はりゆう先生はこう言ってくれた。

「ひとつ、千紗ちさの居所のヒントをあげる。闇やみ雲くもに街を走りまわっても見つけることはできないわ。やはりこういうことは、大人数のチームの組織力にはかなわないのよ」

「そう言われても、こっちは俺おれと飛鳥の二人だけなんですから」

「こないだのアルテミス・ハウリングを思い出してごらんなさい。あの時はどうやって飛鳥を見つけたのかしら？」

　言われて、ひらめくことがあった。

「わかりました。ありがとうございます、先生！」

　千紗を見つけるヒントを手に入れた！　譲ははずむような足どりで体育館を後にした。
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　と思ったら、その千紗があっさり姿をあらわした。

「絹ヶ瀬さん、絹ヶ瀬さん」

「わあっ」

　条件反射的に声をあげてしまった。

　飛鳥の家のすぐ前にある、運河沿いの遊歩道だ。すぐそばに水上バスの乗り場がある。

　立木の木陰から手招きしているのは、まぎれもなく千紗だった。制服のジャンパースカートを着て、なぜかでっかいサングラスをかけている。

「何やってんだよ、こんなとこで？　まさか、一人なのか」

「はい。目立たないように変装して、みんなのところから抜けだしてきたんです」

「あ、そのサングラスって変装だったのか……」

　中学校の制服にグラサンでは、デビューしたての非行少女みたいだが。

「女め神がみがふらふら出歩いちゃまずいんじゃないのか。先輩たちに叱しかられるだろ」

「はい。でも……」

　千紗が口ごもる。その制服の胸にはハウルが輝いている。ブラウスの鎖骨のあたりがふくらんでいるのは、内側に月光貴石アルテミス・クリスタルを隠しているからだろう。

「こんなとこにいるってことは、飛鳥あすかに用事なんだろ」

「はい……って言うか、飛鳥先輩のことが気になって。どうしてますか？　飛鳥先輩」

「どうって、そりゃあ、おまえに負けて落ちこんでるよ」

「…………」

　千紗ちさの方も、針生はりゆう先生が言っていた通り、元気がない。

「どうしたんだよ。女め神がみになれたんだから、もっと大喜びすればいいだろう」

　譲ゆずるは、はげますように明るく声をかけた。

「そうなんですけど……」

　千紗は思いきったように顔をあげた。

「絹ヶ瀬きぬがせさん、私、勝っちゃってよかったんでしょうか」

「は？」

　サングラスがズリ落ちて、千紗の目があらわになった。まぶたが少し腫はれぼったい。こちらも、ゆうべ眠れなかったクチらしい。

「ゆうべのバトル……私、先輩に指名されて……何がなんだかわからないまま言うこと聞いて……気がついたらいつの間にか勝っちゃって……。それでいいんでしょうか」

「…………」

「私もですけど、飛鳥先輩もそうなんじゃないかって思って……」

　で、気になって、様子を見にきたということか。

「勝ちは勝ちじゃないか。気にしすぎだよ。胸を張っていいんだ」

「でも、作戦を考えてくれたのも、闘い方を指示してくれたのも、みんな綱島つなしま先輩です。私、ただ言われた通りに動いてただけで。……そういうのって、ほんとに私が飛鳥先輩に勝ったことになるんでしょうか」

「なるさ。おまえは羽衣はごろも学園チームの一員だろ。他ほかの仲間とのつながりや協力関係までふくめて、服部はつとり千紗っていう存在なんだから。先輩たちのアドバイスも、みんなおまえの一部なんだよ。せっかく頼りになる先輩たちがいるんだから、甘えたっていいじゃないか」

「はあ……そういう考え方もあるんですね」

　千紗がくいさがってくる。

「でも、ほんとのほんとにそれでいいんでしょうか。――私にとって、飛鳥先輩って、ずっと憧あこがれの人だったんです。冷たそうに見えるけど、ほんとはすごく、すごーくあったかいし、それに強いですし。あの闘う時の声も、すごくカッコいいし」

「声ってあの、うりゃぁぁああどわぁぁああぐぁぁああってアレが？」

「はいっ。私、身体からだが小ちっちゃいから、ああいう迫力のある闘い方に憧れるんです」

　世の中にはいろいろな感性の持ち主がいるものだ。

「……だから、いつかは私も飛鳥あすか先輩みたいになりたいって思ってたんです。でも、あんなふうに、わけわかんないうちに勝っちゃって、それでいいのかなって」

　いつも元気にぴょこぴょこ跳ねているポニーテールも、今日は心なしか、しおれているようだ。相手が飛鳥でなければ、千紗ちさもここまで悩まないのかもしれないが……。

（ああ、そうか。こいつ、俺おれ以外にこんなこと話せる相手がいないんだ）

　チームの仲間には打ち明けづらい悩みだろう。まして飛鳥に言えることではない。実家の家族は事情をよく知らないだろうし、譲ゆずるに相談するしかないのである。

（先輩の言いなりになるだけじゃなく、自我が出てきたのはいいことなんだろうけど……）

　譲は、千紗の背後にある大きな木に目をやった。

　実は先ほどから、長い髪と服の裾すそがちらちら見えている。木の陰に隠れている人物がいるのだ。たぶん、部屋の窓から、話している譲と千紗が見えて、気になって出てきたのだろう。針生はりゆう先生の言う通り、不器用なヤツである。

　だが、彼女がそこにいることに、千紗は気がついていないようだ。

　譲は木の陰にも聞こえやすいように、わざと大きな声を発した。

「どうしてもすっきりしないなら、次のバトルで、今度こそ納得のいく勝ち方をすればいいじゃないか」

「次？」

　千紗が顔をあげる。

「そう、次。アルテミス・ハウリングは始まったばかりだろ。次に飛鳥と闘うチャンスがきたら、その時こそ、おまえの全知全能、全力をふりしぼって、納得のいく形で勝てばいい。先輩たちの言いなりになるだけじゃなくて、自分の考えやアイデアも出してさ」

「そっか……そうですよね。飛鳥先輩と闘うチャンスは、まだあるんですよね」

　千紗の目に精気が戻ってきた。

「おまえんとこの総長さんも綱島つなしまさんも、『後輩は黙って言うこと聞いてりゃいいんだ』ってタイプじゃなさそうだったし、意見を聞いてくれるんじゃないのか？」

「はいっ。試してみたい戦法があったら話してごらん、って言っていただいてます」

「なら、昨日のバトルは前ぜん哨しよう戦せんみたいなもんだと考えればいい。本番はこれからだ」

「そうですね。考えてみたら私、必殺羆ひぐまキャプチャーもまだ出してませんでした」

　譲は聞こえよがしに大きく息をついた。たぶん木の陰にも届いたはずだ。

「でもなあ、千紗。肝心の飛鳥の方は、もうすっかりやる気なくしてるみたいだぞ。ありゃあ、しばらく復活しないだろうな」

「ええっ？」

　と千紗が驚いたように顔をあげる。木陰の長い髪も、ぴくっと動いた。

「もう完全にへこんじまって、どん底さ。まだアルテミス・ハウリングは六日も残ってるってのに、情けないって言うか、もったいねえよ。ま、あいつが何もしないなら、俺おれは楽して給料もらえんだからいいんだけどよ」

　突如としてぞんざいな口く調ちようになった譲ゆずるに、千紗ちさは戸惑っている。

「ど、どうしちゃったんですか、絹ヶ瀬きぬがせさん。コーチがそんなこと言っていいんですか」

「しょうがねーだろ。飛鳥あすか本人がもうすっかりあきらめモードなんだから。まったく、あんなにダメダメ人間だとは思わなかったぜ。一回や二回しくじったぐらいでへこんでちゃどうしようもねーや。本当の闘いはいつだって負けた時から始まるのに」

　最後のセリフは、実は父親の言葉である。千紗はついに怒りだした。

「そんなことありません、飛鳥先輩は、必ずまた私に挑戦してきます！　飛鳥先輩は強い人です。朝霧あさぎり竜美たつみさんの妹っていうプレッシャーを背負って、独りっきりで闘ってきた、すごい人なんです。私、ずっとそばで見てたからよく知ってます」

　譲は木に目をやった。隠れている人物は、千紗の言葉をじっと聞いているようだ。

　千紗は気づかず、言葉をつづける。

「それに、合宿の最初の日、私と約束してくれました。お互いに全力を出して、最高のバトルをしましょうって。飛鳥先輩なら、必ず約束を守ってくださいます。あの人はそういう人です！」

　顔を真っ赤にして、飛鳥のために本気で怒っている。譲は千紗のポニテの頭を抱きしめて撫なでてやりたくなったが、ここは心を鬼にする。

「いやぁー、無理だね。きっともう“〝竜の妹”〟のことも、どうでもよくなっちまってるぜ。しょせん、あいつにとって姉さんの武器なんて、その程度のもんだったのさ」

　と、両腕をひろげて肩をすくめ、アメリカンなオーバーアクションで「ＨＡ！」と、可能な限り顔をみにくく歪ゆがめて笑ってみせる。

「あれで天才、朝霧竜美の妹だってんだから看板倒れっつーか、名前負けっつーか、もう、ちゃんちゃらおかしいとしか言いようが――」

「――――っ！」

　と、姉の名前まで出されてついにブチ切れたらしく、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうすさまじい飛鳥が、木の陰から飛びだしてきた。

　これは想定内だったので、譲としては、軽くかわせるつもりだったのだが――。

「もうガマンできません！　これ以上、飛鳥先輩を悪く言うなら私が相手です！」

　と、千紗が譲にむしゃぶりついてきた。動きが取れなくなって、譲は慌あわてた。

「千紗、そのまま捕まえてて！」

「えっ？　飛鳥先輩？」

　千紗がふりむく。その側方から、飛鳥が譲に飛とび蹴げりをくらわしてきた。着ているのは、飛鳥が部屋着にしているモノトーンのチュニック。そのワンピースのスカートのような裾すそが、風圧ではためくほどの勢いだった。

「うりゃあああおおぁぁあああああああああああぁぁぁああああっ！」

「ぐごっ」

　スニーカーの裏が、もろに顔面にヒットした。ハウルを着ていないのに、打点の高い、すばらしいキックだ。譲ゆずるは地面をごろごろ転がり、顔面を石垣に激突させた。

「飛鳥あすか先輩、いらしてたんですか？」

「さっきからずーっといたわ。黙って聞いてれば、言いたい放題言ってくれて……！」

「ほんとですよねっ！　私、まだおなかがムカムカしてます。飛鳥先輩、二人でハウルを着て、この人をやっつけちゃいましょう！」

「いい考えね。そうしましょう」

「いやっ、ちょっと待ってくれ！　あれは別に、本気じゃなくてだな！　おまえがいることに気がついてたから、あえて、その――」

「弁解無用よ。覚悟なさい」

　飛鳥が鬼のような形ぎよう相そうで譲の顔を見下ろした。反対側に千紗ちさも立つ。どん！　と擬音が出るようなド迫力だ。両者とも下着が見えそうだが、そんなことを気にしてる場合ではない。二人の月光精霊ニンフアーを相手にしたら、本気で病院送りの危機である。

　が、飛鳥は、ふうっと息を抜いた。

「――なんて、冗談よ。私を発奮させるつもりで言ってくれたんでしょう？」

「そうなんですか？」

　と千紗が目を丸くする。

「そうよ。おかげで気合が入ったわ。ありがとう、絹ヶ瀬きぬがせくん」

　優しいまなざしだ。よかった……。ちゃんと譲の真意をわかってくれたのだ。

　と思ったら。

「でもやっぱり腹が立つわ。千紗、あなたも一緒に」

「はいっ」

　二人がかりで踏んづけられた。あんまりだ。ま、力は加減してくれたみたいだが。

　飛鳥は手を貸し、譲を立たせて土をはらってくれた。そして目を千紗に向ける。

「この人の言う通りよね。アルテミス・ハウリングはまだ始まったばかりなんだもの。へこんでる場合じゃないわ」

「飛鳥先輩……」

「勝負はまだついてないんだから、あきらめるには早すぎるわ。まだまだ挽ばん回かいするチャンスはあるんだから。本当の闘いは負けた時から始まるものよ」

「はいっ。その通りだと思います。飛鳥先輩、やっぱりいいことおっしゃいます」

　譲は口をはさまず、黙って聞いている。――ちなみに、今のセリフは自分が言ったことなのだが。まあいいんだけど。

　千紗ちさがあらためて飛鳥あすかに向き直り、頭を下げた。

「飛鳥先輩、おねがいします。もう一度、私と闘ってください」

　そして、制服の胸から月光貴石アルテミス・クリスタルを出した。

「私、飛鳥先輩と闘いたいんです。飛鳥先輩を挑戦者に指名します！」

「それは私の方から言うことよ。私もあなたと闘いたいわ」

　千紗のかざした純白の宝玉をはさんで、二人がまっすぐ見つめあう。

「私、がんばります。先輩たちと相談して、すごい作戦で飛鳥先輩に勝ってみせます」

「こっちだって。ゆうべみたいに簡単にはいかないわよ」

　二人の身体からだから、立ちのぼる闘気が見えるようだった。もうどちらも心配ないようだ。譲ゆずるが千紗に訊たずねる。

「話がまとまったんだからさ、おまえがどこに隠れてるのか教えてくれないか」

　すると、両方からぎろっとにらまれた。

「そんなのダメよ！　ちゃんと千紗を探すところから闘いを始めたいわ。女め神がみを見つけることも闘いの一環なんだから」

「そうですよ。それにそこまでしたら、私が先輩たちに怒られちゃいます」

「コーチのくせにわかってないんだから。困ったものね、千紗」

「ほんとですね、飛鳥先輩」

　二人、顔を見合わせ、「ねーっ」とうなずきあう。なんだか非常に疎外感をおぼえる。

　水上バスがやってきた。乗り場に走る千紗を、譲と飛鳥は並んで見送った。

「それじゃあこれで失礼します。――飛鳥先輩」

「なに？」

「私、待ってます。絶対に私のところに来てくださいね」

「ええ。あと六日のうちに、きっとあなたを見つけてみせるわ」

　千紗が譲に顔を向け、にらみつける。

「絹ヶ瀬きぬがせさん、楽してお給料もらおうなんて思っちゃだめですよ。ちゃんと飛鳥先輩を手伝ってあげてくださいね」

「だから、さっきのは演技だって言ってるだろ！」

「わかってます。いろいろありがとうございました」

　笑って水上バスに乗る。他ほかに乗りこむ客はおらず、バスはすぐに岸を離れた。千紗は船尾の手すりから思いきり身を乗りだし、両手を大きく振った。飛鳥も手を振りかえす。

「すごく嬉うれしそうだな」

「でも、あんなに身を乗りだして……。落っこちたらどうするつもりかしら」

「大丈夫だろ。泳ぎは得意って言ってたし」

　水上バスはやがて見えなくなり、岸辺には譲ゆずると飛鳥あすかだけが残された。

「さあ、こうしちゃいられないわ」

　飛鳥が譲に向き直る。目がらんらんと輝いている。バトルの時にいつも見せる目。凶暴で獰どう猛もうで、負けず嫌いで意地っぱりの目だ。

「私たちも稽けい古こ場ばに戻って作戦会議よ。約束したからには、絶対に千紗ちさを見つけて挑戦しなくちゃ。ほらっ、ぼやぼやしないでついてきなさい」

　実を言えば、千紗たちの隠れ場所を見つける手段については、針生はりゆう先生のおかげで、すでに方策を立てているのだが――。

「……やっぱりおまえ、ゆうべ落ちこんでた時の方が可愛かわいげがあったなあ」

　飛鳥はすらりと長い脚あしをまっすぐ伸ばし、譲の後頭部に見事なハイキックをくらわせた。



    

  
    
      
第五章　ハゴロモランドの激闘



　一



　白縫しらぬいあげはのもとに月光貴石アルテミス・クリスタル発見の報しらせが届いたのは、日曜の夕方のことだった。

「白縫メイドチーム全員に、緊急出動命令ですわ！　動ける者から、ただちに現地へ走ってください。私もすぐに向かいます！」

　白縫あげはの号令一下、メイドさんたちは一斉に街に飛びだした。

　今日はアルテミス・ハウリングの最終日だ。ここにいたるまで、各チームは懸命に、服部はつとり千紗と月光貴石を探していたが、その行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。

　しかし今、ついに発見の報告がもたらされたのだ！

　各メイド喫茶に配属されていた月光精霊ニンフアーたちは、専用の輸送車で、または輸送艇で、あるいは地下道を通り、なるべく人目につかないように現場へ急行する――もっとも、白縫グループのメイド喫茶は、街のあちこちにあるので、見られても「仕事で移動中なんだろうな」ぐらいにしか思われないはずだが。

　ここは、あるメイドさん輸送車の中だ。外からは普通のトラックにしか見えないが、中にはメイド服の美女、美少女を満載している。もちろん空調は万全だ。

「現場はどこですの？」

「湾岸の動物公園にずっと隠れてらしたようですわ」

「昼は一般客にまぎれ、夜はこっそりテントを張って、キャンプ生活をしていたそうですの。クマの檻おりの裏手だったとか」

「なぜ誰だれも気づかなかったんですの？　街のど真ん中じゃありませんか」

「そこがかえって盲点になってしまったらしくて」

「それに夜の動物園って恐こわいでしょう。蛇とかトカゲもいるし。それでみんな、無意識に探索を避けてしまっていたようですわ」

「それでその、千紗ちさ……じゃなくて女め神がみは今、どちらにいらしてますの？」

「あら、あなた見かけない顔ですわね。どこかよそのお店の方？」

「えーと、そうでございます。おほほほほほ」

「女神は動物園を脱出して、大きな観覧車のある遊園地に逃げこんだようですわ」

「ハゴロモランドですわね。広くて隠れ場所も多いし、おまけに今は休園中ですわ」

「ふぅむ。逃げ場所としては絶好ですわね」

「早く追いつめないと、優勝を持っていかれてしまいますわよ」

「あげはさまは、まだ体調が万全でいらっしゃらないそうですわ。みなさん、あげはさまの分までがんばりましょうね！」

「かしこまりましたっ！」

　盛りあがる一同の中、一人だけさりげなく顔を背そむけているメイドさんがいた。

　さっき「見かけない顔」と言われた者――朝霧あさぎり飛鳥あすかである。

　車内の会話はすべて、隠しポケットの中の携帯電話を通して、譲ゆずるに伝わっているはずだ。

（絹ヶ瀬きぬがせくん、聞こえた？　千紗は湾岸のハゴロモランドよ）

　口には出さないが、飛鳥は心の中でそう呼びかけた。



　電話ごしに会話を聞くやいなや、譲は、飛鳥に借りた自転車のペダルを踏みこんだ。

「まだ日没までは時間がある。あとは飛鳥の変装がバレなければ、チャンスは作れる……」

　これが譲と飛鳥の作戦だったのだ。

　あの日、千紗と手を振りあって別れたあと、譲と飛鳥はこんな打ち合わせをした。

「俺おれたちだけで千紗を探すには、マリナフロント55は広すぎる。だから、よそのチームの調査に“〝ただ乗り”〟するんだ」

「他ほかのチームが見つけたら、それに便乗しちゃうってこと？」

「そう。さっき針生はりゆう先生がヒントをくれた。白縫しらぬいメイドチームの動向を見張ってれば、千紗が発見された時に何か動きがあるはずだ」

「学校はどうするの。欠席して、ずっと白縫しらぬいメイドチームを見張るつもり？」

「いや、学校には普通に登校しよう。学校では、羽衣はごろも学園チームを見張って、放課後には白縫メイドチームを見張るんだ。どっちかが動いたら、俺おれたちも行動開始だ」

　飛鳥あすかには、新しい練習メニューを与え、他チームの監視は譲ゆずるが受け持つことにした。さすがに夜は眠らないわけにはいかなかったが、可能な限り、張りこみをつづけた。

　なかなか動きがないのでやきもきしていたが、ついに今日、最終日の日曜。白縫メイドチームが出動したのだ。

　メイド喫茶を監視していた譲は、ただちに待機していた飛鳥に連絡。飛鳥は、真美子まみこに借りっぱなしだったメイド服に着替えてメイド喫茶に走り、建物の裏口から走りだしてきたメイドたちにまぎれこんだのだった。



　メイドさん輸送車は、ハゴロモランドの裏門のフェンスをぶち破り、敷地へ突入した。

「ちょっと――いくらなんでも乱暴すぎるんじゃありませんこと？」

「平気ですわ。この遊園地も、白縫グループの資本ですもの」

「中で働いている係員さんたちも、みんな事情を知っている関係者ですわ。もと月光精霊ニンフアーの、ＯＧのお姉さま方ですのよ」

「まあ、それなら遠慮なしに大暴れできますわね！」

　輸送車の扉が開く。メイドさんたちは、どっと狩りへと走りだした。

　飛鳥もその一団の中にいた。ハウルに反応がないか、注意しながら周囲を見回す。ハウルは、月光貴石アルテミス・クリスタルの探知レーダーになっている。そばに近づくと輝きが増すのだ。

「千紗ちさ、どこにいるの。私は来たわよ。私と闘う前に、他ほかの誰だれかに負けないでね！」

　白縫メイドチームの動きを察知したのは、飛鳥と譲だけではなかったらしい。ほどなく、古紋こもん神社チーム、他の白縫系各チームも到着した。

「月光貴石はどこ!?」

「女め神がみはどこに隠れてるの！」

「うわぁ、ある意味これって贅ぜい沢たくよね。遊園地全体が私たちの貸し切りでさ」

「あーん、どうせならバトルじゃなくて、遊びで来たかったなー」

「勝ったらここでお祝いパーティしようよ」

「あっ、いい考え！」

　てんでにおしゃべりしたり、わめきあったりしながら遊園地を走り回る、メイドさん、巫み女こさま、ナース、白衣の女医さん、レースクイーン、バニーガール、バレリーナ、フィギュアスケーター、パンクロッカー、陸上選手、女子プロレスラーたち。

　めちゃくちゃな大混乱というか、コスプレ地獄絵図というか、異様な上にも異様な熱気が、地上を席せつ巻けんしまくっていた。それぞれの制服がなければ、これは確かに、誰がどこのチームだかわからなくなってしまうだろう。

　その一角。塀の陰に、自転車に乗った譲ゆずるが隠れていた。

　夕暮れが迫っている。が、今日は曇りだ。あの発作は起きずにすみそうだ。

　電話が鳴った。飛鳥あすかからだ。

「千紗ちさは見つかったか？」

『まだ。そっちは、何か手がかりはない？』

「まだだ。いいか、千紗以外とのバトルはなるべく避けろよ。おまえは、あと一回負けたら失格なんだからな」

『わかってる』

　電話が切れた。

　しかし、他ほかの誰だれとも闘わず、まっすぐ千紗まで行き着くのは難しいだろう。珠緒たまお総長や綱島つなしま沙也香さやかが、手ぐすねを引いて飛鳥を待っているはずだ。

　すでにあちこちで小こ競ぜり合あいが起きている。気が立ってきた者たちが、私闘に走っているのだ。なかなか濃い人間模様がくりひろげられている。

「このあいだは、よくも不意打ちなんかかけてくれたわね！」

「あの時あなたが邪魔しなければ、私は女め神がみになってたのに！」

「ここで会ったが百年目！　卒業していった先輩たちの仇かたきを取らせてもらうわ！」

「中学時代からの腐れ因縁、今日こそ決着をつけましょう！」

　譲は、今は下へ手たに動くわけにはいかない。もう一つ、重大な仕事があるのだ。

　背中にかついでいる荷物。これを、ここぞという時、飛鳥に渡さねばならないのである。

「絹ヶ瀬きぬがせさん、やはりいらしていたんですね」

　呼ばれて、はっと振りかえる。古紋こもん夕鶴ゆうづるがそこにいた。紺こん袴ばかまの質素な巫み女こ装しよう束ぞくにタスキをかけ、険けわしい表情で譲を見ている。ふくよかな胸につい視線が行ってしまう。

「噂うわさは聞きました。羽衣はごろも学園チームに月光貴石アルテミス・クリスタルを奪われたそうですね。でも、奪回させるわけにはいきませんよ。あなたがたのような人に、月光貴石は渡しません！」

「あの。何か怒ってるみたいですけど、俺おれたち別に、爛ただれた生活なんか――」

　言いかけた時、羽は音おととともに星丸ほしまるが飛んできた。夕鶴の腕にとまる。

「女神が見つかったの？　えらいわ、星丸。場所はどこ？」

「クー！」

　ひと声鳴いて、再び星丸が舞いあがる。その行き先を目で追い、譲は気づいた。

「観覧車か！」

　静止している巨大観覧車。そのてっぺんのゴンドラに、星丸は向かって行く。

「そうか……。あそこなら地上からは距離が離れてる。月光精霊ニンフアーがどんなに大勢で探しまわっても、ハウルは反応しない」

　おそらくハウルを着てのぼったのだ。観覧車の直径は百メートル以上あるが、月光精霊ニンフアーなら、あれぐらいの高さをよじのぼることなど、たやすいはずだ。

　おそらく鳥でなければ見つけることは困難だっただろう。星丸ほしまるのお手柄だ。

　夕鶴ゆうづるが、きっと譲ゆずるを見る。

「ついてくるのはご勝手ですけど、いざとなったら絹ヶ瀬きぬがせさんも敵ですよ。そのお覚悟を忘れぬように」

　言い捨てて走り出す。譲はすぐに飛鳥あすかに電話をかける。

「飛鳥か。千紗ちさの居場所がわかったぞ。観覧車の一番上だ」

『わかったわ。私もすぐ行く！』

　譲は夕鶴を追った。古紋こもん神社の巫み女こたちも、みんな観覧車に集まっていく。それを見て、他ほかのチームの者たちも、観覧車に女め神がみがいることに気づいたようだ。

　今や遊園地に分散していた月光精霊たちが、巨大観覧車へと押し寄せつつある。早くもハウルを着て、観覧車のフレームに取りつき、がしがしよじのぼろうとしている者もいる。

　古紋夕鶴が足を止め、息を飲んだ。

「あの子たち、なんということを……。外から見られたら、どうするつもりなのかしら」

　遊園地は高い塀に囲まれ、外の道や建物からの視線をさえぎられている。

　が、さすがに観覧車の頂上は、塀の外からも見えてしまうだろう。大勢のコスプレ少女が観覧車をよじのぼっていたら、それだけで通行人の耳じ目もくを集めてしまう。

　しかし、みんな興奮状態で、そこまで頭が回らないと見える。

「仕方がないわ……。起動ドライブ！」

　夕鶴のハウルが輝いた。その身体からだが光に包まれ、巫女装しよう束ぞくが華やかな緋ひ色いろへと変化する。

「夕鶴さん、何するつもりなんですか？」

「古紋神社はアルテミス・ハウリングの監督役。見過ごすことはできません！」

　夕鶴の手には弓、背中には矢入れが出現している。夕鶴は矢をつがえ、観覧車をよじのぼっている者たちに向けた。矢は、簡素ながら紅白の装飾のある破は魔ま矢やである。

「まさか、あの連中を射落とす気じゃ……」

「鏃やじりははずしてあります。私は『破魔矢の夕鶴』。狙ねらいは過あやまちません」

　そうは言っても、ここからの距離は数十メートルはある。弓道やアーチェリーの達人級でも、おいそれと命中させられる距離ではない。

　夕鶴は凛りんとした表情で、きりきりと弓を引きしぼり、狙いを定める。夕風に長い髪を揺らすその横顔は、一いつ幅ぷくの絵のように美しかった。

「はっ！」

　気合とともに矢を放つ。ひょうと音を立て、破魔矢は一直線に宙を裂いた。

　的中！　先頭になってのぼっていた者の肩に、みごとに命中した。

　しかし夕鶴ゆうづるは表情も変えない。背中の矢入れから次々に矢を引き抜いてはつがえ、放つ。

　その的中率は驚くべきものだった。観覧車のフレームに、アリのようにしがみついていた月光精霊ニンフアーの少女たちに、次々に命中させ、落下させていく。

　彼女たちが怪け我がをしないよう、頑丈そうな肩の骨に当てる心配りも忘れない。しかもどの月光精霊に放った矢も、ほとんど同じ部位に命中しているのだ。

　肩を射られた少女たちが次々に墜つい落らくする。もちろんハウルを着ているから怪我はない。お尻しりをさすりながらすぐに立ちあがっている。

　しかし殺気だっている月光精霊たちは、きっと夕鶴をにらみつけた。

「邪魔してるのは誰だれ？」

「あそこよ！　古紋こもん神社の古紋夕鶴だわ！」

「最初に強敵を片づけちゃいましょう。この人数でかかれば負けるもんですか！」

　ハウルをドライブ状態にした月光精霊たちが、手に手に武器を持ち、突進してくる。まきぞえで袋ふくろ叩だたきにでもされたら、生身の譲ゆずるは、ただではすまない。

「絹ヶ瀬きぬがせさん、私から離れて！　そばにいると怪我をします！」

　あれだけ譲に腹を立てていたのに、それでもかばってくれる優しさに胸を打たれる。が、一人で逃げ出す気にはなれない。

「はっ、はっ！　はっ、はっ！」

　夕鶴が矢をつがえ、さらに驚くべき神しん技ぎ的な速射！

　一いつ矢したりとも狙ねらいは違たがわず、向かってくる月光精霊たちの、胸のハウルを直撃する。

「ああ――っ……！」

　持ち主の悲鳴とともにハウルは解除され、少女たちは次から次へと元の姿に戻っていく。

　その時！

「おさがりなさい！　古紋夕鶴さまのお相手は、私がいたしますわ！」

　高らかな声があがった。誰もが足を止め、その声の主を探す。

「あそこだわ、白縫しらぬいあげはさんよ！」

　誰かが指さした。一同を見下ろす位置。観覧車の乗り場の屋根の上である。髪とメイド服をなびかせ、あでやかな立ち姿だ。すでにハウルの力で変身している。

　長い髪はゴージャスな縦ロール。華麗に着こなしたメイド服。そして手には、二ふた股またの名めい槍そう、その名も『剣歯虎サーベル・タイガー』！

　ファンファーレが鳴らないのが物足りないほどの抜群の存在感だ。

「白縫メイドチームの白縫あげはでございます！　先日はいささか取り乱し、無ぶ粋すいな姿をお見せして申し訳ありませんでした。ですが、すでにこの通り、私は復調しましたわ！」

　ボリューム満点の胸を張り、貫かん禄ろく充分だ。胸の量感では古紋夕鶴にも引けを取らない。

「皆さま、これをごらんください！」

　さっ！　高々と、『剣歯虎サーベル・タイガー』を掲げる。と同時に、機械音とともに観覧車が動き出した。夕ゆう闇やみせまる空を背景に、きらびやかな電飾も復活する。

　その回転はゆっくりだ。千紗ちさたちのゴンドラが地上につくまで、数分はかかるだろう。

　観覧車の華やかなイルミネーションをバックにした、白縫しらぬいあげはの艶あで姿すがた。メイドさんというのは、本来は裏方仕事な職業ではないかと譲ゆずるなどは思うのだが、白縫あげははいろいろと規格外みたいである。

「機械に詳しい者に命じて、全施設を稼働させたのですわ。間もなくゴンドラは地上につきます。それまでのアトラクションに！」

　白縫あげはが『剣歯虎』の切っ先を、古紋こもん夕鶴ゆうづるに向けた。

「古紋夕鶴さま！　一手、ご指南を所望いたします！」

　言うなり屋根からとびおり、夕鶴に突進してくる。

「お望みとあらば、お相手いたします！」

　古紋夕鶴が、持っていた弓を背に負い、そばにいた巫み女こから薙なぎ刀なたを受け取った。

　走ってきた白縫あげはが、『剣歯虎』を振るう。

　古紋夕鶴が薙刀で受ける。金属のぶつかる音が響いた。

「とうっ！」

　夕鶴は巫女装しよう束ぞくをなびかせて、後方に跳びすさり、距離を取る。



    

  
    
      



    

  
    
      　あげはと対たい峙じし、手にした薙なぎ刀なたを下段に構える。あげはのような豪ごう華か絢けん爛らんな派手さはないが、その楚そ々そとした美しさはまさに、真紅の薔ば薇らと対峙する一輪の白しら百ゆ合りのようだ。

「すごい……！　白縫しらぬいグループのナンバーワンと、古紋こもん神社のエースの対決よ」

「ゴールデンカードだね！」

　しかも前回のバトルでは、あげはの闘いを夕鶴ゆうづるが妨害し、結果、夕鶴はあげはに、一撃でノックアウトを食らうという因縁が生じている。

　月光貴石アルテミス・クリスタルも気になるが、こちらの勝負も見逃せない。誰だれもが気もそぞろという態ていだ。

　当の二人は、油断なく身構え、じりじりと距離を詰めあっている。

「先日はお世話になりましたわね、古紋夕鶴さま。存分にお礼をさせていただきますわよ」

「私も、いずれはあげはさんに雪辱を果たさねばと思っていました。病みあがりはお互いさま。遠慮はいたしませんよ」

「望むところでございますわ！」

　だっ、と地を蹴けり、白縫あげはが、縦ロールの髪とメイド服をなびかせ、突進してきた。

「なんの！」

　夕鶴が白縫あげはの斬ざん撃げきを薙刀で受ける。

　あげはがさらに踏みこみ、夕鶴が受け流しつつ後退する。

　と思いきや、ひらりと巫み女こ装しよう束ぞくをひるがえし、管理施設の円形の屋根に飛び乗った。あげはも追う。回り舞台のダンスパフォーマンスのように、二人は旋回し、斬きり結ぶ。

　攻めるあげはに、受け身の夕鶴。攻撃型と防御型、対照的な闘い方だ。

　猛然と突きまくるあげはは、当然、必殺技「ピッチフォーク・スクリュー」を狙ねらっているはずだ。相手の武器をはさんでもぎとってしまう大技だ。

　しかし夕鶴の受けのテクニックも一級品だった。最小限の足さばき、薙刀さばきで、あげはの猛攻に耐えている。抑制された身のこなしは、さながら能楽の舞いのようだ。

　先に息があがったのはあげはの方だった。――やはりまだ本調子ではないのだろう。

「長期戦は不利ですわね……ならば一気に！」

『剣歯虎サーベル・タイガー』を、ぐっと握り直し、猛烈な勢いで夕鶴に迫る。

　夕鶴は、これを待っていたとばかりに大きく後方に跳び、施設用のアンテナを蹴って高々と跳躍！　上方からあげはに襲いかかる。受けから一転、猛もう禽きん類るいのような攻撃だ。

　が、あげはも負けてはいない。下から斬りこむ形でジャンプ！　夕鶴の薙刀を、『剣歯虎』の二枚刃でがっきとくわえこんだ。

「私の勝ちですわ、古紋夕鶴さま！」

　空中で、両者が静止したかのようなその一瞬――夕鶴の表情に焦あせりが走った。

　と同時に、白縫あげはの腕が大きく回転する。

　空中での、ピッチフォーク・スクリュー！

　古紋こもん夕鶴ゆうづるの薙なぎ刀なたが、夕空高く振り飛ばされた。夕鶴の体勢も大きく傾く。

　前回につづき、あげはの二連勝か！　と、誰だれもが思ったその瞬間。

　夕鶴の草ぞう履り履ばきの足が、あげはの胸を、とんと突いた。

「あっ……！」

　あげはは体勢を崩し、空中で両者の間隔が離れる。

　夕鶴はそのまま頭から地上に落下――しながら背中から弓を取り、破は魔ま矢やを射た！

　空中でバランスを崩していたあげはには、かわせるはずもなかった。矢は見事にあげはのハウルに的中し――。

　そのまま二人は墜つい落らくした。

　同時にあげはのハウルがドライブ状態を解除される。

　譲ゆずるは愕がく然ぜんとした。

（空中で――攻撃を受けて、体勢を崩して――しかも逆さまに落下しながら――とっさに弓矢を抜き放って――ハウルみたいな小さな的に、命中させた――！）

　いくらハウルを着ているといっても、信じられない神しん技ぎだった。

「あげはさん！」

　地面に倒れたあげはに、真っ先に駆け寄ったのは夕鶴だった。

　あげはは苦笑しながら、ゆっくり身を起こした。元のメイド服に戻っている。

「やられましたわ。さすがは『破魔矢の夕鶴』ですわね」

「すぐには動かない方が。……やはりまだ本調子でいらっしゃらなかったようですね」

「ええ、大変ご無礼をしてしまいました。今度はぜひ、万全の状態で闘いたいものですわ。負け惜しみではありませんわよ」

「こちらこそ。ぜひまたお相手ください」

　笑顔でノーサイド。あげはも悔しくないはずはないだろうが、立派な態度だ。

　メイドチームが駆け寄ってくる。

「あげはさま！」

「お身体からだは大丈夫ですか？　もしお怪け我ががあるなら、お手当てを」

「心配は無用です。『破魔矢の夕鶴』に負けたのですから、恥にはなりませんわ」

　そしてすぐ表情を引き締め、すっくと起きあがった。この立ち直りの速さは見習いたい。

「それより！　まだ闘いはこれからですわよ。もうすぐ女め神がみを乗せたゴンドラが地上につきます。その時は、他ほかのチームに遅れをとることのないように！」

「はいっ、かしこまりました！」

　千紗ちさが乗っているはずのゴンドラは、頂上から地上までの半分を過ぎたところに位置していた。あと五分もせずに、地上に到着するだろう。

「どなたでもよろしいですわ。私の代わりに女神となり、チームに優勝をもたらしてくださいな。お手柄のあった者には、お給料をあげてさしあげますわよ」

「はい！」

「それからご褒美として、私から頬ほおにキスを」

「はいっっっ!!」

　給料よりもそちらの方が嬉うれしいらしく、メイドさんたちの瞳ひとみが一斉に輝いた。

　古紋こもん夕鶴ゆうづるも仲間の巫み女こたちに指示を出す。

「私たちも負けてはなりません。優勝するのは私たち古紋神社です！」

「はいっ、夕鶴さま！」

　その他のチームもすでに観覧車の下へ集結しつつある。ゴンドラが到着したとたん、大混戦が巻き起こることだろう。

（あんなに敵がひしめいている中に、自分から降りてくるだろうか……）

　譲ゆずるは、はっと気がついた。観覧車の横には、別のアトラクションの施設がある。

　すぐに携帯電話を出し、飛鳥あすかに連絡する。

「飛鳥、今どこだ？」

『そっちに向かってるとこ。もうすぐ着くわ！』

「いや、観覧車の乗り場にはくるな。それより、乗り場の横に別の建物があるだろう」

『あるけど――』

「そこに向かってくれ。俺おれもすぐに行く」

『え？　どういうこと？』

「たぶん千紗ちさたちは、観覧車からそっちの建物に跳び移るはずだ」

　短く説明し、電話を切る。自転車にまたがり、走り出す。

　観覧車の隣の建物――ジェットコースターの乗車口へ向かって。



　二



「絹ヶ瀬きぬがせくん！」

　メイド姿の飛鳥が駆け寄ってきた。ジェットコースターの乗り場。エレベーターの下だ。

「間にあったみたいだな。いたぞ、千紗が乗ってる」

　ゴンドラはジェットコースターの屋上に接近しつあった。もう中の人間の顔が見える。

　確かに千紗がいる。それに、珠緒たまお総長と綱島つなしま沙也香さやかの姿もある。

　ゴンドラの扉が開いた。内側からは開かない仕掛けになっているはずだが、ハウルを着て強引にこじあけたのだろう。

「やっぱり、こっちに飛び移る気だ」

「急ぎましょう。早くエレベーターに乗って。自転車も一緒に」

「自転車も？　どうして――」

「考えがあるの。急いで！」

　エレベーターに譲ゆずると自転車を押しこんで、飛鳥あすかは上昇スイッチを押した。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、服を脱がせて」

「え」

「背中のチャック」

　一瞬どきっとしたが、すぐ理解した。飛鳥はメイド服の下にセーラー服を着ているのだ。

　譲がチャックを下ろしてやると、飛鳥はそそくさと脱ぎ捨てた。ヘッドドレスも取って、長い髪をひと振りし、見慣れたセーラー服姿になる。

　今日は、ハウルはブローチではなくペンダント状にしている。その方が着替えが簡単だからだ。細いチェーンを素早く首にかける。これで衣装替え完了だ。

　エレベーターが開いた。ジェットコースターの乗り場だ。

「千紗ちさ！」

　ポニーテールを揺らして、振り向いた小さな顔があった。

「飛鳥先輩！」

　千紗と珠緒たまお総長と綱島つなしま沙也香さやかは、すでにコースターに乗車し、今まさに発車しようとしていた。羽衣はごろも学園チームに誰だれか、設備の操作方法を知っている者がいるのだろう。

　飛鳥を見たとたん、珠緒総長が暴れだした。

「あーっ、飛鳥ちゃんだ！　おりるーっ、飛鳥ちゃんと闘うっ！」

「だめよ。もう発車だわ」

　綱島沙也香が冷静に珠緒総長を止める。

　発車のベルが鳴り、コースターは動きだした。譲たちは見送る以外にない。

「どこかで飛び下りる気だ。もう一度地上に戻ろう」

「そんな悠長なことしてられないわ。起動ドライブ！」

　セーラー服の胸でハウルが輝く。光が飛鳥を包みこみ、衣装が華やかに変身し、手にはフランベルジュが現れる。

「こうなるんじゃないかと思って自転車を持ってきたのよ。貸して！」

　飛鳥が譲の手から自転車のハンドルを奪い、替わりにフランベルジュを押しつける。長い脚あしを振りあげ、サドルにまたがる。

「絹ヶ瀬くんは後ろ。早く！」

　急せかされ、あたふたと荷台に乗る。

「しっかりつかまってて。行くわよ！」

「行くって、何するつもり……」

「決まってるでしょ。これで千紗を追いかけるの」

「なんで俺おれまで！」

「あなたは荷物持ち！」

「いや、ちょっと待――」

「ぬありゃああああああぁぁぁぁあああああああああああどぅぅああああああああ！」

　いつもの咆ほう哮こうとともに、飛鳥あすかは猛然とペダルを漕こぎ、千紗ちさたちを追撃し始めた。

　上り坂で、しかも後ろに譲ゆずるを乗せているのに猛烈なパワーだ。ハウルの力はすごい。

「うわああああああああっ！」

　譲は必死に、飛鳥の胴体にしがみついた。長い髪が顔をくすぐる。

「千紗！　待ちなさい！」

　前を行くコースターで、千紗が気づき、振り向いた。

「飛鳥せんぱ……きゃあっ！」

　そこはレールの頂上だった。コースターが滑走を開始する。

「逃がさないわ！」

　そして自転車もまた、コースターを追って急傾斜を降下し始めた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああ！」

　譲は絶叫した。感覚的にはほとんど垂直降下だ。しかも飛鳥は猛烈な勢いでペダルを回転させているのだ。落下の加速に飛鳥の加速が加わって、とてつもないスピードだ。

「ひぇえええええええええええええええええ！」

「絹ヶ瀬きぬがせくん、うるさい！　耳元で怒鳴らないで！」

　いつもは自分だってぎゃあぎゃあ叫びながら闘っているくせに、勝手な奴やつである。

　が、文句を言ってられる状況ではない。痛いほどの風圧が顔の皮膚を歪ゆがめ、我知らず、飛鳥を抱いた腕に力がこもる。なんだかやわやわとした二つのふくらみが腕に当たるが、気にしていられない。それは飛鳥も同じのようだ。

　さらに飛鳥がペダルを踏む。が、あまりの加速に後輪が浮きあがって、ほとんど意味がない。自転車はほぼ逆立ち状態で、前輪だけでレールの上を滑降している。

　コースターが急カーブを描いて上昇する。飛鳥も負けじと追撃する。今度は急上昇！　頂上がたちまち迫る。千紗たちのコースターはレールに固定されているが、自転車はそうはいかない。レールの頂上から、勢いあまって空中に飛びだした！

「………………！　………………！」

　声にならない悲鳴を譲はあげた。地上は遥はるか下だ。視線をめぐらせば、マリナフロント55の景色がよく見える。自分たちの姿も誰だれかに見られたかもしれない。

　――こうしてまたおかしな都市伝説が増えるのだろう。ジェットコースターを発射台にして、空高く舞いあがった高校生男女二人乗りの自転車を見た、とか。

　眼下に千紗たちの姿がある。地上に近いところでひらりと飛び下り、着地したところだ。ハウルを着ているのでこのぐらいの芸当は楽勝だ。

　自転車は、重力にまかせた自由落下を開始した。髪をなびかせながら、飛鳥あすかが叫ぶ。

「千紗ちさ！　逃がさないわよ！」

　譲ゆずるはもう悲鳴をあげる気力もない。墜つい落らくしながら、飛鳥は空中で自転車から離脱した。

（俺おれのことを忘れないでくれ！）

　と譲は叫びたくなった。が、飛鳥もそこまで薄情ではなかった。譲を抱えて、すとっ、と衝撃のないように降り立ってくれた。

　千紗たちは近くの建物に駆けこんでいく。屋内アトラクションの集合施設だ。

「いくわよ、絹ヶ瀬きぬがせくん！　ほら、しっかり走って！」

「ひ……」

　飛鳥に手を引かれ、つんのめるようにして走りだす。手にはフランベルジュを、背中にはまた別の荷物を背負っているので、飛鳥から離れるわけにはいかない。

　息を整える間もなく、建物の中に足を踏み入れた。とたん！

「ここから先には行かせないわ！」

　目の前に綱島つなしま沙也香さやかがあらわれた。きらり、メガネが輝く。

　と同時に、羽衣はごろも学園チームの月光精霊ニンフアーたちが、どっと周りを囲んだ。どこにいるのかと思っていたが、ここで追手を待ちかまえる作戦だったようだ。

　全員、すでにハウルで変身している。みんな飛鳥と同じセーラー服姿で、手には、剣や槍やり、マサカリや十じつ手て、事務用カッターや青せい龍りゆう刀とうなど、思い思いの武器を持っている。

「絹ヶ瀬くん、剣っ！」

　譲が急いで、フランベルジュを飛鳥に渡す。

　と同時に、また新たな一団がなだれこんできた。

「女め神がみはこの中に入っていったわよ！」

　他ほかのチームの月光精霊たちだ。あげはのチームのメイドさん、夕鶴ゆうづるのチームの巫み女こさま、それに各チームのメンバーが追いかけてきたのだ。

　その場はさらに混乱、混戦、阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼと化した。しかしそれは譲と飛鳥にとっては僥ぎよう倖こうだった。どさくさにまぎれて人ごみをかきわけ、奥へと突き進む。

「一人逃げたわ！　朝霧あさぎり飛鳥よ！」

「追いかけて！　千紗たちのところに行かせちゃダメよ！」

　かまわずに突っ走る。アトラクションの入口を飛び越えて、通路の角を曲がる。

「はっ！」

　譲と飛鳥は足を止めた。周囲四方に二人の姿が映っている。壁が全面、鏡張りなのだ。

　後方から、各チームの面々も追ってきた。

「きゃ！　ちょっと何ここ？」

「ミラーハウスだわ。私、前にお母さんと来たことある！」

　中に一人、見覚えのある顔があった。

「絹ヶ瀬きぬがせさん！」

「え？　愛裡あいりちゃん？」

　はたと目があったその相手は、ブランド制服を着た中学生。先日、譲ゆずるに「どつきあい」を申しこんだ、赤いカチューシャの愛裡であった。

　一瞬、互いに目をパチクリさせ――。

「ちょうどいいです、このあいだのバトルのつづきです！　たあ――っ！」

　黒光りするトゲつきこん棒を振り回す。

「ちょっとちょっと愛裡、そんなにブンブン振り回しちゃダメ！」

「危ない！　私たちにぶつかっちゃう！」

　愛裡の友人たちが悲鳴をあげる。金棒が、がちゃんがちゃんと鏡を砕き割り、破片が雨あられと振り注そそいだ。

「きゃーっ！」

　女の子たちが悲鳴をあげる。ハウルを着ていれば、身体からだの耐久性も強化され、ちょっとやそっとでは怪け我がなどしなくなるのだが、思わずひるんでしまうのはやむを得ない。

　愛裡にかまってはいられないので、譲と飛鳥あすかはさらに奥へ進んだ。ともすれば鏡に鼻先をぶつけそうになる。

　飛鳥が探るような目を譲に向けた。

「今の愛裡ちゃんって子もお友だち？」

「こないだ俺おれにどつきあいを申しこんできた子だよ」

「おつきあい？？？」

「おつきあいじゃなくて、どつきあい！　ほら、話したろ。お前が流した噂うわさにつられて、俺に挑戦してきた子がいるって」

「なんだ」

　飛鳥は興味を失ったようにそっぽを向いた。

「なんだってことあるか！　おまえのせいで襲われたのに――」

　が、鏡のおかげで、そっぽを向いた飛鳥の表情がはっきり見えた。なぜだかちょっとホッとしたような顔をしている。譲は文句を中断した。

　ミラーハウスを抜けた。通路を横切り、次のエリアへ進む。

「待ちなさい！」

　鋭い声。ふりむくと、メガネの綱島つなしま沙也香さやかだった。さすがは副キャプテン。混乱に巻きこまれずに脱出してきたらしい。

　譲が綱島沙也香に向き直った。

「飛鳥あすか、先に行け。この人は俺おれが止める」

「でも――」

「いいから行け。お前は千紗ちさと闘うためにきたんだろ。あとで必ず追いつくから」

「――わかったわ」

　飛鳥がスカートをひるがえして走り去った。あとには譲ゆずると綱島つなしま沙也香さやかが残る。

「月光精霊ニンフアーに素手で立ち向かうつもり？　すごい自信ね」

　綱島沙也香の手には武器がある。フェンシングの剣フルーレのような、長く細いスリムソードだ。ひゅひゅっとＸを描くように空気を切り、右手だけで構える。

「俺は一般人ですよ。武器を向けていいんですか？」

「邪魔をするなら、どいてもらうだけよ。それに、あなたは厳密には一般人じゃないわ。朝霧あさぎり飛鳥のコーチで、ハウルも使えて、そして絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者だわ」

　片手で持った剣を、まっすぐに譲に向ける。

「絹ヶ瀬流がどんなものか、見せてもらいたいと思っていたの！　いくわよ。は！」

　鋭い突きが連続で繰り出される。譲は後退する一方だ。

（やっぱり素手じゃ闘いようがないか……！）

　それでもハウルさえ着ていなければ、譲の敵ではないのだろうが。

　後退しながら、次のエリアに足を踏み入れた。暗い中に赤や緑の光が点滅している。

「そうやって逃げるだけ？　絹ヶ瀬流って、その程度のものなの？」

　綱島沙也香の鋭い踏みこみ！　追い詰められた。背中が何かにぶつかった。

「これで終わりね。怪け我がをしたくなければどきなさい！」

　言いながら、切っ先を繰り出してくる。譲はとっさに、手につかんだ何かを綱島沙也香の顔に突きつけた。とたん！

「きゃあああああああああ――っ!!」

　綱島沙也香が、甲高い悲鳴をあげて腰を抜かした。

　譲は、自分が何を押しつけたのか気がついた。

　それは幽霊の人形だった。ここはキッズ向けのホラーハウスだったのだ。

「えーと、スキあり」

　そのまま人形で、綱島沙也香の胸のハウルをごつんとぶん殴る。

　光とともにドライブ状態が解除され、綱島沙也香は普通のセーラー服に戻った。

「こういうのが絹ヶ瀬流なの……？」

　綱島沙也香が尻しり餅もちをついたまま、譲をにらむ。ちょっとふくれっ面つらで涙目だ。

「綱島先輩、オバケが苦手なんですか？」

「悪い？」

　譲が苦笑する。綱島沙也香は照れたようにそっぽを向いた。

「すいませんけど先に行きますね。飛鳥あすかを追いかけなくちゃならないんで」

　メガネを取って涙をぬぐった綱島つなしま先輩は、思いがけず美人だった。



　三



「飛鳥！」

　ようやく追いついた。そこは中庭だった。

　明るい緑の芝生が広がる、テニスコートほどの広さの空間だ。左右は建物の壁。頭上は吹き抜け。薄曇りの空は暗くなりつつある。日没が迫っているのだ。

　飛鳥の前に、猫手毬ねこてまり珠緒たまおが立ちはだかっている。すでにハウルで変身済みだ。

「あーっ、譲ゆずるくーん！」

　珠緒総長がぴょんぴょん跳ねながら、笑顔で手を振った。

「ちょうどいいとこにきたねー。これから飛鳥ちゃんと一騎討ちするとこなんだー。私のカッコいいとこ見せたげるからねー！」

　上機嫌の珠緒総長。しかし飛鳥はフランベルジュを手に険けわしい表情だ。一度でも負けたら、ここで脱落なのだ。

「飛鳥ちゃん、まだフランベルジュを使ってるんだね。嬉うれしいなー。その武器、飛鳥ちゃんに似合うもんねー」

「おしゃべりしてないで早く始めましょう。私は千紗ちさと闘わなくちゃいけないんだから」

「千紗もおんなじこと言ってたけど、先輩命令で待たしてるの。千紗には悪いけど、飛鳥ちゃんを倒すのは私だよ」

　八や重え歯ばをむいて余裕の笑い。手にしているのは、一見なんのへんてつもない木の棒だ。長さは珠緒総長の背丈より、やや長い――ようだが、棒の先端は背中に隠れ、正確な長さリーチがつかめない。これはつまり居い合あい抜ぬきを応用した構えだろう。

「飛鳥、油断するなよ」

「油断なんかするもんですか。千紗と闘う前に失格なんてごめんだもの」

　飛鳥が両手でフランベルジュを握り直す。

　セーラー服とセーラー服の対決だ。どう見ても飛鳥の方が先輩に見えるが。

「ぐずぐずしていられないわ！　うおりゃぁぁぁぁぁぁぁぁどぅおあああああああ！」

　飛鳥がフランベルジュを手に、突っこんでいった。

「ふぎゃああああおおおおおおおおおおっ！」

　負けじと珠緒総長も、くせっ毛の髪を逆立てて吠ほえる。飛鳥が虎か獅し子しなら、珠緒総長は山猫だ。山猫といえどもあなどってはいけない。獰どう猛もうで敏びん捷しような肉食獣なのだ。

　珠緒総長が八角形の棒を繰りだした。

「！」

　飛鳥あすかの表情に動揺が走る。珠緒たまお総長が隠していた棒――その先端には、鎖でつながれたトゲつきの鉄球がついていたのだ。

　けたたましい音とともに、飛鳥の剣に鉄球と鎖が絡みつく。千紗ちさとの闘いの再現だ。

「くっ……！」

　飛鳥の動きが止まる。

「モルゲンシュテルンか！」

　譲ゆずるは思わずその武器の名を口にした。珠緒総長は八や重え歯ばをむきだしてご満悦だ。

「さっすが、よく知ってるね。そう、この武器は“〝暁あかつきの星”〟。ドイツ風に言えばモルゲンシュテルン。沙也香さやかのアイデアで、私の棒を改造したの！」

　そして力まかせに、飛鳥のフランベルジュをもぎとった。切っ先が地面に突き立つ。

「人呼んで、タマボール二世！」

　鉄球が唸うなりをあげて旋回し、飛鳥の胸のハウルを狙ねらう。

　肉をたたく鈍にぶい音がした。狙いはわずかにそれ、飛鳥の腹部を直撃したのだ。

　かはっ。

　と飛鳥が苦しげな息を吐いた。大きく見開いた目が、瞬時に赤く充血する。いくらハウルを着ていても、硬いトゲつきの鉄球を胃にくらっては地獄の苦しみだろう。

「早く降参した方がいいわよ！　あきらめてうちのチームに入りなさい！」

　再びトゲつきの鉄球が襲いかかってくる。

　飛鳥は素手だ。ハウルをかばおうと身体からだをひねる。鉄球は肩口に激突した。

「…………っ!!」

　美しい顔が苦痛に歪ゆがむ。痛みで悲鳴もあげられないのだろう。ハウルを着ていなければ確実に粉ふん砕さい骨折していたはずだ。

「しぶといわね。さすが朝霧あさぎり先輩の妹ちゃんだわ！」

　鉄球の第三撃。もういちど腹部にくらい、飛鳥が後方にふっとばされる。

　そこに痛烈な第四撃、第五撃。倒れている飛鳥に容赦なく襲いかかる。

　転がりながらフランベルジュを拾い、かろうじて立ちあがった。が、すでに足にきているようだ。飛鳥の膝ひざは、がくがく震えている。

（どうする？　どうすればあの武器に勝てる？）

　譲は必死に考えていた。飛鳥に加勢することは許されない。一騎討ちに割って入るのは禁じられているのだ。それに飛鳥だってそんなことは望んでいないだろう。

　難しい判断を迫られていた。実は、あの武器に対抗する手段はある。背中にかついでいる荷物がそれだ。

（でも、これは千紗との闘いまで温存しておきたい……）

　万一、この闘いで破壊されたら、千紗ちさと闘う手段が失われてしまう。

　珠緒たまお総長がモルゲンシュテルンを使ってくるとは誤算だった。千紗以外の相手とならフランベルジュでなんとか対抗できると踏んでいたのだが――。

「同じことのくりかえしよ。それっ！」

　再び鉄球のフルスイング！　フランベルジュに鎖が巻きついた。

「うりゃああああああああああああだああああああああっ！」

　刀身に鎖を巻きつけたまま、飛鳥あすかが突進する。接近戦で勝負をかける気だ。

「そう来ると思った！」

　フランベルジュの斬ざん撃げきを、珠緒総長がひらりとかわす。

　と同時にフランベルジュに絡みついた鎖をほどき、八角形の棒で、飛鳥をめちゃくちゃにぶん殴り始めた。腕が何本にも増えたような、目にもとまらない速度だ。

「あ、あ、あ、あああっ……！」

　飛鳥が声をあげる。棒立ちで、ハウルを守るのが精一杯だ。体勢を立て直す間もない。

　棒術の恐ろしさは、武器に前後がないことだ。前端、後端、そして中央部、変幻自在にどこでも使って、上から下から、横から斜めから、殴り、突き、足をすくい、脇わきや股またにこじ入れ、ひねることができる。そのバリエーションの多彩さは、剣や槍やりの比ではない。

「かわいそうだけど遠慮しないよ。飛鳥ちゃんはどうしてもうちのチームに欲しいから！」

　たまりかねて、飛鳥が身体からだをくの字に折った。

　そこにジャンプ一いつ閃せん！　跳びあがった珠緒総長が、飛鳥の背に強烈な打撃をくらわせた。

　苦痛の声とともに、飛鳥の身体が芝生に沈む。

　絶体絶命だ。月光精霊ニンフアーのバトルは、ハウルへの打撃だけでなく、ノックアウトでも勝負がつくのだ。珠緒総長はくるくるっと棒を回して身構える。

「悪いこと言わないから降参しなさい。チームに入れば記録も見せてあげるし、なんなら“〝竜の妹”〟だって貸してあげてもいいんだから」

「私は、貸してもらいたいんじゃないの。取り返したいのよ、お姉ちゃんの剣を……」

　フランベルジュを杖つえにして、よろよろと立ちあがる。顔面はすでに青あざだらけ。口もとに血がにじんでいる。

「――それに、千紗が待ってるんだから！」

「なら、はっきり勝負をつけたげる！」

　さらに激しい打撃が縦横に襲いかかる。飛鳥は必死に身体を丸め、胸のハウルを守る。

　その細い首に、鉄球の鎖が巻きついた。

　げっ、と飛鳥の喉のどが鳴った。そのまま珠緒総長が、飛鳥の背中にのしかかる。

「ああ……ああっ……」

　あえぐように飛鳥が息を漏らす。手からフランベルジュが落ちる。

「いいかげんに観念しなさい！　ハウルを着てても不死身になるわけじゃないんだよ！　大おお怪け我がしちゃっても知らないよ！」

　それでも手加減なしに、ぎりぎりと飛鳥あすかの首を締めあげる。

　飛鳥の身体からだが傾き、珠緒たまお総長ごと芝生に伏した。

「ひゃ……」

　と、わずかに珠緒総長の体勢も崩れる。

　このチャンスを待っていたのだ。譲ゆずるは叫んだ。

「飛鳥、しがみつけ！」

　飛鳥の身体がくるりと反転し、小柄な珠緒総長を抱えこんだ。

「そのまま脚あしを開いて押さえつけろ！　練習しただろ、寝技と関節技だ！」

　飛鳥は返事もできない。しかしその動きは、完かん璧ぺきに譲の意図通りだった。

　体重差、体格差は、寝技においては圧倒的な要素だ。

　こうして密着して押さえこんでしまえば、今度は珠緒総長が身動きできなくなる。

　そして関節技！　譲が飛鳥に、苦労して教えた技だ。

　相手の股こ関かん節せつを押し開き、自分の身体をねじこんで、足首を抱えて、固定し――。

　破壊的な角度でねじる！

　珠緒総長は一瞬で顔面を紅潮させ、暴れだした。

「いぃ痛だだだだだだだだだだだだっ！　痛い痛い痛い痛い痛いぃぃぃぃぃっ!!」

　くせっ毛の髪を振り乱して狂乱する。全身を「痛い」という感覚だけが支配しているはずだ。

「ぎゃああああぁぁぁぁあああああにゃあああああああっ！」

　陸に上がった魚のように身体をバタつかせる。

　一見地味だがこれは、完璧に入れば、腱けんや膝ひざを一瞬で使い物にならなくしてしまう、恐ろしい技術なのだ。

　まかりまちがえば本当に取り返しのつかないことになる。決して遊び半分でかけてはいけない技である。

　しかし幸か不幸か、まだポジショニングが完全ではなかった。もがいてるうちにわずかに飛鳥の力がゆるんだ。

「こんのーっ！」

　珠緒総長が、まだ飛鳥の首に巻きついている鎖を力一杯締めあげる。

「………………っ！」

　飛鳥の顔も、見る見る紅あかく染まる。しかし、ほどこうとはしない。こらえながら、かたわらに落ちていたフランベルジュを拾い――。

　珠緒総長の胸のハウルに、突き立てた！

「ふぎゃあああああああああああああん！」

　ネコっぽい絶叫とともに光が炸さく裂れつし、珠緒たまお総長の変身が解けた。

「はあ、はあ、ごほっ、ごほっ、ごほっ」

　飛鳥あすかが首に手を当て、咳せきこむ。喉のどが紫色になっている。顔も傷だらけ。セーラー服もあちこち裂けてズタズタだ。珠緒総長は目を回して気を失っている。

「飛鳥、大丈夫か！」

「あんまり……大丈夫じゃないけど……行かなくちゃ。千紗ちさが待ってるんだから……」

　吹き抜けの空はさらに暗さを増していた。もう日没まで、三十分もないだろう。
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「ハウルの輝きが強くなってきたわ……。千紗のいる場所までもう少しよ」

　譲ゆずるに支えられながら、飛鳥の足どりはまだふらついていた。ハウルを着ているとはいえ、あれだけ容赦なく痛めつけられたのだから無理もない。

　渡り廊下を越えて、次の建物に入る。

　ここから先は、水族館だ。これも遊園地の施設の一部なのだ。

　今は改装中なので、魚たちは別の場所に移されている。広々としてがらんどうだ。

「こっちだわ。こっちに千紗がいる……」

　ハウルの輝きを確かめながら、飛鳥が進む。その細い身体からだを、譲が支えている。

　やがてたどりついたのは、水族館の管理フロアだった。

　設備は撤去されている。バトルをするにはじゅうぶんな広さだ。

「飛鳥先輩……」

　そこに千紗が待っていた。

　すでにハウルを着てブルマー姿だ。手にはクサリガマを持っている。

　胸には女め神がみの証あかし、月光貴石アルテミス・クリスタル。

　ハウルもペンダント状態にして、首から下げている。これは今の飛鳥と同じ状態だ。

「待たせたわね、千紗……」

　言って、飛鳥が譲の肩から離れる。

「約束通り、月光貴石を返してもらいにきたわ。今度は私が挑戦者よ」

　千紗が、満まん身しん創そう痍いの飛鳥を見て息を飲む。

「その怪け我が、珠緒総長にやられたんですか」

「大したことはないわ。ちゃんと勝って来たんだし」

「で、でも、少し休んで回復してからのほうが――」

「うまいことを言って、時間切れをねらってるんじゃないでしょうね」

　飛鳥あすかの憎にく々にくしげな挑発に、千紗ちさはかちんときたようだ。

「わかりました、挑戦をお受けします」

　クサリガマを構え、表情をひきしめる。

「羽衣はごろも学園中等部三年一組服部はつとり千紗！　私が女め神がみです！」

「羽衣学園高等部一年三組、朝霧あさぎり飛鳥！　いくわよ！　どおおりゃぁぁぁぁぁぁぁぁああああありゃああああぁぁぁぁぁぁぁああああああっ!!」

　フランベルジュを手に突進する。

　千紗がすかさず、クサリガマの分銅を投げつけてきた。分銅が波形の剣に絡みつく。ここまでは、公園での闘いと同じ手順だ。

「くっ……！」

　飛鳥が歯をくいしばる。フランベルジュを奪われまいと力をこめる。

　しかし膝ひざが揺れている。何度もくらった鉄球攻撃のために、下半身に力が入らないのだ。

　飛鳥の最大の武器である足腰のバネ。それが、今はパワー半減状態だ。

「だあ――――っ！」

　千紗がカマを手に突進してきた。鎖が緩み、踏ん張っていた飛鳥がよろける。

　しかし公園での闘いとは違い、今の飛鳥は、身体からだの自由がきく。

　飛鳥は、自分からフランベルジュを投げだした。

　そして胸のスカーフを抜き放ち、千紗のクサリガマを受けようと構える。

　公園では不発に終わったが、白縫しらぬいあげはとの闘いでは、この戦法で不意をつき、白縫あげはの腕を縛って、逆転勝利したのだ。

　だが――。

「そうくると思ってました！」

　突然！　千紗の持つカマの柄えが、じゃきじゃきじゃきんと金属的な音を立てて伸びた。柄が、千紗の身長も、飛鳥の身長をも越える長さに変形したのだ。

　これは七なな尺しやく鎌がま。もしくは薙なぎ鎌かまなどとも呼ばれる。

　クサリガマと言っても種類はさまざまだ。このように長大な柄を持つものもある。これなら距離を保ったままで、飛鳥のハウルを狙ねらいうちできる。

「これが、飛鳥先輩のスカーフ戦法に対抗するための秘密兵器です！」

　千紗がカマの刃をくりだしてくる。

「必殺！　羆ひぐまキャプチャー！」

　飛鳥の足をすくおうと、下段から鋭い攻撃をくりだす。

　が、そのぶんスピードは落ちていた。これは武器の形状を変えたマイナス面だ。飛鳥はジャンプ一いつ閃せん、カマの切っ先をかわして着地する。弱っていてもさすがの跳躍力だ。

「絹ヶ瀬きぬがせくん！」

　飛鳥あすかの声に応こたえ、譲ゆずるが新たな武器を渡した。背中からおろして急いで組み立てたものだ。

　ずっと温存していた新兵器。組み立て式の、西洋長なが槍やり――ロング・スピアーである。

　千紗ちさがぎょっとして動きを止める。

　千紗の七なな尺しやく鎌がまは二メートルほど。

　しかし飛鳥の槍やりは、優に三メートルはある。

　これも朝霧あさぎり竜美たつみの武器コレクションにあったのだ。

　千紗と闘うための、こちらの秘密兵器である。

　しかし、長く細い武器は、同時にもろくもある。柄えをへし折られてしまったら、こちらの作戦は瓦が解かいしてしまう。この土壇場まで温存したのはそのためだ。

「いくわよ、千紗！」

　飛鳥が槍を構える。全身から真紅の炎が噴き出したように見えた。

「うりゃあああああああああああああああどぅあああああああぐぅぁあああああっ！」

　七尺鎌の柄をはじき、すさまじい速度で飛鳥が槍を繰りだす。

「きゃあっ！」

　たまらず千紗は後退した。飛鳥が一気に前へ出る。

「だあああああああああああああああああああああああっ！」

　数日しか練習期間がなかったので、めちゃくちゃな槍さばきだ。本職の槍の使い手と立ち合ったらかなわないだろう。

　しかしそれを言えば、千紗だって「長なが物もの」の武器には慣れていない。

　懸命に切っ先をかわしながら、千紗が訊たずねる。

「飛鳥先輩！　私が七尺鎌を使うって、わかってたんですか!?」

「たぶんそうなるって、絹ヶ瀬きぬがせくんが教えてくれたの！　スカーフ戦法を破るために、長い武器を使ってくるんじゃないかってね！」

　実は譲にしても確信があったわけではない。

　しかし、どうせ千紗とのバトルでは、フランベルジュは不利なのだ。別の武器を選ばねばならないなら、長槍を使ってみる意味はじゅうぶんにあると踏んだのである。

　何より大事なのは、飛鳥が、場合に応じて武器を使い分けることの重要性を認識したということだ。

　使い慣れた武器、愛用の武器があるのは、無論いいことだ。しかし、それにこだわりすぎては、自滅してしまう。

“〝竜の妹”〟を手に入れる前に、譲は飛鳥にそれを知っておいてほしかったのだ。

「くうっ」

　苦しまぎれに千紗が分銅を投げつける。

　鎖が長槍に巻きついた。が、柄が細く、ひっかかりもないので、うまく絡みつかない。

　飛鳥あすかが槍やりをひと振りすると、鎖はするりとすべってほどけてしまった。

　押しまくる飛鳥と、後退する千紗ちさ。部屋を抜けて、隣のエリアに場所が移る。

「どぅありゃあああああああああがぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁっ！」

　飛鳥の長なが槍やりが、千紗の七なな尺しやく鎌がまをはじき飛ばし、どん！　と体操着の裾すそを壁に縫い留めた。

「ああっ……！」

「月光貴石アルテミス・クリスタル、もらったわ！」

　飛鳥が千紗の胸に手を伸ばす。

　しかし、次の瞬間、千紗は、譲ゆずるですら予想しなかった手に打って出た。

　体操着を壁に串くし刺ざしにされたまま、その場にしゃがみこんだのだ。

　当然、体操着はするりと脱げてしまう。

　が、ペンダント状のハウルと月光貴石は、そのまま千紗の首にかかっている。

「え――？」

　飛鳥も譲も意表を突かれ、思わず目をしばたたかせた。

　一瞬で、昆虫の脱皮のように体操着を脱ぎ捨てた千紗。

　その下に着こんでいたのは、紺色のスクール水着だったのだ。

「飛鳥先輩、失礼しますっ！」

　千紗は、突き刺さった槍をくぐり抜けるように、下から飛鳥にしがみつき――。

　そのまま自分ごと、かたわらの巨大水槽に身を投げた。

　大きな水しぶきがあがり、二人の姿は水中に見えなくなった。



　五



「飛鳥、千紗！」

　水槽の中から、激しく泡が上がってくる。水の中で格闘しているのだろう。が、上からでは状況がよくわからない。

　かたわらにタラップがあった。駆けおり、下の観覧フロアに走りこむ。

「飛鳥――！」

　譲は息をのんだ。

　飛鳥と千紗が落ちこんだのは、魚たちが回遊するための途方もなく大きな水槽だった。容量は学校のプールを優にしのぐだろう。

　入場客は、水中トンネルのような通路から、四方を泳ぐ魚たちを見られるようになっている。譲は今、その通路に立っているのだ。

　満々と水をたたえられた水槽の中には魚はいない。飛鳥と千紗だけだ。

　二人はまるで、人魚の格闘のように、水の中で泳ぎ、もがきながら闘っているのだ。

　千紗ちさはブルマーと靴も脱ぎ捨て、完全に水着スタイルだ。白ソックスは脱ぐ暇がなかったらしく、履いたままだが、動きに不自由はないようだ。

　対して飛鳥あすかはセーラー服。水を吸い、動きにくいようだ。短いスカートが水中でひるがえる。千紗にしがみつかれ、口から苦しげに泡を吐いている。

　通路の奥から大勢の足音が聞こえてきた。

「絹ヶ瀬きぬがせさん！」

　古紋こもん夕鶴ゆうづるを先頭に、さまざまなチームの月光精霊ニンフアーたちが駆けこんできた。白縫しらぬいあげはや、猫手毬ねこてまり珠緒たまおや綱島つなしま沙也香さやかもいる。ハウルの輝きを追ってきたのだろう。

　月光精霊たちが、口々に驚きの声をあげる。

「何これ、月光精霊同士の水中戦？」

「私、こんなの初めて見る……！」

「うわー、朝霧あさぎりさんの方は泳ぎにくそう……」

　中にはお気楽な感想を漏らす声もある。

「なんか、水中アトラクションみたいね」

「ね、スク水に白のソックス履きって、なんかえっちっぽくない？」

「ばかね、そんなこと言ってる場合じゃないでしょ」

　千紗は必死に飛鳥の身体からだにしがみつき、胸のハウルを引きむしろうとしている。

　まるで獲物を川にひきずりこもうとしている河童かつぱのようだ。

　飛鳥は身体をひねり、よじり、なんとか千紗をふりほどこうとする。

　が、セーラー服がまとわりついて、動きがままならない。

　ターンひとつするにもスカートが水をはらんでしまって動きを制限するのだ。

　譲ゆずるは、綱島沙也香と珠緒総長のそばに駆け寄った。

「綱島先輩、これもあなたが考えた作戦ですか」

「違うわ。これは千紗のアイデアよ」

「千紗の？」

　横から珠緒総長が口を出す。

「そ。自分は泳ぎが得意だから、いざとなったら水ん中で勝負したいって。だから水族館で闘うことにしたの」

　そうか、と譲は思った。この水族館で闘うこと自体が、千紗がかけた罠わなだったのだ。

　自分のアイデアで勝負してみろ、と千紗にアドバイスしたのは譲だ。

　それがこういう結果をもたらした以上、逆転の方策を考えねば飛鳥に顔向けできない。

「そんな心配そうな顔しなくても大丈夫よ、絹ヶ瀬くん。月光精霊は心肺能力も上がってるから、そう簡単に溺おぼれたりしないわ」

　綱島沙也香はそう言うが、飛鳥はすでにかなり苦しそうだ。一方、千紗は、このあいだ神社の帰りに言っていた通り、泳ぎは得意らしい。飛鳥あすかの反撃を許さない。

　かろうじて飛鳥が千紗ちさの腕をふりほどく。水の中で髪をなびかせ、必死に水面にあがって酸素を補給する――。

　かと思いきや、つづいて千紗が上がってきて、すぐまた飛鳥を水中に引きこんだ。

　がぼっ、と泡の音がして、飛鳥の頭が水面下に沈む。

　懸命に自分のハウルを守る飛鳥。しかし力尽きるのは時間の問題だ。

　いや、それより先に、千紗にハウルを奪われてしまうだろう。

　そうなれば変身は解除され、敗北だ。

　誰だれもが、この異色のバトルに見入る中、さすがに白縫しらぬいあげはは冷静だった。メイドたちに命令する。

「みなさん！　あのお二人のバトルが終わったら、すぐに勝ったかたに挑戦ですわよ。もう終了まで時間がありませんわ！」

「かしこまりました、あげはさま！」

　古紋こもん神社の巫み女こたちも、その他のチームの少女たちも、みんな表情を引き締める。

「やっほ。こないだはうまく逃げてくれちゃったね、るーちゃん」

　糸村いとむら真美子まみこが近寄ってきた。いたずらっぽく譲ゆずるに話しかける。

「ぼーっと見てないでさ。絹ヶ瀬きぬがせ流の秘伝を駆使して、朝霧あさぎりさんを助けてあげたら？」

「からかうなよ……」

　そこに、古紋夕鶴ゆうづるがつつっと寄ってきた。なぜか硬い表情で訊たずねる。

「そのお方も絹ヶ瀬さんのお友だちですか？」

「はあ、同じクラスで、昔は近所に住んでた――」

　言いかけた譲の腕に、真美子が笑顔でぎゅうっとしがみつく。

「るーちゃんの彼女の糸村真美子でーす。白縫メイドチームのメンバーやってます」

　腕にやわらかな胸が密着する。譲はあたふたと腕を振りほどいた。

「ばか、誤解されるようなことするなっ」

「そんな冷たくしないでよー。朝霧さんが本妻なら、私は愛人でいいからさー」

「誰が本妻で、誰が愛人だ！」

　すると夕鶴は、沈痛な表情で溜ため息いきをついた。

「やはりそういうことだったんですね……。わかりました、お話はいずれあらためて」

　くるりと背を向け、行ってしまった。

「やはりそういうこと……？　どういう意味だろね、るーちゃん」

「俺おれが知るかっ。いいから離れろ！」

「こわーい。じゃ、またね」

　真美子は素早く逃げてしまった。どうやら夕鶴の心証はますます悪くなってしまったようだ。ひょっとして、これは今後に尾を引くのではあるまいか。

　が、考えるのはあとだ。今は飛鳥あすかと千紗ちさのバトルが第一だ。

　水中では寝技も使えない。まったく新しい逆転の方法を、今この場で、ただちにひねり出さねばならないのだ。

（落ちつけ。必ず何か方法がある。絶対に）

　根拠のない楽観論ではなかった。こういった、通常と様子の違う乱戦状態の時は、ほんのわずかな要素が状況を丸ごとひっくりかえしてしまうことがありえるのだ。

　集中するにつれて、すぅっ、と、頭が醒さめていく。

　これまで習いおぼえた技術や知識が、結びあったり離れたりして、思考を形作る。

　飛鳥も千紗も、素手だ。

　武器を投げ入れてやるか？

　いや、掴つかむ間もなく水槽の底に沈んでしまうだろう。

　それより動きやすくしてやることが大事ではないか。

　飛鳥の動きを鈍にぶらせているのは、着ている服だ。

　布地が水を吸い、飛鳥の動きを制限している。

　と言って、闘いながら脱ぐ暇などない。

　以前、ネットや本でセーラー服について調べた時、どんなことが書いてあっただろうか。

　セーラー服は、元は水兵の制服だ。

　水兵は、船が沈めば海に放ほうりだされてしまう。ちょうど今の飛鳥のように。

　その時のために、衿えりのデザインが……。

　ひらめいた。

「飛鳥！」

　水槽にとりつき、ばんばん叩たたく。水中の飛鳥が、はっとしたようにこちらを見た。周りの月光精霊ニンフアーたちも驚いている。

　譲ゆずるは身振りで意図を伝えた。衿もとに手をやり、ぐいっと両手で開くしぐさをする。

　千紗にはわからなかったようだが、飛鳥には伝わった。

　強引に千紗を押しのけ、セーラー服の大きな衿に手をかけて力まかせに引き裂いたのだ。

　千紗が、ぎょっとしたような顔でひるんだ。その隙すきを逃さず、飛鳥は破り捨てた服を千紗の顔面に押しつけ、そのあいだにスカートまで脱いでしまった。

　とたん、格段に動きが良くなった。下着姿の飛鳥が、瞬時に反転して千紗に襲いかかる。

　千紗は顔にはりついたセーラー服をはぎとると、飛鳥から逃れて上昇した。

　飛鳥も追撃する。両者ともに酸素を補給し、再び格闘に移る。

　飛鳥もハウルをペンダント状にしていたので、服を脱いでも首にかかったままだ。力が失われることはない。下着だけでも、衣服さえつけていればハウルの力は有効なのだ。

　いきなり上下とも下着姿になった飛鳥あすかに、ギャラリーたちは目を見張った。

「ぬ、脱いじゃった！」

「――そう言えば私、何かで読んだことあるわ。セーラー服の衿えりが大きいのって、海に落ちた時に、破って脱ぎやすくするため、とかなんとか」

「そっか、服を着てたら泳ぎにくいもんね。セーラー服ってそういう仕掛けもあったのね」

「わあ、朝霧あさぎりさんってスタイルいいんだ……」

「上も下も白かあ」

「あっちが水着なら、こっちは下着――ってことかな」

「これなら見た目のインパクトでも負けてないもんね」

　てんでに勝手な感想を述べている。が、揶や揄ゆする口く調ちようではない。なりふりかまわず死に物狂いで闘う姿は他人の共感を呼ぶ。飛鳥も千紗ちさも必死だということを、そして自分も同じ状況なら同じことをするだろうということを、誰だれもが理解しているのだ。

　譲ゆずるにしても、飛鳥の下着姿にときめくどころではない。この勝負に、飛鳥の行く末が、ひいては譲の身の振り方、進路や将来までもがかかっているのだ。

　飛鳥は苦しげに顔をしかめながら、だがその動きは、まさに水を得た魚のようだった。機敏な身のこなしは千紗にも劣らない。長い髪を人魚のようになびかせ、千紗を攪かく乱らんする。

　羽衣はごろも学園チームの少女たちも感嘆の声をあげる。

「朝霧さん、速い！」

「千紗より速いんじゃない!?」

「あの人、うちの総長にボコボコにされてるはずなのに……」

「千紗が、飛鳥先輩はすごいすごいっていつも言ってたけど――ほんとだったんだね」

　だが千紗も負けてはいない。飛鳥の腕をかわし、水槽を蹴けって反撃する。

　水の中で、飛鳥と千紗が互いに突進し、交差する形になった。

　両者の身体からだがすれちがう寸前――。

　飛鳥が錐きり揉もみ状に身体を反転させた。

　千紗の手が、泡を掴つかむ。しまった！　という表情。

　その胸もとに、飛鳥の長い腕がすべりこんできた。

　飛鳥の手が、千紗の胸の月光貴石アルテミス・クリスタルをわし掴づかみにし――。

　一気に奪い取った！

　同時に、水中で光が炸さく裂れつする。月光貴石を奪われれば、女め神がみはそれだけで敗北となる。千紗の胸で、ハウルが輝いているのだ。

　すでに譲は動きだしていた。誰もがどちらが勝つかを注視している中、譲は、その次のことを考えていたのだ。

　光こう芒ぼうとともに、千紗の水着の表面に、あの紋様が浮かびあがり――。

　光がおさまると、紺色のスクール水着は、白の競泳風の水着へと変わった。これが羽衣はごろも学園中等部の、本来の指定水着なのだ。このへんの変身の理屈がどうなっているのか、譲ゆずるにはよくわからない――が、今はそんなことはどうでもいい。タラップを駆けのぼる。

「がぼっ」

　と、水中で千紗ちさが大きく泡を吐く。

　バトルに負ければ、ハウルのドライブ状態は解除される。肺活量も筋力も通常の状態に戻ってしまうのだ。水の中でそんなことになったらどうなるか、想像がついた。

「千紗！」

　譲は水に飛びこんだ。案の定、水中で千紗は苦しげにもがいていた。飛鳥あすかは力つきたのか、漂うようにぐったりしている。このままでは二人とも溺おぼれてしまう。

　千紗が、助けにきた譲に気づいた。何か言おうとするが、口からは泡しか出てこない。

　二人の頭部を後ろから抱える。こういう時、正面から近づくとしがみつかれる危険があるのだ。幸い水槽の壁には鉄てつ梯ばし子ごが設けられていた。それを蹴けって一気に浮上した。

「がはっ、げはっ」

　千紗が水を吐き、むせながら叫ぶ。

「絹ヶ瀬きぬがせさんっ！　飛鳥せんぱいをっ、げほっ、げほっ、飛鳥先輩を助けてっ！」

　悲鳴のような声だ。まだ何がどうなっているのか、わかっていないようだ。

「飛鳥先輩が溺れちゃう！　絹ヶ瀬さん、おねがい、助けてあげて！」

「心配するな。大丈夫だ」

　落ちついて声をかける。飛鳥もすでに水面に顔を出している。気を失っているが、あえぐように呼吸はしている。

「よかった……！　ありがとうございます、絹ヶ瀬さんっ！」

　千紗が譲の首にぎゅーっとしがみつき、水着を着た身体からだをやみくもに押しつけてきた。

「うれしいですっ、感謝ですっ！　ほんとにありがとうございますっ、大好きですっ!!」

　ほとんどパニック状態で、自分が何を口走っているのかわかっていないようだ。しかしそれに反応する余裕は、譲の側にもない。

「千紗！　朝霧あさぎりさん！」

　珠緒たまお総長、綱島つなしま沙也香さやか、月光精霊ニンフアーたちが駆けつけてきた。

「先輩、千紗を頼みます！」

　千紗を羽衣学園チームの面々に託す。自分は梯はし子ごを手がかりに飛鳥の身体を引きあげる。

「飛鳥、飛鳥、しっかりしろ」

　呼びかけるが返事がない。頬ほおを叩たたき、みぞおちを押して水を吐かせる。

「うっ、げほっ、ごほっ」

　咳せきこみながら飛鳥が目を開けた。

「絹ヶ瀬きぬがせくん……」

　まだ視線が揺れている。

「……私、どうなったの？」

「勝ったんだよ。おまえが女め神がみだ」

　飛鳥あすかの手から月光貴石アルテミス・クリスタルを取り、目の前にかざしてやる。

「勝った……私が……？」

　まだ頭がはっきりしていないようだ。

「飛鳥先輩……」

　千紗ちさがよろよろと飛鳥に近寄ってきて、抱きついた。

「どうもありがとうございました。飛鳥先輩はやっぱり強いです」

「千紗……」

「誰だれよりも強くて、優しくて、きれいな……私の憧あこがれの人です」

　感極まって泣きだした千紗を、飛鳥が優しく抱いてやる。

　飛鳥に背中を撫なでられながら、千紗が、珠緒たまお総長や綱島つなしま沙也香さやかや、羽衣はごろも学園チームの一同を見回した。

「ごめんなさい、先輩がたにあんなに協力していただいたのに……私、負けちゃって」

　だが、チームメイトたちも笑顔だ。珠緒総長が千紗の濡ぬれた頭をくしゃくしゃかき回す。



    

  
    
      



    

  
    
      「いいよ、千紗ちさ。よくがんばったじゃない。さすが私たちの後輩だよ」

　綱島つなしま沙也香さやかも、千紗のそばに膝ひざをつき、微笑ほほえんだ。

「アルテミス・ハウリングはこれからもつづくのよ。またチャンスがあるわ」

「ううう、わぁん」

　泣きだした千紗に、チームメイトたちが口々に励ましの言葉をかけながら取り囲む。

「いいバトルだったよ、千紗」

「私、感動しちゃった」

「またみんなで一緒にがんばろ、ね」

「ほらほら、泣かない、泣かない」

「えー、こほん」

　と、白縫しらぬいあげはが遠慮がちに進み出てきた。礼儀正しくかかとをそろえ、エプロンの前で手を組んでいる。

「心あたたまる光景を邪魔して、無ぶ粋すいとは思いますけれど――。朝霧あさぎり飛鳥あすかさま、この場で挑戦いたしますわ。私どものチームの者と、闘ってくださいませ」

　他ほかのチームの者たちも口々に声をあげた。

「ちょっとちょっと。私たちもずっと待ってたのよ」

「バトルするなら私たちとお願い！」

「もう日没まで時間がないんだから、急がないと！」

「わかってるわ……。まだアルテミス・ハウリングは終わっていないものね」

　身体からだから水滴をしたたらせながら、飛鳥がふらふらと立ちあがる。

「おい、飛鳥……」

「いいのよ、絹ヶ瀬きぬがせくん。疲れたなんて言ってられないわ。私は女め神がみなんだから。――ああ、でもその前に、月光貴石アルテミス・クリスタルをちゃんと首にかけないと……」

　と譲ゆずるに目を向ける。そうだ、月光貴石はまだ譲の手にあったのだ。

「首を出せよ。俺おれがかけてやる」

「ありがとう。おねがい」

　と、照れたように、やわらかな表情で言いかけて。

　飛鳥は、はっとした。

　譲も、はっとした。

　今さらながら気づいたが、飛鳥は上下とも下着姿で、しかもびしょ濡ぬれで肌にぴったりはりついている。

　おまけに上も下も色が白なので、かなり透けてしまっているのだ。

　飛鳥は一瞬で真っ赤になった。

「きゃーっ！」

　片手で身体からだを隠し、譲ゆずるを突き飛ばした。不意をくらって譲はひっくりかえり、後ろの壁に頭をぶつけた。はずみで月光貴石アルテミス・クリスタルが手を離れ、宙を舞う。

「ああっ、月光貴石が……！」

　言いながら飛鳥あすかが、そして別の誰だれかの手が、慌あわてたように月光貴石を受けとめた。

「そこまで！　アルテミス・ハウリング終了！」

　へっ？

　という顔で、その場にいる全員が、声の方を向いた。

　そこに立っていたのは針生はりゆう先生だった。手には時計を持っている。

「たった今、日没の時刻になったわ。今回のアルテミス・ハウリングはこれで終わりよ。誰が月光貴石を持っているの？」

　今度は、一同の視線が一斉に飛鳥を向いた。飛鳥と、それにもう一人、同時に月光貴石をキャッチした古紋こもん夕鶴ゆうづるが、二人で銀色のチェーンを持ち、当惑顔で固まっている。

「ははあ。これは珍しいケースになったわね」

　と、針生先生が近づいてきた。今日はスーツ姿である。

「こういう場合、両方に優勝の権利があるわ。過去にも例があるけど、要するに引き分け。二人が同時に優勝ってことになるの。月光貴石は交代で管理してもらうわ」

　言って、いたずらっぽく笑う。

「もっとも、どちらも納得はしないでしょうけどね」

「あたりまえよ！　苦労して苦労して、やっと奪い返したのに、横からひょっと手を出しただけの人と、どうして優勝を分けあわなくちゃいけないの!?」

　飛鳥がわめく。夕鶴の顔もみるみる険けわしくなった。

「ルールはルールです。私だってこんな結果は釈然としませんけど、それ以上に、あなたのような人に、優勝者の資格はありません！」

「資格がない？　どういう意味よ！」

「ご自分の胸に聞いてみればよろしいでしょう！」

　怒っているのは、譲と飛鳥が「爛ただれた生活」を送っていると信じているからだろう。

「朝霧あさぎり飛鳥さん、次回のアルテミス・ハウリングで、私は必ずあなたを倒してみせます！　公式の記録はどうあれ、その時にこそ、今回の“〝真の”〟優勝者を決めましょう」

「おもしろいわ。つまり、プレーオフね。あなたの挑戦を受けてあげる」

「挑戦ではありません。これは事実上の、優勝者決定戦です」

「どっちでも同じことよ。勝つのは私なんだから」

　ぎん！　と両者が至近距離で視殺戦を展開する。

（また勝手にあんなこと決めやがって……）

　譲は内心で頭を抱えていた。

　古紋こもん夕鶴ゆうづるの恐るべき実力の片へん鱗りんは、すでに目まの当あたりにしている。

　あんな恐るべき弓の名手に、どうやったら勝てるというのだろう。

　勝てるのだろうか。譲ゆずると飛鳥あすかは――。



    

  
    
      
終章　竜の妹



　翌日、月光寮。

「ちゃんとした優勝じゃなかったんだから、勝負は無効！　次のアルテミス・ハウリングまで、決着はおあずけだよ！」

　と、珠緒たまお総長が主張している。

「引き分けでも優勝は優勝よ！　それに私はあなたを倒したし、女め神がみの千紗ちさも倒したし、おまけに絹ヶ瀬きぬがせくんが副キャプテンをやっつけてるんだから、どう考えてもこっちの勝ちじゃないの！」

　と、飛鳥も譲らない。胸には月光貴石アルテミス・クリスタル。まずは飛鳥が管理を任されているのだ。

　もう三十分も同じことを怒鳴りあっている。正直、譲も他ほかの先輩たちも閉へい口こう気味だ。千紗だけがハラハラ顔で心配そうに見守っている。

　やがて綱島つなしま沙也香さやかが、うんざりしたように口を開いた。

「わかったわ、朝霧あさぎりさん。“〝竜の妹”〟は返してあげる。記録も自由に見ていいわよ」

　ぐわっと珠緒総長がキバをむいた。

「なに言うの、沙也香！」

「ただし、これで朝霧あさぎりさんに『貸し』ひとつ。いつかあなたに協力してもらいたいことが出てきたら、その時は、私たちの頼みを聞いてもらう。と、そういう条件でどうかしら」

　珠緒たまお総長は、一瞬、目をぱちくりさせたが、すぐ、にた～っと笑った。

「ははあ……そっちの方がおもしろいかもね。うん、それなら私も文句ないわ」

　飛鳥あすかが猜さい疑ぎ心しん丸出しの表情で、珠緒総長と沙也香さやかを見やる。

「協力って何させる気？　まさか卒業までカバン持ちしろとか……」

　綱島つなしま沙也香はクールに答える。

「そのへんは、こちらも常識の範はん疇ちゆうで依頼するわ。無茶は言わないから安心して」

「勝ったのは私なのに、なんだか納得いかないけど……」

　飛鳥はしばらく考えていたが、やがてうなずいた。

「いいわ。何より大事なのは“〝竜の妹”〟を手に入れることだもの。あとのことは、あとで考えることにする」

「やったぁ～！　なーにをお願いしようかなあ。うわぁ、たっのしみぃ～！」

　勝利者のように、超嬉うれしそうな珠緒総長。譲ゆずるは一抹の不安を感じずにはいられなかった。



　綱島沙也香の指示で、秘密の保管庫への案内は、千紗ちさが行うことになった。

　月光寮の階段を三人で下りる。保管庫は、この建物の地下にあるそうだ。

「飛鳥先輩、あまり悔しそうじゃないですね。引き分け優勝になっちゃったのに」

「私の最大の目的は、“〝竜の妹”〟を手に入れることだもの。それが達成できたんだから不満はないわ。それに、最後に月光貴石アルテミス・クリスタルを手放しちゃったのは私のミスだしね」

　譲が千紗に耳打ちする。

「ほんとはな、昨日はあれから大変だったんだぞ。何がなんでも夕鶴ゆうづるさんに勝つって言って、腹立ちまぎれの特訓に朝までつきあわされたんだから」

　飛鳥が譲に膝ひざ蹴げりをくらわせる。

「よけいなこと言わなくていいのっ」

「あは。でも、その方が飛鳥先輩らしいです」

　譲も同感だった。飛鳥も千紗も、こうして元気でいてくれる方がよっぽどいい。

「私は、ほんとのこと言うと、ちょっぴり残念です。私が勝ってれば、飛鳥先輩と絹ヶ瀬きぬがせさんに、うちのチームに入っていただけたのに。そしたらみんな仲間になれたのになって」

「え、俺おれも？」

　と、思わず訊たずね返す。千紗は顔を赤くして、慌あわてて手を振った。

「あっ、あっ。今のはまちがいですっ。私がチームに入ってほしいのは飛鳥先輩だけです。絹ヶ瀬さんのことは、真剣に、本気で全力でどうでもいいです」

　言いまくって、怒ったようにあちらを向いた。ちょっと照れているようにも見える……のは、たぶん気のせいなんだろう。

「でも、まだあきらめたわけじゃないですからね。もっともっと強くなって、飛鳥あすか先輩をやっつけちゃうくらいになって、いつかきっと、羽衣はごろも学園チームに入っていただきます」

「私も負けないわよ。今度バトルする時は、私の手には“〝竜の妹”〟があるんだから」

「そうですね。楽しみですっ」

　飛鳥と千紗ちさは明るい口く調ちようでおしゃべりしながら、肩を並べて階段を下りていく。

（この二人、前より仲良くなったみたいだなあ……）

　闘いがいつも人と人の仲を裂くとは限らない。絹ヶ瀬きぬがせ流の殺傷技術も、使いようによっては、人を傷つけたり苦しめたりする以外の役立て方がある、ということだろうか。

　やがて地下の、大きな扉の前についた。

「ここが保管庫です。私もほとんど入ったことはないんですけど」

　千紗が鍵かぎを回して、扉を開けた。

　電気をつける。少しほこりっぽいが、よく整せい頓とんされている。図書室のように書棚が並び、ファイルが整然と置かれている。これがバトルの記録なのだろう。

　この記録の中に、朝霧あさぎり竜美たつみの居場所の手がかりが隠されてるのだろうか……。

「竜の妹は、一番奥のロッカーに入ってるって、綱島つなしま先輩がおっしゃってました」

　千紗に導かれて足を進める。迷路のように書棚やロッカーが配されたその先に、頑丈そうな厚いガラス張りの棚があり、その中に、楽器ケースのような木造りの箱が、麗れい々れいしく飾られていた。たぶん朝霧竜美の後輩たちが、代々、大切に保管してきたのだろう。

　千紗が鍵で棚を開いた。飛鳥がそっとケースを取りだし、譲ゆずるに渡した。

「絹ヶ瀬くん、持ってて」

　受けとる。重い。大きさは、譲の両腕を広げたぐらいだ。

　ケースを譲に持たせ、飛鳥が蓋ふたを開いた。千紗も息を飲み、見つめる。

「…………！」

　飛鳥が目を見張った。そこには、ひと振りの剣が入っていた。

　幅広の、両もろ刃はの剣。かつて飛鳥が使っていた“〝竜の爪つめ痕あと”〟にそっくりだ。が、ひと回り小さく、飛鳥の体格にちょうどよさそうだ。

「これが、“〝竜の妹”〟……。お姉ちゃんが、私と同じ歳としの頃ころに使っていた剣……」

　飛鳥が、剣の柄つかを握りしめ、構える。重量にふらつかないよう、ぐっと腰を落とす。

「これがあれば、私は誰だれにだって勝てる！」

　その言葉に応こたえるかのように、“〝竜の妹”〟は、鋭くきらりと輝いた。



おわり
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　作者の遠見塚とおみづかわたるです。読者の皆さんのおかげで、無事に二巻目を出すことができました。心から感謝、感謝です。本当にありがとうございます。内容もチャプターのタイトルもだんだん節せつ操そうがなくなってきてますが、呆あきれずにおつきあいいただければ幸いです。

　とり急ぎご説明したいことがありまして、一巻の著者近影のクサリガマの文字が小さくてよくわからんと知人に言われました。あれは「３─１　はっとりちさ」と書いてあります。靴にもクラスと千紗ちさの名前が書いてあります。読みにくかったですよね。すみません。

　それと、一応おことわりしておきたいのですが、このお話はフィクションであり、アルテミス・ハウリングという競技はもちろんのこと、絹ヶ瀬きぬがせ流古武技、古紋こもん神社、羽衣はごろも学園、白縫しらぬいメイド喫茶グループ、などの流派、団体、それから千紗が読むレディースコミックなどにも、特定のモデルはありません（武器や技やセーラー服の特性などについては、それなりに資料を調べて書いていますが）。「この絹ヶ瀬流というのは、もしや実在の○○流がモデルでは」などと推測なさる方がいらっしゃるかもしれませんが、作者が創った架空のものです。もしどこかに似た流派や、メイド喫茶、マンガなどがあっても、偶然の一致ですのでご理解ください。また、世の中は広いので、「自分もメイドだった頃ころにフランベルジュでクサリガマの使い手と闘ったことがあるけど、こういう試合展開にはならなかった」という方もおられるかもしれませんが、そのへんはどうかご容赦を。ちなみにレディコミのネタの中では、個人的には「魔少女・美少女・毒少女」というタイトルが語呂がよくて気にいっております。

　──などと書いているうちに、もう残り行数が少なくなってしまいました。うーん、あとがき二ページって意外に短いなあ。ほかにもいろいろ書きたいことがあるんですが、それはまた次の機会ということで。

　順調にいけば、来年（二○一一年）の早いうちに、またお目にかかれると思います。どうか今後も、応援をよろしくおねがいします。たぶん次は、一部で人気のある古紋夕鶴ゆうづるが前面に出てきて、飛鳥あすかと譲ゆずるの前に立ちふさがるはずです。一巻では脱衣状態の上半身を、この二巻では下半身をさらしてしまった「破は魔ま矢やの夕鶴」が、次はいったいどうなってしまうのか、あたたかく見守っていただければと思います。

　それでは、またお会いできる日を楽しみに。どうか、それまでお元気で。
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